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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、令和９年度を初年度とする「第５次小牧市男女共同参画基本計画」を策定するにあたり、

市民の皆様のお考えやご意見をお伺いし、男女共同参画事業を効果的に進めるための基礎資料とする

ことを目的として、実施したものです。 

 

 

２ 調査対象 

一 般：１８歳以上の市民 

小学生：小学５年生 

中学生：中学２年生 

事業所：市内の事業所 

 

 

３ 調査期間 

令和７年１０月１日～１０月２４日 

 

 

４ 調査方法 

一 般：郵送配布、郵送・WEB併用回収 

学 生：学校配布・WEB回収 

事業所：郵送配布、郵送・WEB併用回収 

 

 

５ 回収状況 

調査票の種類 配布数 回収数 回収率 

一 般 3,000件 1,097件 36.6％ 

中学生 1,291件 1,023件 79.2％ 

小学生 1,273件 895件 70.3％ 

事業所 300件 60件 20.0％ 
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６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数を母数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下第２位を

四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になる

ため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答や「答えたくない」を除外しているため、クロス集計の有効回答数の合

計と単純集計（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項

目の組み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。また、クロス集計において回答者数が

１桁の場合は、コメントを差し控えています。 

・過去調査との比較、クロス集計については全体の結果と５ポイント以上離れている項目を基準にコ

メントをしているため、コメントの掲載がない項目があります。 

・令和２年度調査と選択肢等が異なる設問については、コメントを差し控えています。 

・本アンケートには、選択肢「わからない」が含まれていますが、全国・愛知県の調査では、当該選

択肢がありません。 

・１０代の回答はありませんでしたので表・グラフに記載していません。  
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Ⅱ 一般 調査結果の概要 

１ 一般の概要について 

・「男性」（41.1％）、「女性」（56.9％）、「答えたくない、わからない」（1.3％） 

・「正規従業員」（34.9％） 

 

２ 男女の平等意識について 

・“男性優遇”（「男性のほうが優遇されている」＋「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」）

であると思われているのは、「社会通念・慣習・しきたりなど」（73.5％）と「政治の場」（71.5％） 

・固定的な性別役割分担については、“賛成”（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）（31.9％）、“反対”

（「反対」＋「どちらかといえば反対」）（67.5％） 

・“賛成”の理由は、「家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと

思うから」（56.0％）、「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」（52.6％） 

・“反対”の理由は、「家事（育児、介護などを含む）は妻だけの役割ではないから」（64.9％）、「固定

的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」（61.9％） 

 

３ 家庭における家事などの分担について 

・「自分（回答者）」が担当している役割は「食事のしたく」（40.8％）、「食事の後かたづけ・食器洗い」

（37.1％） 

・「配偶者（パートナー）」が担当している役割は「家計の管理」（21.9％）、「食事のしたく」（21.0％） 

・「配偶者（パートナー）同士」が担当している役割は「生活費を稼ぐ」（28.4％）、「食料品・日用品の

買い物」（26.3％） 

 

４ 仕事と育児・介護休業などについて 

・管理職以上に昇進することについてのイメージは、「責任が重くなる」（77.4％）、「賃金が上がる」

（57.6％）、「能力が認められた結果である」（50.4％） 

・女性の活躍を更に推進するために必要な取組や支援について、企業側は「育児や介護のための休業制

度や短時間勤務制度など、男女ともに仕事との両立を支援するための施策の整備」（65.4％）、行政側

は「男性の家事（育児、介護などを含む）参画への理解・意識改革や男性の育児休業の取得の促進を

行う」（57.2％） 

・女性の就労上の問題は、「職場の労働条件（勤務時間・賃金・休暇制度など）」（57.5％）と「一旦退

職した女性が、正社員として再就職することが困難である現状」（46.6％） 

 

５ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

・「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の理想の優先度は、『「仕事」と「家庭生活」と「地域・

個人の生活」すべてを大切にしたい』（37.1％）と『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい』

（24.8％） 

・「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の現状の優先度は、『「仕事」と「家庭生活」をともに優

先している』（24.1％）と『「家庭生活」を優先している』（21.5％） 
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・だれもがいきいきと暮らせる社会を実現するためには、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよ

く図る」（44.6％）、「柔軟な勤務形態（フレックスタイム制や在宅勤務など）の導入や時間外労働の

削減など働き方の見直しを図る」（42.8％）、「子どものころから、職業選択の自由や男女がともに家

事（育児、介護などを含む）の責任を分かち合う男女平等の意識づけを行う」（42.5％） 

 

６ 地域活動・社会活動について 

・活動への参加について、参加したことがある活動は「区・町内会、自治会などの活動」（66.8％）、ど

の活動にも「参加したことがない」（19.4％） 

・活動に参加したことがない理由は、「仕事が忙しい」（41.8％）と「活動に関する情報が少ない」（31.0％） 

 

７ 性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）について 

・自分の性別や性自認、性的指向に違和感を覚えたり、悩んだことが「ある」（3.5％）、「ない」（95.2％） 

・身近な人からカミングアウトされた場合の対応は、「相手に寄り添って接したい」（41.8％）、「時間は

かかっても理解に努めたい」（32.3％） 

・性的少数者が暮らしやすい社会にするためには、「相談できる窓口の設置」（61.6％）、「同性同士等の

パートナーであることを証明する行政の証明書等の発行」（29.4％）、「行政職員や教職員に対する研

修の実施」（27.7％） 

・小牧市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度について、「知っている」（9.7％）、「知らない」

（89.2％） 

 

８ ＤＶや性暴力について 

・ＤＶや性暴力に関する悩みを相談できる窓口について知っているものは、「性犯罪被害 110 番」

（28.9％）と「小牧市女性相談」（28.3％） 

・相談窓口の認知度を向上させるために効果的なものは、「ホームページ・SNS」（59.6％）、「ポスター・

リーフレット」（50.3％）、「学校における周知」（45.8％） 

・相談窓口で配慮してほしいことは、「匿名で相談ができる」（57.4％）、「24時間相談ができる」（55.2％）、

「弁護士など、法的知識のある相談員がいる」（47.7％） 

 

９ 災害時について 

・防災分野で男女平等の視点を活かすためには、「避難所で性別に応じてプライバシー（更衣・授乳な

ど）が確保できるようにする」（71.6％）、「避難所でのリーダーや炊き出しなど役割を性別で固定せ

ず分担する」（47.4％）、「災害時の備えについて性別によって異なるニーズを反映する」（37.5％） 

 

10 男女共同参画社会について 

・「言葉も内容も知らない」関連用語は、「オールド・ボーイズ・ネットワーク」（90.2％）と「リプロ

ダクティブ・ヘルス・ライツ」（86.0％）、「ＳＯＧＩ（性的指向及び性自認）」（75.7％）、「アンペイ

ドワーク」（74.1％） 

・小牧市が今後力を入れていくべきことは、「学校教育の場で、男女平等に関する教育をさらに進める」

（53.9％）、「保育・子育てサービスや施設を充実させる」（52.9％）、「介護サービスや福祉関連の施

設を充実させる」（49.9％）  
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Ⅲ 一般 調査結果 

１ あなた自身のことについて 

問１ あなたの性別をお答えください。（選択は１つ） 

「男性」の割合が 41.1％、「女性」の割合が 56.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（選択は１つ） 

「50 代」の割合が 22.2％と最も高く、次いで「70代以上」の割合が 20.3％、「60代」の割合が 19.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの就業形態などは次のうちどれですか。育児休業・介護休業中の方も働いている

ものとみなしてください。（選択は１つ） 

「正規従業員」の割合が 34.9％と最も高く、次いで「パートタイム従業員（アルバイト含む）」の割

合が 20.1％、「主婦・主夫」の割合が 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・経営者  

正規従業員 パートタイム従業員（アルバイト含む）

契約社員 派遣社員

自営業者 主婦・主夫

学生 無職

その他 無回答

回答者数 =

　 1,097 34.9 20.1

4.7

2.1

5.8

14.8 1.2 14.4 1.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

回答者数 =

　 1,097 7.4 12.9 17.5 22.2 19.2 20.3 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,097 41.1 56.9 1.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 答えたくない、わからない、その他 無回答
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【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「正規従業員」、「自営業者」、「無職」の割合が高く、男性と比

較して女性で「パートタイム従業員（アルバイト含む）」、「主婦・主夫」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正規従業員 パートタイム従業員（アルバイト含む）

契約社員 派遣社員

自営業者 主婦・主夫

学生 無職

その他 無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

52.8

22.3

6.0

30.4

4.4

5.0

2.2

2.1

8.9

3.8

0.2

25.6

0.9

1.4

22.4

8.0

1.6

1.0

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 7 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60代まで年齢が上がるほど「自営業者」

の割合が高く、男性と比較して女性では年齢が上がるほど「主婦・主夫」の割合が高くなっています。

また、男性 40代で「正規従業員」、女性 50代で「パートタイム従業員（アルバイト含む）」、男性 70代

以上で「無職」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正規従業員 パートタイム従業員（アルバイト含む）

契約社員 派遣社員

自営業者 主婦・主夫

学生 無職

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

70.3

77.0

80.5

77.0

31.5

6.3

46.5

46.8

30.1

25.0

7.8

3.9

12.0

13.5

20.9

30.4

37.2

42.1

35.7

8.3

10.8

9.8

2.6

2.3

6.5

6.3

9.7

6.6

3.5

0.8

2.7

1.6

1.3

3.4

4.3

2.3

3.8

2.7

3.3

0.9

2.7

4.9

9.1

10.3

12.0

9.4

1.3

1.8

5.9

6.1

4.1

1.1

9.3

11.4

13.3

13.8

36.5

57.0

8.1

1.1

16.3

1.8

3.3

5.7

30.4

68.8

2.7

2.6

7.0

28.9

2.7

3.3

1.3

1.1

2.1

4.7

0.9

2.6

2.7

1.3

1.1

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 男女の平等意識について 

問４ あなたは今の社会において、男女の地位はどのようになっていると思いますか。 

それぞれについてお答えください。（選択はそれぞれ１つ） 

『カ 社会通念・慣習・しきたりなど』で「男性のほうが優遇されている」と「どちらかといえば男

性のほうが優遇されている」を合わせた“男性優遇”の割合が 73.5％と高くなっています。また、『ウ 

学校教育の場』で「平等」の割合が 56.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 = 1,097

ア　家庭生活

イ　職場や就職活動

ウ　学校教育の場

エ　法律や制度の上

オ　政治の場

カ　社会通念・慣習・しきた
　　りなど

キ　地域活動・社会活動（自
　　治会・ＮＰＯなど）で

ク　社会全体

14.7

16.8

3.4

11.3

34.9

25.4

8.8

13.8

39.5

43.7

12.2

28.1

36.6

48.1

31.0

51.3

29.3

23.3

56.4

37.0

15.9

14.4

34.3

19.3

5.8

3.7

2.9

6.5

0.7

2.1

4.2

4.5

2.3

1.0

0.7

1.7

0.5

0.9

0.8

1.2

7.2

10.0

22.6

13.6

9.7

7.7

19.7

8.4

1.3

1.5

1.7

1.8

1.7

1.3

1.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ア 家庭生活 

【経年比較、国比較、県比較】 

令和２年度調査と比較すると、“男性優遇”の割合が増加し、「平等」の割合が減少しています。 

全国と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」及び「どちらかといえば女性のほうが優遇されている」

と「女性のほうが優遇されている」を合わせた“女性優遇”の割合が高く、男性と比較して女性で“男

性優遇”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

10.0

17.5

29.5

47.4

40.4

21.8

8.6

4.0

4.2

0.6

6.0

8.0

1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

14.7

13.5

9.3

18.7

39.5

31.8

51.4

41.3

29.3

34.9

30.0

29.3

5.8

9.1

7.8

7.7

2.3

3.1

1.2

1.8

7.2

5.3

1.3

2.3

0.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 30 代から 70 代以上まで年齢が上がるほど“男性

優遇”の割合が高い傾向にあり、“女性優遇”の割合が低く、男性と比較して女性では 20代から 40代

まで年齢が上がるほど「平等」の割合が高くなっています。また、女性 60代で「どちらかといえば男

性のほうが優遇されている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

5.4

8.2

13.0

8.0

8.7

13.5

9.3

10.1

22.1

21.7

15.7

17.4

24.3

13.1

26.0

28.7

33.7

41.7

44.2

43.0

38.9

50.0

54.8

49.6

45.9

50.8

29.9

42.5

45.7

33.3

20.9

24.1

27.4

16.4

23.5

19.8

13.5

14.8

10.4

6.9

6.5

4.2

9.3

8.9

3.5

2.6

2.6

2.5

5.4

6.6

9.1

3.4

2.2

1.0

1.3

1.3

0.8

2.7

6.6

10.4

9.2

2.2

4.2

16.3

12.7

8.0

7.2

3.5

7.4

2.7

1.3

1.1

1.1

2.1

0.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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イ 職場や就職活動 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」の割合が増加して

います。一方、「男性のほうが優遇されている」の割合が減少しています。 

全国と比較すると、「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」及び“女性優遇”の割合が高く、男性と比較して女性

で“男性優遇”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

12.2

19.6

41.0

46.0

30.6

18.6

6.0

2.2

2.0

0.2

6.7

12.8

1.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

16.8

22.4

14.2

21.7

43.7

38.3

49.6

42.8

23.3

21.6

25.8

24.8

3.7

6.1

8.1

7.3

1.0

0.8

1.1

1.3

10.0

7.9

1.5

3.0

1.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70 代以上から 30 代まで年齢が下がるほど“女性

優遇”の割合が高く、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「平等」の

割合が高くなっています。また、男性 60代で「男性のほうが優遇されている」の割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

10.8

8.2

13.0

14.9

6.5

17.7

16.3

12.7

18.6

24.3

19.1

20.7

35.1

36.1

41.6

41.4

38.0

47.9

39.5

48.1

51.3

43.4

52.2

38.8

40.5

36.1

29.9

27.6

40.2

17.7

27.9

24.1

21.2

17.8

17.4

11.6

5.4

9.8

9.1

5.7

6.5

1.0

2.3

1.3

0.9

6.6

0.9

5.4

6.6

1.3

2.3

0.9

2.7

3.3

3.9

6.9

6.5

12.5

14.0

13.9

7.1

7.9

8.7

27.3

1.3

1.1

2.2

3.1

0.9

0.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ウ 学校教育の場 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

全国と比較すると、“男性優遇”及び「平等」の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、“男性優遇”及び「平等」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」の割合が高く、男性と比較して女性で“男性優遇”の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

2.0

4.0

8.2

15.2

63.6

51.6

3.8

2.2

0.9

0.6

20.0

25.0

1.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

3.4

2.9

2.4

6.1

12.2

12.1

19.5

20.3

56.4

58.4

70.4

62.8

2.9

4.0

5.6

7.0

0.7

1.3

0.4

0.6

22.6

17.9

1.7

3.4

1.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 70 代以上から 40 代まで年齢が下がるほど「平等」

の割合が高くなっています。また、男性 60代で“男性優遇”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

2.7

1.6

2.6

1.1

1.1

3.1

2.3

2.5

5.3

3.9

4.3

4.1

5.4

4.9

6.5

10.3

4.3

14.6

16.3

11.4

14.2

15.1

20.0

14.0

62.2

67.2

63.6

54.0

75.0

59.4

58.1

51.9

55.8

52.0

49.6

47.1

5.4

4.9

6.5

2.3

2.2

3.1

2.3

1.3

6.2

3.3

3.3

1.1

1.0

2.3

0.9

0.7

0.8

24.3

18.0

18.2

29.9

16.3

15.6

18.6

32.9

16.8

25.0

24.3

29.8

2.6

1.1

1.1

3.1

0.9

1.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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エ 法律や制度の上 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

全国と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、「平等」の割合が高く、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」及び“女性優遇”の割合が高く、男性と比較して女性

で“男性優遇”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

4.9

15.2

20.8

33.2

49.9

28.5

10.2

3.8

3.8

0.3

8.4

17.8

2.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

11.3

12.4

11.4

19.5

28.1

30.3

38.9

37.5

37.0

34.9

38.2

31.5

6.5

5.9

8.9

8.0

1.7

1.1

1.9

1.5

13.6

12.2

1.8

3.1

0.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男女ともに 30 代から 70 代以上まで年齢が上がるほど「平等」の割合が高

く、女性と比較して男性では“女性優遇”の割合が低くなっています。また、女性 30代で「男性のほ

うが優遇されている」、女性 40代、女性 60代で「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

1.6

9.1

2.3

5.4

7.3

16.3

24.1

14.2

13.8

13.0

13.2

10.8

16.4

19.5

23.0

27.2

19.8

23.3

22.8

39.8

34.2

38.3

31.4

56.8

41.0

41.6

48.3

50.0

61.5

27.9

21.5

27.4

28.3

29.6

33.9

24.3

18.0

13.0

11.5

5.4

1.0

4.7

3.8

8.0

4.6

2.6

5.4

14.8

5.2

2.3

1.3

0.9

2.7

8.2

10.4

11.5

7.6

7.3

25.6

25.3

9.7

18.4

14.8

19.8

1.3

1.1

4.3

3.1

2.3

1.3

0.9

0.7

0.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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オ 政治の場 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「男性のほうが優遇されている」の割合が減少しています。 

全国と比較すると、「平等」の割合が高くなっています。一方、“男性優遇”の割合が低くなっていま

す。 

愛知県と比較すると、「平等」の割合が高くなっています。一方、“男性優遇”の割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」の割合が高く、男性と比較して女性で“男性優遇”の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

25.7

41.2

39.0

35.4

24.2

9.9

1.3

0.3

1.1

7.1

11.9

1.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

34.9

40.7

44.1

48.0

36.6

33.8

43.8

38.4

15.9

13.8

9.4

9.7

0.7

0.9

1.9

1.6

0.5

0.3

0.3

0.5

9.7

7.9

1.7

2.6

0.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「男性

のほうが優遇されている」の割合が高い傾向にあります。また、男性 70代以上で「平等」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

29.7

23.0

28.6

23.0

29.3

22.9

48.8

48.1

47.8

43.4

41.7

24.0

35.1

37.7

41.6

40.2

35.9

41.7

20.9

24.1

37.2

33.6

43.5

41.3

21.6

24.6

16.9

25.3

25.0

29.2

9.3

6.3

9.7

11.8

6.1

14.0

1.6

2.6

1.1

2.2

2.5

2.7

1.6

2.6

1.1

10.8

11.5

6.5

8.0

6.5

2.1

20.9

19.0

3.5

10.5

7.8

17.4

1.3

1.1

1.1

4.2

1.8

0.7

0.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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カ 社会通念・慣習・しきたりなど 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」の割合が増加して

います。一方、「男性のほうが優遇されている」の割合が減少しています。 

全国と比較すると、「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」及び“女性優遇”の割合が高く、男性と比較して女性

で“男性優遇”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

18.0

30.8

47.9

48.4

22.2

9.0

4.0

0.8

2.0

0.2

5.1

9.8

0.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

25.4

33.3

21.2

32.7

48.1

41.1

57.0

47.5

14.4

12.7

16.3

14.1

2.1

2.6

3.4

2.9

0.9

0.4

0.5

0.7

7.7

7.1

1.3

2.8

1.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど、男性と比

較して女性では 30 代から 60 代まで年齢が上がるほど“男性優遇”の割合が高い傾向にあります。ま

た、女性 50代で「男性のほうが優遇されている」、男性 50代、女性 60代で「どちらかといえば男性の

ほうが優遇されている」、男性 20代で「平等」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

10.8

13.1

20.8

8.0

27.2

21.9

23.3

25.3

33.6

36.8

28.7

28.1

43.2

42.6

37.7

59.8

47.8

51.0

51.2

46.8

46.9

44.7

60.0

43.8

29.7

24.6

22.1

16.1

19.6

25.0

7.0

10.1

10.6

9.2

7.0

9.1

5.4

6.6

7.8

5.7

1.1

2.3

2.5

0.7

0.8

2.7

8.2

2.6

1.1

0.8

8.1

4.9

7.8

9.2

2.2

1.0

16.3

15.2

8.0

8.6

3.5

13.2

1.3

1.1

1.1

1.0

0.9

0.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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キ 地域活動・社会活動（自治会・ＮＰＯなど）で 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

全国と比較すると、“男性優遇”及び「平等」の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、“男性優遇”及び「平等」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」の割合が高く、男性と比較して女性で“男性優遇”の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

4.4

11.9

23.9

35.9

45.7

26.6

6.4

2.6

1.3

0.5

17.1

21.8

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

8.8

10.9

8.8

12.9

31.0

28.4

38.2

35.3

34.3

36.5

40.3

40.5

4.2

4.3

9.3

8.2

0.8

0.8

1.2

0.8

19.7

17.0

1.3

2.1

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 30 代から 70 代以上まで年齢が上がるほど、男性

と比較して女性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど“男性優遇”の割合が高くなっています。

また、女性 60代、女性 70 代以上で「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」、男性 30代、男

性 70代以上で「平等」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

5.4

1.6

5.2

4.6

5.4

4.2

2.3

8.9

15.9

13.8

12.2

10.7

21.6

14.8

14.3

20.7

29.3

36.5

23.3

17.7

29.2

36.8

47.0

47.1

43.2

49.2

44.2

36.8

46.7

52.1

27.9

31.6

32.7

26.3

22.6

21.5

8.1

6.6

10.4

11.5

3.3

1.0

2.3

4.4

2.6

3.5

1.7

3.3

3.9

1.1

2.3

0.7

0.8

21.6

23.0

22.1

25.3

13.0

4.2

39.5

41.8

16.8

19.7

13.9

16.5

1.6

2.2

2.1

2.3

0.9

0.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ク 社会全体 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「男性のほうが優遇されている」の割合が減少しています。 

全国と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

愛知県と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「平等」及び“女性優遇”の割合が高く、男性と比較して女性

で“男性優遇”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

5.8

19.1

44.8

56.7

29.7

12.2

8.2

1.9

2.9

6.9

9.3

1.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

全国 2,673

愛知県 1,236

13.8

19.1

11.9

21.8

51.3

48.8

62.8

55.3

19.3

16.5

16.7

14.6

4.5

3.3

6.1

5.7

1.2

1.0

0.7

1.1

8.4

8.9

1.5

2.3

1.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど、男性と比較して女性では 20代

から 60 代まで年齢が上がるほど“男性優遇”の割合が高くなっています。また、女性 40 代で「男性

のほうが優遇されている」、女性 60代で「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」、男性 20代

で「平等」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性のほうが優遇されている

どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等

どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

2.7

3.3

6.5

3.4

7.6

8.3

9.3

17.7

26.5

21.1

17.4

15.7

27.0

27.9

40.3

47.1

53.3

56.3

55.8

51.9

47.8

55.3

69.6

57.9

43.2

34.4

24.7

29.9

27.2

27.1

20.9

17.7

16.8

11.2

6.1

8.3

18.9

16.4

13.0

8.0

3.3

4.7

1.3

2.7

2.0

0.9

1.7

2.7

11.5

3.9

2.3

5.4

4.9

10.4

8.0

5.4

6.3

9.3

11.4

5.3

10.5

4.3

14.9

1.6

1.3

1.1

3.3

2.1

0.9

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ あなたは「夫は外で働き、妻は家庭を守るほうが良い」といった固定的な性別役割分担

について、どのように考えますか。（選択は１つ）※令和２年度類似設問あり 

「賛成」「どちらかといえば賛成」を合わせた“賛成”の割合が 31.9％、「どちらかといえば反対」

「反対」を合わせた“反対”の割合が 67.5％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、“反対”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「賛成」の選択肢は「そう思う」、「どちらかといえば賛成」の選択肢は「どちらかといえばそう思

う」、「どちらかといえば反対」の選択肢は「どちらかといえばそう思わない」、「反対」の選択肢は「そう思わない」となっ

ていました。 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で“反対”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

3.6

4.8

28.3

16.1

40.5

14.6

27.0

34.9

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

5.1

2.4

31.9

26.0

36.6

42.9

25.5

28.4

0.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 50 代まで年齢が上がるほど“賛成”の

割合が高い傾向にあります。また、女性 60代で“反対”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

5.4

6.6

2.6

4.6

5.4

6.3

6.3

2.7

2.0

0.9

2.5

16.2

27.9

31.2

34.5

30.4

40.6

27.9

19.0

24.8

27.6

20.9

33.9

40.5

37.7

40.3

32.2

38.0

34.4

37.2

40.5

36.3

43.4

50.4

45.5

37.8

27.9

24.7

26.4

25.0

18.8

34.9

32.9

35.4

27.0

27.8

18.2

1.3

2.3

1.1

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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＜問５で「賛成」「どちらかといえば賛成」を選択した人にお聞きします。＞ 

問６－１ それはなぜですか。（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから」の割合

が 56.0％と最も高く、次いで「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」

の割合が 52.6％、「夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」の割合が 38.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・母親が家に居ると子どもが安心するから。 

・会社内での立場はまだ男性中心だから。 

・二人で相談して決めればよい。 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「日本の伝統的な家族の在り方だと思うから」、「自分の両親も

固定的な役割分担をしていたから」、「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うか

ら」の割合が高く、男性と比較して女性で「夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」、

「家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

日
本
の
伝
統
的
な
家
族
の

在
り
方
だ
と
思
う
か
ら 

自
分
の
両
親
も
固
定
的
な

役
割
分
担
を
し
て
い
た
か

ら 夫
が
外
で
働
い
た
方
が
、

多
く
の
収
入
を
得
ら
れ
る

と
思
う
か
ら 

妻
が
家
庭
を
守
っ
た
方

が
、
子
ど
も
の
成
長
な
ど

に
と
っ
て
良
い
と
思
う
か

ら 家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
と
両
立
し
な
が
ら
、

妻
が
働
き
続
け
る
こ
と
は

大
変
だ
と
思
う
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 350 12.0  9.1  38.3  52.6  56.0  6.0  0.6  

男  性 167 15.0  12.6  28.7  57.5  47.3  6.6  0.6  

女  性 177 9.0  6.2  46.9  48.0  63.8  5.6  0.6  

  

回答者数 = 350 ％

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も固定的な役割分担をしていたから

夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思
うから
妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとっ
て良いと思うから
家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、
妻が働き続けることは大変だと思うから

その他

無回答

12.0

9.1

38.3

52.6

56.0

6.0

0.6

0 20 40 60
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 30 代から 70 代以上まで年齢が上がるほど「自分

の両親も固定的な役割分担をしていたから」の割合が高い傾向にあります。また、女性 30代で「家事

（育児、介護などを含む）と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思うから」の割合が高くな

っています。さらに、男性 60 代で「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うか

ら」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

日
本
の
伝
統
的
な
家
族
の

在
り
方
だ
と
思
う
か
ら 

自
分
の
両
親
も
固
定
的
な

役
割
分
担
を
し
て
い
た
か

ら 夫
が
外
で
働
い
た
方
が
、

多
く
の
収
入
を
得
ら
れ
る

と
思
う
か
ら 

妻
が
家
庭
を
守
っ
た
方

が
、
子
ど
も
の
成
長
な
ど

に
と
っ
て
良
い
と
思
う
か

ら 家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
と
両
立
し
な
が
ら
、

妻
が
働
き
続
け
る
こ
と
は

大
変
だ
と
思
う
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 350 12.0  9.1  38.3  52.6  56.0  6.0  0.6  

男性 20代 8 25.0  25.0  37.5  50.0  50.0  12.5  0.0  

   30代 21 14.3  9.5  9.5  61.9  47.6  14.3  0.0  

   40代 26 3.8  19.2  38.5  38.5  50.0  11.5  0.0  

   50代 34 17.6  8.8  26.5  55.9  55.9  2.9  0.0  

   60代 33 15.2  9.1  24.2  66.7  30.3  6.1  0.0  

   70代以上 45 17.8  13.3  35.6  62.2  51.1  2.2  2.2  

女性 20代 12 8.3  0.0  16.7  25.0  66.7  16.7  0.0  

   30代 20 5.0  0.0  35.0  40.0  75.0  10.0  0.0  

   40代 31 3.2  3.2  32.3  48.4  54.8  6.5  3.2  

   50代 45 4.4  2.2  66.7  42.2  60.0  6.7  0.0  

   60代 25 4.0  8.0  36.0  52.0  56.0  4.0  0.0  

   70代以上 44 22.7  15.9  56.8  61.4  72.7  0.0  0.0  

 

＜問５で「どちらかといえば反対」「反対」を選択した人にお聞きします。＞ 

問６－２ それはなぜですか。（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「家事（育児、介護などを含む）は妻だけの役割ではないから」の割合が 64.9％と最も高く、次い

で「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」の割合が 61.9％、「夫も妻も働

いた方が、多くの収入が得られると思うから」の割合が 36.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 740 ％

男女平等に反すると思うから

自分の両親も外で働いていたから

夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思
うから
家事（育児、介護などを含む）は妻だけの役割で
はないから
固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべ
きではないから

その他

無回答

27.6

12.4

36.9

64.9

61.9

4.9

2.7

0 20 40 60 80
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【その他意見】 

・家事が得意な夫、妻の収入が高い場合もある。 

・男女関係なく得意なことを分担すれば良いと思う。お互いに話し合って決めれば良い。 

・共働きが多い世の中となり、仕事は男、家事は女の考え方が古く、どちらも仕事と家事をやるべきで

ある。 

・物価高なのに給料が上がらず、片方の収入だけで生活できない。 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で「家事（育児、介護などを含む）は妻だけの役割ではないか

ら」、「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
女
平
等
に
反
す
る
と
思

う
か
ら 

自
分
の
両
親
も
外
で
働
い

て
い
た
か
ら 

夫
も
妻
も
働
い
た
方
が
、

多
く
の
収
入
が
得
ら
れ
る

と
思
う
か
ら 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど

を
含
む
）
は
妻
だ
け
の
役

割
で
は
な
い
か
ら 

固
定
的
な
夫
と
妻
の
役
割

分
担
の
意
識
を
押
し
つ
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 740 27.6  12.4  36.9  64.9  61.9  4.9  2.7  

男  性 280 28.9  12.9  40.0  53.6  53.2  6.1  1.4  

女  性 445 27.0  12.1  35.3  72.4  68.1  4.0  3.4  
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70 代以上から 40 代まで年齢が下がるほど「夫も

妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから」の割合が高くなっています。男性と比較して女性

では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきでは

ないから」の割合が高くなっています。また、男性 70 代以上で「男女平等に反すると思うから」、男性

20 代で「自分の両親も外で働いていたから」、女性 30 代で「家事（育児、介護などを含む）は妻だけ

の役割ではないから」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
女
平
等
に
反
す
る
と
思

う
か
ら 

自
分
の
両
親
も
外
で
働
い

て
い
た
か
ら 

夫
も
妻
も
働
い
た
方
が
、

多
く
の
収
入
が
得
ら
れ
る

と
思
う
か
ら 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど

を
含
む
）
は
妻
だ
け
の
役

割
で
は
な
い
か
ら 

固
定
的
な
夫
と
妻
の
役
割

分
担
の
意
識
を
押
し
つ
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 740 27.6  12.4  36.9  64.9  61.9  4.9  2.7  

男性 20代 29 17.2  37.9  62.1  55.2  44.8  3.4  0.0  

   30代 40 17.5  5.0  42.5  67.5  35.0  15.0  0.0  

   40代 50 32.0  12.0  46.0  58.0  56.0  4.0  0.0  

   50代 51 23.5  7.8  41.2  41.2  56.9  7.8  0.0  

   60代 58 31.0  10.3  31.0  53.4  60.3  3.4  1.7  

   70代以上 51 45.1  13.7  29.4  49.0  58.8  3.9  5.9  

女性 20代 31 29.0  22.6  22.6  74.2  58.1  16.1  0.0  

   30代 58 27.6  29.3  53.4  91.4  65.5  5.2  0.0  

   40代 81 30.9  11.1  39.5  72.8  69.1  6.2  2.5  

   50代 107 17.8  9.3  30.8  68.2  73.8  2.8  2.8  

   60代 90 28.9  4.4  40.0  68.9  74.4  1.1  3.3  

   70代以上 77 32.5  9.1  23.4  66.2  57.1  0.0  9.1  
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３ 家庭における家事などの分担について 

問７ 「現在配偶者（パートナー）と暮らしている方」にお聞きします。あなたの家庭では次

にあげる家事は主に誰が担っていますか。（選択はそれぞれ１つ） 

※令和２年度類似設問あり 

「自分」と回答した人の割合が、『ア 食事のしたく』で 40.8％と最も高く、「配偶者（パートナー）

同士」と回答した人は『キ 生活費を稼ぐ』で割合が 28.4％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,097

ア　食事のしたく

イ　食事の後かたづけ・食器
　　洗い

ウ　ゴミ出し

エ　掃除

オ　洗濯

カ　食料品・日用品の買い物

キ　生活費を稼ぐ

ク　家計の管理

ケ　子育て

コ　介護

サ　自治会などの地域活動

40.8

37.1

35.3

34.8

36.9

29.8

17.9

35.6

18.6

10.5

27.2

21.0

16.1

20.5

13.0

19.8

12.4

16.8

21.9

8.8

3.9

14.5

10.4

16.2

14.8

20.1

15.0

26.3

28.4

15.3

23.2

12.9

19.3

5.7

8.0

6.7

9.5

5.2

9.5

8.5

3.6

5.7

6.0

5.0

2.5

2.6

3.0

2.7

3.4

2.0

7.4

3.3

18.6

38.6

12.2

19.6

20.0

19.8

19.8

19.7

20.1

21.1

20.4

25.1

28.1

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答
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＜令和２年度調査 参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「子ども」＋「家族全員」＋「その他の人（有償サービスの利用など）」 

 

  

回答者数 = 852

①食事の支度

②食事の後かたづけ
　・食器洗い

③ゴミ出し

④掃除

⑤洗濯

⑥食料品・日用品の買い物

⑦生活費を稼ぐ

⑧家計の管理

⑨子育て

⑩介護

⑪自治会などの活動・
　近所づきあい

81.9

65.0

37.7

64.0

78.1

58.9

2.9

67.6

43.1

16.3

35.6

3.3

10.2

40.7

6.5

4.1

5.9

59.7

14.2

0.8

1.9

19.4

10.0

17.3

15.0

21.4

13.4

28.6

21.2

13.1

23.9

8.5

29.1

2.4

4.8

3.9

5.4

2.2

4.3

2.7

1.2

2.6

2.6

3.7

0.9

0.9

0.6

0.7

0.5

0.5

9.7

1.3

24.3

62.0

9.5

1.5

1.8

2.1

2.1

1.9

1.8

3.6

2.5

5.3

8.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妻 夫 夫婦とも同じくらい その他※ 該当しない 無回答
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ア 食事のしたく 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」、「家族全員」の割合が高く、男性と

比較して女性で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど「配偶者（パートナー）」の割合

が高く、男性と比較して女性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「自分」の割合が高い傾向に

あります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

6.2

65.9

47.5

1.9

13.3

8.5

9.5

2.7

2.2

2.7

21.3

18.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

8.1

3.3

5.2

4.6

8.7

7.3

20.9

51.9

65.5

74.3

74.8

72.7

16.2

37.7

42.9

46.0

54.3

63.5

3.8

2.7

2.0

2.5

8.1

13.1

13.0

13.8

16.3

12.5

11.6

13.9

8.8

8.6

6.1

5.8

16.2

11.5

10.4

8.0

8.7

7.3

4.7

5.1

5.3

0.7

1.7

0.8

2.7

1.6

3.9

3.4

1.1

1.0

7.0

5.1

5.3

2.0

0.8

48.6

32.8

24.7

24.1

10.9

8.3

55.8

20.3

12.4

12.5

17.4

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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イ 食事の後かたづけ・食器洗い 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」、「配偶者（パートナー）同士」の割

合が高く、男性と比較して女性で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど「配偶者（パートナー）」の割合

が高く、男性と比較して女性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「自分」の割合が高くなって

います。また、男性 60代で「配偶者（パートナー）同士」の割合が高くなっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

15.5

53.0

31.0

5.3

20.0

13.6

9.8

6.6

2.4

2.6

21.3

18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

21.6

18.0

20.8

10.3

12.0

15.6

7.0

40.5

47.8

60.5

68.7

58.7

8.1

14.8

23.4

34.5

37.0

46.9

4.7

6.3

8.0

3.9

3.5

5.8

8.1

23.0

14.3

17.2

31.5

18.8

18.6

22.8

17.7

10.5

7.8

11.6

10.8

9.8

15.6

10.3

6.5

7.3

7.0

7.6

9.7

9.2

1.7

3.3

2.7

3.3

1.3

3.4

2.2

2.1

7.0

2.5

3.5

2.0

0.9

2.5

48.6

31.1

24.7

24.1

10.9

9.4

55.8

20.3

13.3

13.8

17.4

18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ウ ゴミ出し 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「自分」の割合が高く、男性と比較して女性で「配偶者（パー

トナー）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、年齢が上がるほど、女性と比較して男性では「配偶者（パートナー）」の割

合が高く、男性と比較して女性では「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

39.0

32.9

15.5

23.9

15.1

14.6

7.3

6.1

2.2

3.5

20.8

19.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

29.7

36.1

35.1

33.3

41.3

51.0

4.7

20.3

31.0

35.5

39.1

43.8

2.7

4.9

16.9

17.2

18.5

21.9

16.3

36.7

23.9

21.1

25.2

20.7

8.1

19.7

10.4

13.8

20.7

13.5

11.6

13.9

17.7

15.8

14.8

11.6

8.1

4.9

11.7

8.0

6.5

5.2

4.7

6.3

8.8

10.5

0.9

2.5

2.7

3.3

1.3

3.4

2.2

1.0

7.0

2.5

5.3

3.3

2.6

2.5

48.6

31.1

24.7

24.1

10.9

7.3

55.8

20.3

13.3

13.8

17.4

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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エ 掃除 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」、「配偶者（パートナー）同士」及び

「家族全員」の割合が高く、男性と比較して女性で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、20 代から 60 代まで年齢が上がるほど、女性と比較して男性では「配偶者（パ

ートナー）」の割合が高く、男性と比較して女性では「自分」の割合が高くなっています。また、男性

30 代、男性 70代以上で「配偶者（パートナー）同士」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

10.6

52.6

27.5

2.4

25.5

16.5

12.4

7.2

3.1

2.6

20.8

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

8.1

3.3

9.1

10.3

13.0

15.6

18.6

44.3

52.2

59.2

61.7

52.9

10.8

23.0

24.7

27.6

33.7

32.3

2.3

2.5

3.5

0.7

0.9

5.0

16.2

31.1

18.2

23.0

28.3

31.3

9.3

22.8

17.7

16.4

13.0

17.4

13.5

8.2

20.8

10.3

10.9

11.5

7.0

8.9

9.7

9.2

5.2

3.3

2.7

3.3

2.6

4.6

3.3

2.1

7.0

2.5

3.5

1.3

0.9

3.3

48.6

31.1

24.7

24.1

10.9

7.3

55.8

19.0

13.3

13.2

18.3

18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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オ 洗濯 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」の割合が高く、男性と比較して女性

で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど「配偶者（パートナー）」の割合

が高く、男性と比較して女性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「自分」の割合が高くなって

います。また、男性 30代、女性 30代で「配偶者（パートナー）同士」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

8.2

57.5

43.2

2.7

17.3

13.8

7.5

3.5

2.9

3.7

20.8

18.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

8.1

3.3

7.8

8.0

10.9

9.4

16.3

40.5

51.3

65.8

73.0

63.6

10.8

27.9

33.8

46.0

55.4

59.4

2.3

6.3

3.5

1.3

4.1

16.2

26.2

18.2

12.6

16.3

15.6

14.0

26.6

18.6

13.2

5.2

9.9

13.5

8.2

13.0

4.6

3.3

7.3

4.7

5.1

5.3

4.6

1.7

0.8

2.7

3.3

2.6

4.6

3.3

1.0

7.0

2.5

8.0

2.0

2.6

2.5

48.6

31.1

24.7

24.1

10.9

7.3

55.8

19.0

13.3

13.2

17.4

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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カ 食料品・日用品の買い物 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」、「配偶者（パートナー）同士」及び

「家族全員」の割合が高く、男性と比較して女性で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男女ともに 20 代から 60代まで年齢が上がるほど「配偶者（パートナー）同

士」の割合が高くなっています。また、女性 50 代、女性 60 代で「自分」、男性 70 代以上で「配偶者

（パートナー）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

7.1

46.6

26.6

2.1

31.3

22.6

12.2

7.2

2.0

2.1

20.8

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

8.1

3.3

6.5

8.0

8.7

7.3

9.3

46.8

46.0

54.6

52.2

44.6

5.4

24.6

27.3

24.1

23.9

40.6

4.7

3.8

3.5

0.7

0.9

1.7

13.5

26.2

27.3

32.2

45.7

29.2

18.6

20.3

21.2

23.0

25.2

24.0

21.6

13.1

11.7

10.3

8.7

13.5

4.7

6.3

12.4

7.2

3.5

7.4

2.7

1.6

2.6

1.1

2.2

2.1

7.0

2.5

2.7

1.3

2.5

48.6

31.1

24.7

24.1

10.9

7.3

55.8

20.3

14.2

13.2

18.3

19.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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キ 生活費を稼ぐ 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「自分」の割合が高く、男性と比較して女性で「配偶者（パー

トナー）」、「配偶者（パートナー）同士」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、20 代から 60代まで年齢が上がるほど、女性と比較して男性では「自分」の

割合が高く、男性と比較して女性では「配偶者（パートナー）」の割合が高くなっています。また、女

性 40代で「配偶者（パートナー）同士」の割合が高くなっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

37.5

4.2

1.6

28.0

23.3

31.9

9.5

7.7

6.0

8.0

22.2

20.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

21.6

27.9

37.7

43.7

45.7

36.5

5.1

6.2

4.6

3.5

3.3

4.9

1.1

3.1

9.3

26.6

28.3

34.2

34.8

21.5

13.5

26.2

24.7

21.8

23.9

24.0

20.9

40.5

44.2

34.2

29.6

17.4

13.5

8.2

13.0

8.0

9.8

7.3

7.0

6.3

5.3

11.2

5.2

9.1

2.7

1.6

2.3

7.6

16.7

7.0

2.5

2.7

1.3

8.7

24.8

48.6

31.1

24.7

24.1

12.0

12.5

55.8

19.0

13.3

14.5

18.3

24.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ク 家計の管理 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」の割合が高く、男性と比較して女性

で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど「配偶者（パートナー）」の割合

が高く、男性と比較して女性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「自分」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

18.4

48.2

35.0

12.5

16.4

14.4

6.0

1.8

2.4

3.7

21.7

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

21.6

11.5

19.5

24.1

17.4

16.7

18.6

38.0

45.1

54.6

57.4

51.2

10.8

24.6

28.6

31.0

44.6

50.0

9.3

13.9

13.3

12.5

11.3

13.2

8.1

24.6

15.6

12.6

18.5

16.7

7.0

22.8

17.7

13.8

13.0

10.7

8.1

6.6

10.4

2.3

6.5

4.2

2.3

2.5

1.8

3.3

0.8

2.7

1.6

1.3

4.6

2.2

2.1

7.0

2.5

8.8

2.0

0.9

3.3

48.6

31.1

24.7

25.3

10.9

10.4

55.8

20.3

13.3

13.8

17.4

20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ケ 子育て 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」、「家族全員」の割合が高く、男性と

比較して女性で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70 代以上から 30 代まで年齢が下がるほど「配偶

者（パートナー）同士」の割合が高い傾向にあり、男性と比較して女性では 20代から 60代まで年齢が

上がるほど「自分」の割合が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

0.4

31.4

20.6

0.5

23.9

22.9

8.9

3.5

20.6

17.1

25.5

24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

2.2

7.0

26.6

36.3

36.2

40.0

24.8

9.8

22.1

21.8

27.2

27.1

0.9

1.7

13.5

37.7

26.0

25.3

26.1

14.6

11.6

35.4

33.6

27.6

20.0

5.0

5.4

11.5

18.2

6.9

7.6

4.2

2.3

5.1

6.2

2.6

5.0

27.0

8.2

7.8

20.7

23.9

33.3

18.6

12.7

8.8

17.1

15.7

28.9

54.1

32.8

26.0

25.3

13.0

20.8

60.5

20.3

14.2

16.4

24.3

34.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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コ 介護 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「配偶者（パートナー）」の割合が高く、男性と比較して女性

で「自分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60代まで年齢が上がるほど「配偶者（パ

ートナー）同士」の割合が高く、男性と比較して女性では年齢が上がるほど「自分」の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

4.2

14.9

7.1

1.4

13.3

12.7

8.6

4.2

39.7

38.1

27.1

28.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

1.6

3.9

6.9

4.3

5.2

2.3

5.1

10.6

18.4

20.0

20.7

5.2

4.6

10.9

14.6

1.3

2.7

1.3

0.9

1.7

2.7

6.6

7.8

13.8

25.0

14.6

4.7

10.1

11.5

17.1

19.1

6.6

5.4

8.2

15.6

5.7

8.7

7.3

4.7

5.1

3.5

4.6

3.5

4.1

37.8

44.3

40.3

41.4

37.0

38.5

27.9

50.6

51.3

36.8

27.8

32.2

54.1

39.3

27.3

27.6

14.1

19.8

60.5

27.8

20.4

21.7

28.7

34.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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サ 自治会などの地域活動 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど「自分」の割合が高く、男性と比

較して女性では 20代から 60 代まで年齢が上がるほど「配偶者（パートナー）」の割合が高くなってい

ます。また、女性 60代で「配偶者（パートナー）同士」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

27.5

27.1

12.0

16.3

17.7

20.4

6.9

3.5

13.1

11.9

22.8

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

自分 配偶者（パートナー）

配偶者（パートナー）同士 家族全員

その他 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

10.8

11.5

20.8

26.4

38.0

40.6

7.0

20.3

31.9

37.5

22.6

24.8

2.7

4.9

13.0

10.3

18.5

14.6

2.3

8.9

14.2

15.8

23.5

22.3

18.0

18.2

18.4

18.5

22.9

4.7

21.5

23.0

16.4

31.3

17.4

8.1

9.8

13.0

5.7

4.3

3.1

2.3

5.1

4.4

4.6

0.9

3.3

24.3

21.3

9.1

14.9

9.8

8.3

23.3

22.8

12.4

10.5

4.3

9.1

54.1

34.4

26.0

24.1

10.9

10.4

60.5

21.5

14.2

15.1

17.4

23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 仕事と育児・介護休業などについて 

問８ 管理職以上に昇進することについてどのようなイメージを持っていますか。 

（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「責任が重くなる」の割合が 77.4％と最も高く、次いで「賃金が上がる」の割合が 57.6％、「能力が

認められた結果である」の割合が 50.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・仕事量と収入があわない。 

・プレッシャーなどで心身のバランスを崩す。 

  

回答者数 = 1,097 ％

やりがいのある仕事ができる

賃金が上がる

能力が認められた結果である

家族から評価される

自分自身で決められる事柄が多くなる

やるべき仕事が増える

残業、労働時間が増える

責任が重くなる

やっかみが出て足を引っ張られる

仕事と家事（育児、介護などを含む）の両立が困
難になる

出費が増える

その他

わからない

無回答

23.8

57.6

50.4

11.7

20.1

49.1

34.1

77.4

8.7

33.3

9.2

1.5

3.5

2.3

0 20 40 60 80
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【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「自分自身で決められる事柄が多くなる」、「残業、労働時間が

増える」の割合が高く、男性と比較して女性で「仕事と家事（育児、介護などを含む）の両立が困難に

なる」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
が
で
き
る 

賃
金
が
上
が
る 

能
力
が
認
め
ら
れ
た

結
果
で
あ
る 

家
族
か
ら
評
価
さ
れ

る 自
分
自
身
で
決
め
ら

れ
る
事
柄
が
多
く
な

る や
る
べ
き
仕
事
が
増

え
る 

残
業
、
労
働
時
間
が
増

え
る 

全  体 1,097 23.8  57.6  50.4  11.7  20.1  49.1  34.1  

男  性 451 23.7  56.8  48.3  10.9  25.5  51.2  37.3  

女  性 624 24.2  58.7  52.2  12.2  16.7  48.4  32.1  
 

区分 

責
任
が
重
く
な
る 

や
っ
か
み
が
出
て
足

を
引
っ
張
ら
れ
る 

仕
事
と
家
事
（
育
児
、

介
護
な
ど
を
含
む
）
の

両
立
が
困
難
に
な
る 

出
費
が
増
え
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 77.4  8.7  33.3  9.2  1.5  3.5  2.3  

男  性 77.8  10.4  24.6  11.5  2.2  2.7  1.8  

女  性 77.7  7.5  40.1  7.9  1.0  3.7  2.2  
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「自分自身

で決められる事柄が多くなる」の割合が高い傾向にあり、男性と比較して女性では 70代以上から 30代

まで年齢が下がるほど「残業、労働時間が増える」の割合が高くなっています。また、男性 70代以上

で「やりがいのある仕事ができる」、女性 30代で「賃金が上がる」、女性 70 代以上で「家族から評価さ

れる」、男性 30代で「やるべき仕事が増える」、女性 30 代、女性 60 代で「仕事と家事（育児、介護な

どを含む）の両立が困難になる」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
が
で
き
る 

賃
金
が
上
が
る 

能
力
が
認
め
ら
れ
た

結
果
で
あ
る 

家
族
か
ら
評
価
さ
れ

る 自
分
自
身
で
決
め
ら

れ
る
事
柄
が
多
く
な

る や
る
べ
き
仕
事
が
増

え
る 

残
業
、
労
働
時
間
が
増

え
る 

全  体 1,097 23.8  57.6  50.4  11.7  20.1  49.1  34.1  

男性 20代 37 13.5  56.8  29.7  2.7  16.2  51.4  48.6  

   30代 61 6.6  52.5  36.1  8.2  14.8  70.5  55.7  

   40代 77 24.7  58.4  53.2  13.0  27.3  55.8  37.7  

   50代 87 19.5  60.9  48.3  10.3  28.7  47.1  33.3  

   60代 92 26.1  62.0  48.9  12.0  31.5  46.7  27.2  

   70代以上 96 39.6  49.0  59.4  13.5  26.0  42.7  33.3  

女性 20代 43 20.9  53.5  44.2  11.6  27.9  65.1  44.2  

   30代 79 20.3  68.4  46.8  15.2  21.5  58.2  48.1  

   40代 113 18.6  56.6  40.7  7.1  14.2  46.0  35.4  

   50代 152 25.0  66.4  53.9  9.9  13.8  53.3  34.2  

   60代 115 24.3  54.8  59.1  7.8  13.0  45.2  23.5  

   70代以上 121 32.2  50.4  60.3  22.3  19.0  34.7  19.0  
 

区分 

責
任
が
重
く
な
る 

や
っ
か
み
が
出
て
足

を
引
っ
張
ら
れ
る 

仕
事
と
家
事
（
育
児
、

介
護
な
ど
を
含
む
）
の

両
立
が
困
難
に
な
る 

出
費
が
増
え
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 77.4  8.7  33.3  9.2  1.5  3.5  2.3  

男性 20代 75.7  10.8  27.0  0.0  2.7  0.0  0.0  

   30代 77.0  11.5  32.8  11.5  0.0  1.6  0.0  

   40代 77.9  11.7  23.4  10.4  2.6  0.0  3.9  

   50代 78.2  17.2  19.5  14.9  3.4  6.9  0.0  

   60代 80.4  6.5  22.8  8.7  1.1  2.2  0.0  

   70代以上 76.0  6.3  25.0  16.7  3.1  3.1  5.2  

女性 20代 81.4  4.7  30.2  11.6  2.3  2.3  0.0  

   30代 84.8  7.6  44.3  5.1  0.0  2.5  0.0  

   40代 74.3  6.2  39.8  6.2  0.9  3.5  0.9  

   50代 80.3  10.5  40.1  7.2  2.0  0.0  1.3  

   60代 83.5  6.1  45.2  9.6  0.9  3.5  2.6  

   70代以上 66.1  7.4  36.4  9.1  0.0  9.9  6.6  

  



 

 47 

問９ あなたは、家事（育児、介護などを含む）に費やす時間をバランスのとれたものとし、

働く場における女性の活躍を更に推進するためには、どのような取組や支援が必要である

と思いますか。（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

（企業側） 

「育児や介護のための休業制度や短時間勤務制度など、男女ともに仕事との両立を支援するための

施策の整備」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「保育施設や介護施設の整備など、男女ともに育児

や介護の支援を受けられる設備やサービスの整備」の割合が 58.2％、「長時間労働慣行の是正やテレワ

ークの推進など、男女ともに家事（育児、介護などを含む）に用いることができる時間を増やすための

勤務環境の整備」の割合が 55.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・上司の理解とまわりのサポート。 

・制度を活用しやすい環境つくり（活用への偏見や否定的考えを持つ人への理解活動を含む） 

 

【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で「育児や介護のための休業制度や短時間勤務制度など、男女と

もに仕事との両立を支援するための施策の整備」、「保育施設や介護施設の整備など、男女ともに育児や

介護の支援を受けられる設備やサービスの整備」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

長
時
間
労
働
慣
行
の
是
正
や
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
、
男
女
と
も
に

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を
含
む
）

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を

増
や
す
た
め
の
勤
務
環
境
の
整
備 

育
児
や
介
護
の
た
め
の
休
業
制
度

や
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
、
男
女
と

も
に
仕
事
と
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
の
施
策
の
整
備 

保
育
施
設
や
介
護
施
設
の
整
備
な

ど
、
男
女
と
も
に
育
児
や
介
護
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
設
備
や
サ
ー
ビ

ス
の
整
備 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,097 55.1  65.4  58.2  3.6  4.1  

男  性 451 53.7  60.1  53.9  5.8  3.5  

女  性 624 56.7  69.1  62.2  2.2  4.2    

回答者数 = 1,097 ％

長時間労働慣行の是正やテレワークの推進など、
男女ともに家事（育児、介護などを含む）に用い
ることができる時間を増やすための勤務環境の整
備

育児や介護のための休業制度や短時間勤務制度な
ど、男女ともに仕事との両立を支援するための施
策の整備

保育施設や介護施設の整備など、男女ともに育児
や介護の支援を受けられる設備やサービスの整備

その他

無回答

55.1

65.4

58.2

3.6

4.1

0 20 40 60 80
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「長時

間労働慣行の是正やテレワークの推進など、男女ともに家事（育児、介護などを含む）に用いることが

できる時間を増やすための勤務環境の整備」の割合が高い傾向にあります。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

長
時
間
労
働
慣
行
の
是
正
や
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
、
男
女
と
も
に

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を
含
む
）

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を

増
や
す
た
め
の
勤
務
環
境
の
整
備 

育
児
や
介
護
の
た
め
の
休
業
制
度

や
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
、
男
女
と

も
に
仕
事
と
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
の
施
策
の
整
備 

保
育
施
設
や
介
護
施
設
の
整
備
な

ど
、
男
女
と
も
に
育
児
や
介
護
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
設
備
や
サ
ー
ビ

ス
の
整
備 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,097 55.1  65.4  58.2  3.6  4.1  

男性 20代 37 45.9  70.3  51.4  2.7  2.7  

   30代 61 65.6  59.0  52.5  6.6  0.0  

   40代 77 54.5  55.8  51.9  10.4  3.9  

   50代 87 48.3  63.2  59.8  8.0  1.1  

   60代 92 59.8  62.0  58.7  3.3  1.1  

   70代以上 96 46.9  56.3  47.9  3.1  10.4  

女性 20代 43 69.8  79.1  67.4  2.3  0.0  

   30代 79 65.8  73.4  67.1  3.8  0.0  

   40代 113 68.1  72.6  56.6  5.3  0.9  

   50代 152 53.3  63.8  60.5  1.3  2.6  

   60代 115 48.7  71.3  68.7  0.0  5.2  

   70代以上 121 47.1  63.6  58.7  1.7  12.4  
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（行政側） 

「男性の家事（育児、介護などを含む）参画への理解・意識改革や男性の育児休業の取得の促進を行

う」の割合が 57.2％と最も高く、次いで「公正・透明な人事管理制度、評価制度の構築」の割合が 43.5％、

「職場に保育所等を整備する」の割合が 43.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・賃金補償や補助金など金銭面での補助が必要。 

・資格や養成するための教材費、子どもの託児所、託児所における費用の負担を確保できる環境や制度を

つくる。 

 

  

回答者数 = 1,097 ％

学校等においてキャリア教育を行う

職場や家庭内の固定的性別役割分担意識を解消す
るためのセミナーを行う

職場に保育所等を整備する

女性管理職を養成するセミナーを行う

公正・透明な人事管理制度、評価制度の構築

男性の家事（育児、介護などを含む）参画への理
解・意識改革や男性の育児休業の取得の促進を行
う

ワーク・ライフ・バランスの啓発を行う

その他

無回答

17.6

17.4

43.1

12.5

43.5

57.2

31.1

3.6

4.5

0 20 40 60
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【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で「男性の家事（育児、介護などを含む）参画への理解・意識改

革や男性の育児休業の取得の促進を行う」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
校
等
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
行
う 

職
場
や
家
庭
内
の
固
定
的
性

別
役
割
分
担
意
識
を
解
消
す

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う 

職
場
に
保
育
所
等
を
整
備
す

る 女
性
管
理
職
を
養
成
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う 

全  体 1,097 17.6  17.4  43.1  12.5  

男  性 451 16.4  16.0  42.6  12.9  

女  性 624 18.3  18.8  43.9  12.3  
 

区分 

公
正
・
透
明
な
人
事
管
理
制

度
、
評
価
制
度
の
構
築 

男
性
の
家
事
（
育
児
、
介
護
な

ど
を
含
む
）
参
画
へ
の
理
解
・

意
識
改
革
や
男
性
の
育
児
休

業
の
取
得
の
促
進
を
行
う 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
啓
発
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 43.5  57.2  31.1  3.6  4.5  

男  性 46.6  51.4  33.5  5.1  2.9  

女  性 42.0  61.9  29.8  2.7  5.3  
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70 代以上から 30 代まで年齢が下がるほど、男性

と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「ワーク・ライフ・バランスの啓発を

行う」の割合が高くなっています。また、女性 30代で「職場に保育所等を整備する」、女性 20代で「公

正・透明な人事管理制度、評価制度の構築」、「男性の家事（育児、介護などを含む）参画への理解・意

識改革や男性の育児休業の取得の促進を行う」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
校
等
に
お
い
て
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
行
う 

職
場
や
家
庭
内
の
固

定
的
性
別
役
割
分
担

意
識
を
解
消
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う 職
場
に
保
育
所
等
を

整
備
す
る 

女
性
管
理
職
を
養
成

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う 

全  体 1,097 17.6  17.4  43.1  12.5  

男性 20代 37 13.5  8.1  51.4  8.1  

   30代 61 11.5  4.9  41.0  9.8  

   40代 77 22.1  20.8  45.5  14.3  

   50代 87 20.7  20.7  46.0  16.1  

   60代 92 15.2  14.1  41.3  10.9  

   70代以上 96 13.5  19.8  36.5  13.5  

女性 20代 43 18.6  11.6  37.2  16.3  

   30代 79 16.5  20.3  62.0  15.2  

   40代 113 22.1  21.2  44.2  13.3  

   50代 152 18.4  17.8  36.8  9.9  

   60代 115 18.3  13.0  39.1  8.7  

   70代以上 121 15.7  24.0  47.1  14.0  
 

区分 

公
正
・
透
明
な
人
事
管

理
制
度
、
評
価
制
度
の

構
築 

男
性
の
家
事
（
育
児
、

介
護
な
ど
を
含
む
）
参

画
へ
の
理
解
・
意
識
改

革
や
男
性
の
育
児
休

業
の
取
得
の
促
進
を

行
う 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
啓
発
を
行

う そ
の
他 

無
回
答 

全  体 43.5  57.2  31.1  3.6  4.5  

男性 20代 43.2  54.1  32.4  5.4  0.0  

   30代 45.9  54.1  42.6  8.2  1.6  

   40代 40.3  55.8  40.3  5.2  3.9  

   50代 46.0  49.4  33.3  6.9  1.1  

   60代 52.2  52.2  31.5  2.2  1.1  

   70代以上 49.0  45.8  24.0  4.2  7.3  

   20代 55.8  74.4  44.2  2.3  0.0  

   30代 39.2  65.8  38.0  10.1  0.0  

   40代 41.6  58.4  35.4  4.4  1.8  

   50代 44.7  62.5  31.6  2.0  4.6  

   60代 50.4  60.9  21.7  0.0  7.8  

   70代以上 27.3  57.9  19.8  0.0  12.4  
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問 10 女性が仕事を持ったり、仕事を持ち続けたりしていく上で、問題となる（なってい

る）のは何だと思いますか。（選択はいくつでも） 

「職場の労働条件（勤務時間・賃金・休暇制度など）」の割合が 57.5％と最も高く、次いで「一旦退

職した女性が、正社員として再就職することが困難である現状」の割合が 46.6％、「職場・行政の支援

（子育て支援サービス、保育施設の不足など）」の割合が 43.9％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「職場の労働条件（勤務時間・賃金・休暇制度など）」、「職場の人間関

係の問題（上司や同僚の理解・協力が得られないなど）」、「職場の雰囲気（女性は結婚・妊娠・出産し

たら退職するという暗黙の了解など）」、「家庭内の問題（家族の理解や協力が得られないなど）」、「女性

は家庭に入るべきなどの社会全体の風潮」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・家事や育児、そして介護や看護。 

・家事育児が女性だけに重くのしかかる。 

・出産や育児で男性と同じように働いてもらえないリスクで就職に不利なこと。 

  

令和７年度調査

（回答者数 = 1,097）

令和２年度調査

（回答者数 = 1,145）

％

職場の労働条件（勤務時間・賃金・休暇制度な
ど）

職場の人間関係の問題（上司や同僚の理解・協力
が得られないなど）

職場の雰囲気（女性は結婚・妊娠・出産したら退
職するという暗黙の了解など）

職場での評価（昇給・昇格に男女差があるなど）

職場でのセクシュアル・ハラスメント

女性自身もしくは配偶者・パートナーの勤務地の
変更（出向・転勤など）

職場・行政の支援（子育て支援サービス、保育施
設の不足など）

家庭内の問題（家族の理解や協力が得られないな
ど）

女性自身の職業意識の問題（働き続けることへの
意識、責任ある仕事への不安や仕事への取組み姿
勢など）

女性は家庭に入るべきなどの社会全体の風潮

一旦退職した女性が、正社員として再就職するこ
とが困難である現状

その他

無回答

57.5

37.9

37.6

31.2

20.5

33.0

43.9

33.2

25.4

17.1

46.6

3.8

2.2

62.6

43.2

43.0

32.8

22.2

30.9

46.4

38.8

25.2

23.8

50.3

2.3

2.1

0 20 40 60 80
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【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「女性自身の職業意識の問題（働き続けることへの意識、責任

ある仕事への不安や仕事への取組み姿勢など）」の割合が高く、男性と比較して女性で「職場の労働条

件（勤務時間・賃金・休暇制度など）」、「職場の人間関係の問題（上司や同僚の理解・協力が得られな

いなど）」、「家庭内の問題（家族の理解や協力が得られないなど）」、「一旦退職した女性が、正社員とし

て再就職することが困難である現状」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

職
場
の
労
働
条
件
（
勤
務
時
間
・

賃
金
・
休
暇
制
度
な
ど
） 

職
場
の
人
間
関
係
の
問
題
（
上
司

や
同
僚
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ

な
い
な
ど
） 

職
場
の
雰
囲
気
（
女
性
は
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
し
た
ら
退
職
す
る
と

い
う
暗
黙
の
了
解
な
ど
） 

職
場
で
の
評
価
（
昇
給
・
昇
格
に

男
女
差
が
あ
る
な
ど
） 

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト 

女
性
自
身
も
し
く
は
配
偶
者
・
パ

ー
ト
ナ
ー
の
勤
務
地
の
変
更
（
出

向
・
転
勤
な
ど
） 

全  体 1,097 57.5  37.9  37.6  31.2  20.5  33.0  

男  性 451 52.8  30.8  35.5  31.0  23.5  33.0  

女  性 624 60.7  43.3  39.7  31.4  18.8  33.0  
 

区分 

職
場
・
行
政
の
支
援
（
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
施
設
の
不
足

な
ど
） 

家
庭
内
の
問
題
（
家
族
の
理
解
や

協
力
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
） 

女
性
自
身
の
職
業
意
識
の
問
題

（
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
意
識
、

責
任
あ
る
仕
事
へ
の
不
安
や
仕

事
へ
の
取
組
み
姿
勢
な
ど
） 

女
性
は
家
庭
に
入
る
べ
き
な
ど

の
社
会
全
体
の
風
潮 

一
旦
退
職
し
た
女
性
が
、
正
社
員

と
し
て
再
就
職
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
現
状 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 43.9  33.2  25.4  17.1  46.6  3.8  2.2  

男  性 44.1  28.2  30.4  16.9  37.3  5.3  2.0  

女  性 44.1  36.7  22.1  17.3  54.0  2.9  2.1  

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「一旦退職

した女性が、正社員として再就職することが困難である現状」の割合が高い傾向にあり、男性と比較し

て女性では 70 代以上から 30 代まで年齢が下がるほど「職場の雰囲気（女性は結婚・妊娠・出産したら

退職するという暗黙の了解など）」の割合が高くなっています。また、女性 50 代で「職場の労働条件

（勤務時間・賃金・休暇制度など）」、女性 30代、女性 60代で「職場の人間関係の問題（上司や同僚の

理解・協力が得られないなど）」、男性 70代以上、女性 20代で「職場での評価（昇給・昇格に男女差が

あるなど）」、男性 20代で「職場でのセクシュアル・ハラスメント」、男性 30代で「女性自身もしくは

配偶者・パートナーの勤務地の変更（出向・転勤など）」、「女性自身の職業意識の問題（働き続けるこ

とへの意識、責任ある仕事への不安や仕事への取組み姿勢など）」、男性 50 代で「家庭内の問題（家族

の理解や協力が得られないなど）」、男性 40 代、女性 30 代で「女性は家庭に入るべきなどの社会全体

の風潮」の割合が高くなっています。 
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単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

職
場
の
労
働
条
件
（
勤
務
時
間
・

賃
金
・
休
暇
制
度
な
ど
） 

職
場
の
人
間
関
係
の
問
題
（
上
司

や
同
僚
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ

な
い
な
ど
） 

職
場
の
雰
囲
気
（
女
性
は
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
し
た
ら
退
職
す
る
と

い
う
暗
黙
の
了
解
な
ど
） 

職
場
で
の
評
価
（
昇
給
・
昇
格
に

男
女
差
が
あ
る
な
ど
） 

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト 

女
性
自
身
も
し
く
は
配
偶
者
・
パ

ー
ト
ナ
ー
の
勤
務
地
の
変
更
（
出

向
・
転
勤
な
ど
） 

全  体 1,097 57.5  37.9  37.6  31.2  20.5  33.0  

男性 20代 37 51.4  24.3  37.8  13.5  32.4  29.7  

   30代 61 45.9  34.4  37.7  26.2  21.3  44.3  

   40代 77 51.9  32.5  36.4  27.3  24.7  28.6  

   50代 87 51.7  35.6  39.1  33.3  25.3  36.8  

   60代 92 51.1  26.1  30.4  27.2  22.8  33.7  

   70代以上 96 60.4  30.2  33.3  45.8  19.8  27.1  

女性 20代 43 48.8  46.5  48.8  44.2  30.2  32.6  

   30代 79 65.8  49.4  55.7  36.7  13.9  34.2  

   40代 113 59.3  42.5  45.1  29.2  15.9  41.6  

   50代 152 67.8  38.2  38.2  36.2  19.7  32.9  

   60代 115 62.6  48.7  31.3  20.9  18.3  27.0  

   70代以上 121 52.9  39.7  30.6  29.8  19.8  29.8  
 

区分 

職
場
・
行
政
の
支
援
（
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
施
設
の
不
足

な
ど
） 

家
庭
内
の
問
題
（
家
族
の
理
解
や

協
力
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
） 

女
性
自
身
の
職
業
意
識
の
問
題

（
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
意
識
、

責
任
あ
る
仕
事
へ
の
不
安
や
仕

事
へ
の
取
組
み
姿
勢
な
ど
） 

女
性
は
家
庭
に
入
る
べ
き
な
ど

の
社
会
全
体
の
風
潮 

一
旦
退
職
し
た
女
性
が
、
正
社
員

と
し
て
再
就
職
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
現
状 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 43.9  33.2  25.4  17.1  46.6  3.8  2.2  

男性 20代 43.2  10.8  18.9  27.0  21.6  2.7  0.0  

   30代 49.2  31.1  41.0  11.5  34.4  6.6  0.0  

   40代 35.1  37.7  28.6  29.9  33.8  3.9  1.3  

   50代 44.8  43.7  37.9  17.2  39.1  8.0  1.1  

   60代 46.7  19.6  23.9  8.7  42.4  3.3  2.2  

   70代以上 45.8  19.8  29.2  13.5  40.6  6.3  5.2  

女性 20代 48.8  32.6  16.3  16.3  60.5  7.0  0.0  

   30代 46.8  40.5  22.8  27.8  51.9  5.1  0.0  

   40代 38.9  35.4  23.9  16.8  57.5  7.1  0.0  

   50代 42.8  42.1  25.0  15.8  52.0  1.3  0.7  

   60代 49.6  40.0  17.4  16.5  53.9  0.0  1.7  

   70代以上 41.3  26.4  23.1  13.2  52.1  0.8  8.3  
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５ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

問 11－１ あなたは生活の中で、仕事、家庭生活、地域・個人の生活（地域活動・学習・趣

味など）の優先度についてお聞きします。あなたの理想に最も当てはまるものをお答えく

ださい。（選択は１つ） 

『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしたい』の割合が 37.1％と最も高

く、次いで『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい』の割合が 24.8％、『「家庭生活」を優先した

い』の割合が 14.2％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・1人の時間がほしい 

 

【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大

切にしたい』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしたい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

34.4

39.6

26.8

23.4

3.8

2.4

12.0

11.9

2.2

0.8

12.2

15.9

3.5

1.9

0.4

0.3

2.0

1.3

2.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしたい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

37.1

35.8

24.8

24.6

2.9

2.6

11.9

12.5

1.5

2.0

14.2

15.2

2.6

2.0

0.4

0.4

1.8

3.7

2.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70代以上から 40代まで年齢が下がるほど『「仕事」

と「家庭生活」をともに優先したい』の割合が高くなっています。また、女性 20 代で『「仕事」と「家

庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしたい』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしたい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

40.5

27.9

40.3

33.3

38.0

29.2

48.8

40.5

41.6

43.4

35.7

33.1

29.7

18.0

35.1

31.0

26.1

21.9

4.7

27.8

26.5

23.0

26.1

22.3

5.2

2.3

5.4

6.3

9.3

2.0

5.2

1.7

10.8

16.4

10.4

9.2

9.8

15.6

11.6

7.6

7.1

14.5

13.0

14.9

3.3

1.3

5.7

2.1

2.3

1.3

0.9

0.9

0.8

13.5

24.6

3.9

9.2

13.0

11.5

14.0

19.0

21.2

13.8

13.9

13.2

5.4

9.8

3.4

2.2

3.1

7.0

3.8

0.9

4.1

1.3

1.0

2.3

0.9

1.3

2.3

3.3

3.1

0.9

1.3

0.9

3.3

1.3

3.4

2.2

6.3

0.9

2.0

3.5

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 11－２ あなたの現状の生活に最も当てはまるものをお答えください。（選択は１つ） 

『「仕事」と「家庭生活」をともに優先している』の割合が 24.1％と最も高く、次いで『「家庭生活」

を優先している』の割合が 21.5％、『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切に

している』の割合が 17.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・どれもおろそかになっている。 

・介護で手いっぱい。 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で『「仕事」を優先している』の割合が高く、男性と比較して女

性で『「家庭生活」を優先している』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしている

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

その他

わからない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

18.6

15.9

24.2

23.9

4.2

4.2

11.1

11.9

17.5

7.9

12.0

28.5

5.5

2.9

1.3

0.6

4.2

2.7

1.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしている

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

その他

わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

17.0

17.4

24.1

22.7

4.1

2.7

11.4

12.9

11.8

12.9

21.5

22.1

3.9

3.3

0.9

0.6

3.4

3.9

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70代以上から 30代まで年齢が下がるほど『「仕事」

と「家庭生活」をともに優先している』の割合が高く、男性と比較して女性では年齢が上がるほど『「家

庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している』の割合が高い傾向にあります。また、男性 40

代で『「仕事」を優先している』、女性 70代以上で『「家庭生活」を優先している』の割合が高く、女性

20 代で『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしている』の割合が低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」すべてを大切にしている

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

その他

わからない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

21.6

11.5

18.2

24.1

19.6

16.7

7.0

13.9

15.0

20.4

20.9

10.7

18.9

34.4

31.2

26.4

22.8

13.5

23.3

35.4

29.2

34.9

17.4

3.3

5.4

3.3

9.1

4.6

1.1

3.1

11.6

5.1

4.4

2.6

6.1

0.8

10.8

6.6

10.3

12.0

22.9

2.3

3.8

9.7

7.9

17.4

22.3

27.0

16.4

33.8

17.2

16.3

2.1

16.3

10.1

13.3

8.6

2.6

2.5

5.4

14.8

2.6

4.6

16.3

22.9

20.9

25.3

23.9

21.7

31.3

43.8

8.1

8.2

4.6

5.4

8.3

9.3

5.1

1.3

6.6

1.3

1.1

1.1

3.1

2.3

1.8

0.9

2.7

4.9

1.3

6.9

3.3

5.2

7.0

1.3

1.8

1.3

2.6

5.0

2.6

2.2

2.1

0.9

1.3

0.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 12 仕事と生活を両立し、だれもがいきいきと暮らせる社会を実現するためには、どのよ

うなことが必要だと思いますか。（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図る」の割合が 44.6％と最も高く、次いで「柔軟な

勤務形態（フレックスタイム制や在宅勤務など）の導入や時間外労働の削減など働き方の見直しを図

る」の割合が 42.8％、「子どものころから、職業選択の自由や男女がともに家事（育児、介護などを含

む）の責任を分かち合う男女平等の意識づけを行う」の割合が 42.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,097 ％

社会の中で、家事（育児、介護などを含む）、地
域活動についての評価を高める

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担や個人の生
き方についての当事者の考え方を尊重する

家事（育児、介護などを含む）、地域活動への男
性の関心、意識を高める

男女の賃金格差の是正や、女性の正規雇用など、
女性の経済的安定を図る

子どものころから、職業選択の自由や男女がとも
に家事（育児、介護などを含む）の責任を分かち
合う男女平等の意識づけを行う

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図る

職場の上司や同僚とのコミュニケーションをよく
図る

育児休業や介護休業取得中の経済的支援を行う

柔軟な勤務形態（フレックスタイム制や在宅勤務
など）の導入や時間外労働の削減など働き方の見
直しを図る

育児や介護での離職者の再雇用制度を導入する

職場での育児休業、介護休業制度を充実する

時間外労働を削減し、労働生産性を高め仕事と生
活の両立を図る従業員を企業がプラスに評価する

企業において、育児・介護休業取得に対し、プラ
スの評価を行う制度などを導入する

保育や介護の施設、サービスの充実を図る

その他

特にない

無回答

25.8

26.9

36.8

37.8

42.5

44.6

24.0

34.0

42.8

33.6

31.7

24.5

19.9

36.5

3.6

2.8

1.5

0 10 20 30 40 50
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【その他意見】 

・育休者の代わりに仕事を行ったものに対するプラスの評価や賃金補助を行う。 

・職場と家庭以外に相談できるコミュニティを持つ。 

・物価対策。 

・夫か妻どちらが専業主婦（主夫）になっても、普通に仕事をしていれば、生活に問題ない収入を得ら

れるようにする。 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で「家事（育児、介護などを含む）、地域活動への男性の関心、

意識を高める」、「子どものころから、職業選択の自由や男女がともに家事（育児、介護などを含む）の

責任を分かち合う男女平等の意識づけを行う」、「育児や介護での離職者の再雇用制度を導入する」、「保

育や介護の施設、サービスの充実を図る」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

社
会
の
中
で
、
家
事
（
育
児
、

介
護
な
ど
を
含
む
）
、
地
域
活

動
に
つ
い
て
の
評
価
を
高
め

る 年
配
者
や
周
り
の
人
が
、
夫
婦

の
役
割
分
担
や
個
人
の
生
き

方
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
考

え
方
を
尊
重
す
る 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を
含

む
）
、
地
域
活
動
へ
の
男
性
の

関
心
、
意
識
を
高
め
る 

男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
や
、

女
性
の
正
規
雇
用
な
ど
、
女
性

の
経
済
的
安
定
を
図
る 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
職
業
選

択
の
自
由
や
男
女
が
と
も
に

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を
含

む
）
の
責
任
を
分
か
ち
合
う
男

女
平
等
の
意
識
づ
け
を
行
う 

全  体 1,097 25.8  26.9  36.8  37.8  42.5  

男  性 451 26.8  25.9  27.9  35.3  34.6  

女  性 624 25.2  27.7  43.3  40.1  48.7  
 

区分 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
図
る 

職
場
の
上
司
や
同
僚
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く

図
る 

育
児
休
業
や
介
護
休
業
取
得

中
の
経
済
的
支
援
を
行
う 

柔
軟
な
勤
務
形
態
（
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
や
在
宅
勤
務
な

ど
）
の
導
入
や
時
間
外
労
働
の

削
減
な
ど
働
き
方
の
見
直
し

を
図
る 

育
児
や
介
護
で
の
離
職
者
の

再
雇
用
制
度
を
導
入
す
る 

職
場
で
の
育
児
休
業
、
介
護
休

業
制
度
を
充
実
す
る 

全  体 44.6  24.0  34.0  42.8  33.6  31.7  

男  性 45.0  25.1  31.9  41.2  29.9  29.5  

女  性 44.7  23.6  35.7  44.6  36.4  33.5  
 

区分 

時
間
外
労
働
を
削
減
し
、
労
働

生
産
性
を
高
め
仕
事
と
生
活

の
両
立
を
図
る
従
業
員
を
企

業
が
プ
ラ
ス
に
評
価
す
る 

企
業
に
お
い
て
、
育
児
・
介
護

休
業
取
得
に
対
し
、
プ
ラ
ス
の

評
価
を
行
う
制
度
な
ど
を
導

入
す
る 

保
育
や
介
護
の
施
設
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 24.5  19.9  36.5  3.6  2.8  1.5  

男  性 26.2  19.7  30.6  4.0  2.9  1.1  

女  性 23.4  20.4  40.9  3.2  2.7  1.6  

  



 

 61 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では年齢が上がるほど「子どものころから、職業選択の

自由や男女がともに家事（育児、介護などを含む）の責任を分かち合う男女平等の意識づけを行う」の

割合が高く、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「男女の賃金格差の

是正や、女性の正規雇用など、女性の経済的安定を図る」、「時間外労働を削減し、労働生産性を高め仕

事と生活の両立を図る従業員を企業がプラスに評価する」、「企業において、育児・介護休業取得に対

し、プラスの評価を行う制度などを導入する」の割合が高い傾向にあります。また、女性 30代、女性

40 代で「家事（育児、介護などを含む）、地域活動への男性の関心、意識を高める」、女性 30代で「夫

婦や家族間でのコミュニケーションをよく図る」、「柔軟な勤務形態（フレックスタイム制や在宅勤務な

ど）の導入や時間外労働の削減など働き方の見直しを図る」、「職場での育児休業、介護休業制度を充実

する」、「保育や介護の施設、サービスの充実を図る」、女性 20代で「職場の上司や同僚とのコミュニケ

ーションをよく図る」、女性 20代、女性 30代で「育児休業や介護休業取得中の経済的支援を行う」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

社
会
の
中
で
、
家
事
（
育
児
、

介
護
な
ど
を
含
む
）
、
地
域
活

動
に
つ
い
て
の
評
価
を
高
め

る 年
配
者
や
周
り
の
人
が
、
夫
婦

の
役
割
分
担
や
個
人
の
生
き

方
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
考

え
方
を
尊
重
す
る 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を
含

む
）
、
地
域
活
動
へ
の
男
性
の

関
心
、
意
識
を
高
め
る 

男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
や
、

女
性
の
正
規
雇
用
な
ど
、
女
性

の
経
済
的
安
定
を
図
る 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
職
業
選

択
の
自
由
や
男
女
が
と
も
に

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を
含

む
）
の
責
任
を
分
か
ち
合
う
男

女
平
等
の
意
識
づ
け
を
行
う 

全  体 1,097 25.8  26.9  36.8  37.8  42.5  

男性 20代 37 21.6  16.2  21.6  21.6  18.9  

   30代 61 24.6  19.7  32.8  29.5  29.5  

   40代 77 35.1  27.3  37.7  36.4  33.8  

   50代 87 29.9  26.4  27.6  37.9  34.5  

   60代 92 21.7  25.0  26.1  39.1  38.0  

   70代以上 96 26.0  33.3  21.9  37.5  41.7  

女性 20代 43 20.9  30.2  46.5  53.5  34.9  

   30代 79 32.9  34.2  46.8  49.4  50.6  

   40代 113 23.0  27.4  47.8  45.1  50.4  

   50代 152 27.6  23.7  44.1  43.4  48.0  

   60代 115 23.5  29.6  41.7  33.0  56.5  

   70代以上 121 22.3  25.6  35.5  27.3  43.8  

（次ページへ続く） 
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単位：％ 

区分 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
図
る 

職
場
の
上
司
や
同
僚
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く

図
る 

育
児
休
業
や
介
護
休
業
取
得

中
の
経
済
的
支
援
を
行
う 

柔
軟
な
勤
務
形
態
（
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
や
在
宅
勤
務
な

ど
）
の
導
入
や
時
間
外
労
働
の

削
減
な
ど
働
き
方
の
見
直
し

を
図
る 

育
児
や
介
護
で
の
離
職
者
の

再
雇
用
制
度
を
導
入
す
る 

職
場
で
の
育
児
休
業
、
介
護
休

業
制
度
を
充
実
す
る 

全  体 44.6  24.0  34.0  42.8  33.6  31.7  

男性 20代 35.1  18.9  24.3  24.3  21.6  18.9  

   30代 44.3  26.2  41.0  50.8  27.9  27.9  

   40代 45.5  27.3  29.9  41.6  27.3  32.5  

   50代 49.4  33.3  34.5  44.8  31.0  33.3  

   60代 39.1  21.7  37.0  34.8  30.4  31.5  

   70代以上 51.0  20.8  24.0  43.8  35.4  26.0  

女性 20代 53.5  46.5  55.8  55.8  41.9  39.5  

   30代 62.0  30.4  54.4  60.8  39.2  46.8  

   40代 38.9  22.1  24.8  46.9  35.4  24.8  

   50代 40.8  20.4  32.9  47.4  32.9  27.6  

   60代 46.1  24.3  33.9  40.9  39.1  39.1  

   70代以上 39.7  15.7  31.4  27.3  35.5  32.2  
 

区分 

時
間
外
労
働
を
削
減
し
、
労
働

生
産
性
を
高
め
仕
事
と
生
活

の
両
立
を
図
る
従
業
員
を
企

業
が
プ
ラ
ス
に
評
価
す
る 

企
業
に
お
い
て
、
育
児
・
介
護

休
業
取
得
に
対
し
、
プ
ラ
ス
の

評
価
を
行
う
制
度
な
ど
を
導

入
す
る 

保
育
や
介
護
の
施
設
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 24.5  19.9  36.5  3.6  2.8  1.5  

男性 20代 32.4  10.8  16.2  5.4  2.7  0.0  

   30代 32.8  31.1  27.9  6.6  4.9  0.0  

   40代 29.9  18.2  31.2  6.5  1.3  1.3  

   50代 26.4  21.8  35.6  3.4  2.3  0.0  

   60代 19.6  14.1  35.9  3.3  2.2  0.0  

   70代以上 22.9  19.8  28.1  1.0  4.2  4.2  

女性 20代 32.6  27.9  44.2  4.7  0.0  0.0  

   30代 31.6  25.3  46.8  7.6  1.3  0.0  

   40代 23.9  19.5  36.3  4.4  1.8  0.0  

   50代 24.3  21.7  41.4  3.3  3.3  1.3  

   60代 18.3  17.4  44.3  0.0  2.6  0.0  

   70代以上 17.4  15.7  36.4  1.7  5.0  6.6  

（前ページの表 続き） 
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６ 地域活動・社会活動について 

問 13 あなたは、次のような活動に参加したことがありますか。（選択はいくつでも） 

※令和２年度調査は選択１つ 

「区・町内会、自治会などの活動」の割合が 66.8％と最も高く、次いで「老人会、青年会、女性会、

子ども会などの活動」、「PTA 活動」の割合が各々34.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・クラブ活動 

・子ども食堂 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「参加したことがない」の割合が高く、男性と比較して女性で

「老人会、青年会、女性会、子ども会などの活動」、「PTA活動」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

区
・
町
内
会
、
自
治
会

な
ど
の
活
動 

老
人
会
、
青
年
会
、
女

性
会
、
子
ど
も
会
な
ど

の
活
動 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
やN

PO

（
民
間
非
営
利
組
織
）

な
ど
の
活
動 

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

活
動 

消
防
団
な
ど
防
災
に

関
す
る
活
動 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
が
な

い 無
回
答 

全  体 1,097 66.8  34.3  34.3  16.4  4.9  8.2  0.6  19.4  0.9  

男  性 451 65.4  19.1  11.5  14.9  6.7  9.8  1.1  23.5  1.1  

女  性 624 67.9  45.7  50.6  17.1  3.7  7.1  0.3  16.7  0.5  

 

  

回答者数 = 1,097 ％

区・町内会、自治会などの活動

老人会、青年会、女性会、子ども会などの活動

PTA活動

ボランティアやNPO（民間非営利組織）などの活動

まちづくりなどの活動

消防団など防災に関する活動

その他

参加したことがない

無回答

66.8

34.3

34.3

16.4

4.9

8.2

0.6

19.4

0.9

0 20 40 60 80
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「区・町内

会、自治会などの活動」の割合が高く、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下が

るほど「参加したことがない」の割合が高くなっています。また、女性 60代で「老人会、青年会、女

性会、子ども会などの活動」、女性 50代、女性 60代で「PTA 活動」、女性 20代で「ボランティアや NPO

（民間非営利組織）などの活動」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

区
・
町
内
会
、
自
治
会

な
ど
の
活
動 

老
人
会
、
青
年
会
、
女

性
会
、
子
ど
も
会
な
ど

の
活
動 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
やN

PO

（
民
間
非
営
利
組
織
）

な
ど
の
活
動 

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

活
動 

消
防
団
な
ど
防
災
に

関
す
る
活
動 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
が
な

い 無
回
答 

全  体 1,097 66.8  34.3  34.3  16.4  4.9  8.2  0.6  19.4  0.9  

男性 20代 37 18.9  27.0  5.4  24.3  2.7  5.4  0.0  40.5  2.7  

   30代 61 47.5  19.7  9.8  11.5  3.3  9.8  1.6  41.0  0.0  

   40代 77 57.1  19.5  14.3  13.0  10.4  9.1  0.0  29.9  1.3  

   50代 87 62.1  19.5  11.5  11.5  3.4  8.0  1.1  27.6  0.0  

   60代 92 85.9  19.6  14.1  14.1  7.6  15.2  1.1  10.9  0.0  

   70代以上 96 84.4  14.6  10.4  18.8  9.4  8.3  2.1  9.4  3.1  

女性 20代 43 23.3  30.2  4.7  30.2  7.0  7.0  0.0  41.9  0.0  

   30代 79 45.6  22.8  11.4  8.9  3.8  2.5  1.3  36.7  0.0  

   40代 113 60.2  38.9  53.1  14.2  5.3  8.0  0.0  20.4  0.9  

   50代 152 79.6  48.0  66.4  17.8  3.9  8.6  0.7  9.2  0.7  

   60代 115 81.7  63.5  68.7  18.3  2.6  5.2  0.0  8.7  0.0  

   70代以上 121 77.7  52.9  53.7  19.0  1.7  9.1  0.0  8.3  0.8  
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問 14 問 13で「参加したことがない」を選択した人にお聞きします。その理由は何ですか。

（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「仕事が忙しい」の割合が 41.8％と最も高く、次いで「活動に関する情報が少ない」の割合が 31.0％、

「一人では参加しづらい」の割合が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・家族の人が参加している。 

・土日休みじゃないので参加出来ない。 

・やりたいと思わない。 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「人間関係がわずらわしい」の割合が高く、男性と比較して女

性で「家事（育児、介護などを含む）などが忙しい」、「健康や体力に自信がない」、「役員など責任ある

立場を任されたくない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

仕
事
が
忙
し
い 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
な
ど
が
忙
し
い 

家
族
の
理
解
や
協
力
が
な

い 健
康
や
体
力
に
自
信
が
な

い 一
人
で
は
参
加
し
づ
ら
い 

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し

い 役
員
な
ど
責
任
あ
る
立
場

を
任
さ
れ
た
く
な
い 

活
動
に
関
す
る
情
報
が
少

な
い 

活
動
す
る
仲
間
や
場
所
が

少
な
い 

自
分
の
意
見
が
反
映
さ
れ

な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 213 41.8  12.2  0.0  15.0  30.0  25.8  17.4  31.0  10.8  1.9  8.0  2.3  

男  性 106 43.4  4.7  0.0  9.4  31.1  30.2  12.3  30.2  12.3  1.9  11.3  2.8  

女  性 104 39.4  20.2  0.0  20.2  29.8  20.2  22.1  32.7  9.6  1.9  4.8  1.9  

 

  

回答者数 = 213 ％

仕事が忙しい

家事（育児、介護などを含む）などが忙しい

家族の理解や協力がない

健康や体力に自信がない

一人では参加しづらい

人間関係がわずらわしい

役員など責任ある立場を任されたくない

活動に関する情報が少ない

活動する仲間や場所が少ない

自分の意見が反映されない

その他

無回答

41.8

12.2

0.0

15.0

30.0

25.8

17.4

31.0

10.8

1.9

8.0

2.3

0 10 20 30 40 50



 

 66 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 60 代から 30 代まで年齢が下がるほど「役員など

責任ある立場を任されたくない」の割合が高く、男性と比較して女性では 70 代以上から 40 代まで年

齢が下がるほど「仕事が忙しい」の割合が高くなっています。また、女性 30代で「家事（育児、介護

などを含む）などが忙しい」、男性 40 代で「活動する仲間や場所が少ない」の割合が高くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

仕
事
が
忙
し
い 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
な
ど
が
忙
し
い 

家
族
の
理
解
や
協
力
が
な

い 健
康
や
体
力
に
自
信
が
な

い 一
人
で
は
参
加
し
づ
ら
い 

人
間
関
係
が
わ
ず
ら
わ
し

い 役
員
な
ど
責
任
あ
る
立
場

を
任
さ
れ
た
く
な
い 

活
動
に
関
す
る
情
報
が
少

な
い 

活
動
す
る
仲
間
や
場
所
が

少
な
い 

自
分
の
意
見
が
反
映
さ
れ

な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 213 41.8  12.2  0.0  15.0  30.0  25.8  17.4  31.0  10.8  1.9  8.0  2.3  

男性 20代 15 40.0  0.0  0.0  0.0  33.3  26.7  6.7  33.3  13.3  0.0  13.3  0.0  

   30代 25 52.0  16.0  0.0  4.0  32.0  24.0  20.0  24.0  20.0  4.0  8.0  8.0  

   40代 23 47.8  4.3  0.0  17.4  17.4  30.4  13.0  30.4  21.7  4.3  21.7  0.0  

   50代 24 33.3  0.0  0.0  4.2  41.7  29.2  12.5  41.7  4.2  0.0  8.3  4.2  

   60代 10 50.0  0.0  0.0  20.0  40.0  30.0  0.0  40.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

   70代以上 9 33.3  0.0  0.0  22.2  22.2  55.6  11.1  0.0  0.0  0.0  11.1  0.0  

女性 20代 18 33.3  11.1  0.0  0.0  22.2  16.7  16.7  55.6  16.7  0.0  5.6  5.6  

   30代 29 37.9  34.5  0.0  17.2  24.1  20.7  34.5  31.0  6.9  3.4  10.3  0.0  

   40代 23 60.9  17.4  0.0  21.7  34.8  21.7  17.4  17.4  13.0  4.3  4.3  4.3  

   50代 14 50.0  21.4  0.0  14.3  21.4  7.1  14.3  50.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

   60代 10 20.0  10.0  0.0  30.0  60.0  40.0  30.0  30.0  20.0  0.0  0.0  0.0  

   70代以上 10 10.0  10.0  0.0  60.0  30.0  20.0  10.0  10.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
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７ 性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）について 

問 15 あなたは今までに自分の性別や性自認、性的指向に違和感を覚えたり、悩んだことは

ありますか。（選択は１つ）※令和２年度調査なし 

「ある」の割合が 3.5％、「ない」の割合が 95.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,097 3.5 95.2 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

2.4

4.2

96.0

95.2

1.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 50 代から 20代まで年齢が下がるほど「ある」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

5.4

5.2

3.4

2.1

11.6

7.6

7.1

0.7

1.7

3.3

89.2

100.0

93.5

95.4

100.0

94.8

88.4

92.4

92.0

98.0

98.3

95.9

5.4

1.3

1.1

3.1

0.9

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 16 あなたは身近な人などからカミングアウトされた場合、どのように寄り添える・受け

止められると思いますか。（選択は１つ）※令和２年度調査なし 

「相手に寄り添って接したい」の割合が 41.8％と最も高く、次いで「時間はかかっても理解に努め

たい」の割合が 32.3％、「どうしたらよいか分からない」の割合が 11.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「想像することができない」の割合が高く、男性と比較して女

性で「相手に寄り添って接したい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相手に寄り添って接したい 時間はかかっても理解に努めたい

距離を置いてしまう どうしても受け止められない

どうしたらよいか分からない 想像することができない

無回答

回答者数 =

男性 451

女性 624

32.4

49.7

34.1

30.9

6.4

3.0

1.1

0.6

12.0

10.7

11.1

3.2

2.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手に寄り添って接したい 時間はかかっても理解に努めたい

距離を置いてしまう どうしても受け止められない

どうしたらよいか分からない 想像することができない

無回答

回答者数 =

　 1,097 41.8 32.3

4.5

0.8 11.2 6.8 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「相手

に寄り添って接したい」の割合が高く、男性と比較して女性では 20 代から 70 代以上まで年齢が上が

るほど「どうしたらよいか分からない」の割合が高い傾向にあります。また、女性 60 代で「時間はか

かっても理解に努めたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相手に寄り添って接したい 時間はかかっても理解に努めたい

距離を置いてしまう どうしても受け止められない

どうしたらよいか分からない 想像することができない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

51.4

42.6

37.7

35.6

25.0

18.8

60.5

62.0

69.0

55.3

39.1

22.3

24.3

31.1

39.0

39.1

34.8

31.3

27.9

27.8

20.4

30.3

45.2

31.4

2.7

4.9

9.1

10.9

8.3

7.0

1.3

1.8

0.9

9.9

1.1

3.3

1.0

1.8

0.7

0.8

8.1

9.8

6.5

12.6

14.1

15.6

6.3

3.5

7.9

13.0

25.6

10.8

11.5

6.5

10.3

10.9

15.6

4.7

1.3

2.7

3.9

0.9

5.8

2.7

1.3

1.1

1.1

9.4

1.3

0.9

2.0

0.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 17 あなたは、性的少数者の方たちが暮らしやすい社会にするためには、どのような意識

啓発や支援が必要だと思いますか。（選択はいくつでも）※令和２年度類似設問あり 

「相談できる窓口の設置」の割合が 61.6％と最も高く、次いで「同性同士等のパートナーであるこ

とを証明する行政の証明書等の発行」の割合が 29.4％、「行政職員や教職員に対する研修の実施」の割

合が 27.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「相談できる窓口の設置」、「行政職員や教職員に対する研修の実施」、

「地域住民に対する啓発活動の実施」、「同性同士等のパートナーであることを証明する行政の証明書

等の発行」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・性的少数者がどの様な支援を必要としているのかがわからない。 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置 

行
政
職
員
や
教
職
員
に
対
す

る
研
修
の
実
施 

企
業
等
に
対
す
る
啓
発
活
動

の
実
施 

地
域
住
民
に
対
す
る
啓
発
活

動
の
実
施 

同
性
同
士
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
行

政
の
証
明
書
等
の
発
行 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,097 61.6  27.7  25.4  26.5  29.4  6.5  3.9  

男性 451 60.5  27.1  24.8  28.4  26.6  7.3  2.9  

女性 624 63.1  28.4  26.0  25.5  31.4  5.6  4.2  

 

 

  

％

相談できる窓口の設置

行政職員や教職員に対する研修の実施

企業等に対する啓発活動の実施

地域住民に対する啓発活動の実施

同性同士等のパートナーであることを証明する行
政の証明書等の発行

その他

無回答

61.6

27.7

25.4

26.5

29.4

6.5

3.9

43.7

21.5

20.7

16.2

23.2

0.5

3.6

0 20 40 60 80

令和７年度調査

（回答者数 = 1,097）

令和２年度調査

（回答者数 = 1,145）
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 50 代まで年齢が上がるほど「行政職員

や教職員に対する研修の実施」の割合が高く、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢

が下がるほど「同性同士等のパートナーであることを証明する行政の証明書等の発行」の割合が高くな

っています。また、女性 70 代以上で「相談できる窓口の設置」、男性 60代で「地域住民に対する啓発

活動の実施」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置 

行
政
職
員
や
教
職
員
に
対
す

る
研
修
の
実
施 

企
業
等
に
対
す
る
啓
発
活
動

の
実
施 

地
域
住
民
に
対
す
る
啓
発
活

動
の
実
施 

同
性
同
士
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
行

政
の
証
明
書
等
の
発
行 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,097 61.6  27.7  25.4  26.5  29.4  6.5  3.9  

男性 20代 37 67.6  13.5  10.8  8.1  24.3  13.5  2.7  

   30代 61 39.3  26.2  26.2  26.2  32.8  9.8  0.0  

   40代 77 46.8  27.3  31.2  32.5  35.1  7.8  2.6  

   50代 87 67.8  32.2  23.0  25.3  29.9  6.9  2.3  

   60代 92 64.1  28.3  29.3  42.4  19.6  6.5  1.1  

   70代以上 96 72.9  27.1  20.8  24.0  20.8  4.2  7.3  

女性 20代 43 46.5  20.9  14.0  23.3  51.2  9.3  2.3  

   30代 79 59.5  27.8  22.8  21.5  48.1  10.1  0.0  

   40代 113 54.0  30.1  30.1  30.1  37.2  7.1  0.9  

   50代 152 62.5  33.6  29.6  28.3  33.6  4.6  3.3  

   60代 115 67.8  31.3  27.8  24.3  19.1  5.2  7.0  

   70代以上 121 76.9  19.8  21.5  21.5  16.5  1.7  9.1  

 

 

問 18 あなたは、小牧市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度を知っていますか。

（選択は１つ）※令和２年度調査なし 

「知っている」の割合が 9.7％、「知らない」の割合が 89.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,097 9.7 89.2 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 50 代まで年齢が上がるほど「知ってい

る」の割合が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性 451

女性 624

8.4

10.4

90.2

89.1

1.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

4.9

10.4

12.6

5.4

11.5

16.3

8.9

13.3

10.5

13.0

4.1

97.3

95.1

88.3

86.2

94.6

85.4

83.7

91.1

85.8

88.8

87.0

95.0

2.7

1.3

1.1

3.1

0.9

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８ ＤＶや性暴力について 

問 19 ＤＶや性暴力の被害やそれに関する悩みを相談できる窓口などについて、あなたが知

っているものをあげてください。（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「性犯罪被害 110 番」の割合が 28.9％と最も高く、次いで「小牧市女性相談」の割合が 28.3％、「愛

知県警察本部ハートフルライン」の割合が 16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「愛知県警察本部ハートフルライン」、「性犯罪被害 110番」の

割合が高く、男性と比較して女性で「小牧市女性相談」、「愛知県女性相談支援センター」の割合が高く

なっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

小
牧
市
女
性
相
談 

愛
知
県
男
性
Ｄ
Ｖ
被

害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

愛
知
県
女
性
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー 

Ｄ
Ｖ
相
談
＋ 

愛
知
県
警
察
本
部
ハ

ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン 

性
犯
罪
被
害
110
番 

名
古
屋
法
務
局
（
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
） 

無
回
答 

全  体 1,097 28.3  7.2  14.5  4.8  16.6  28.9  5.7  25.5  

男  性 451 18.0  8.6  9.3  5.8  22.0  37.9  7.3  23.5  

女  性 624 35.9  6.4  18.4  4.2  13.0  23.4  4.8  25.8  

 

 

  

回答者数 = 1,097 ％

小牧市女性相談

愛知県男性ＤＶ被害者ホットライン

愛知県女性相談支援センター

ＤＶ相談＋

愛知県警察本部ハートフルライン

性犯罪被害110番

名古屋法務局（女性の人権ホットライン）

無回答

28.3

7.2

14.5

4.8

16.6

28.9

5.7

25.5

0 10 20 30 40
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「愛知

県男性ＤＶ被害者ホットライン」の割合が高い傾向にあります。また、男性 20代、男性 60代で「愛知

県警察本部ハートフルライン」、男性 50 代で「性犯罪被害 110 番」の割合が高くなっています。さら

に、女性 40代で「小牧市女性相談」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

小
牧
市
女
性
相
談 

愛
知
県
男
性
Ｄ
Ｖ
被

害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

愛
知
県
女
性
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー 

Ｄ
Ｖ
相
談
＋ 

愛
知
県
警
察
本
部
ハ

ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン 

性
犯
罪
被
害
110
番 

名
古
屋
法
務
局
（
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
） 

無
回
答 

全  体 1,097 28.3  7.2  14.5  4.8  16.6  28.9  5.7  25.5  

男性 20代 37 16.2  8.1  0.0  0.0  29.7  40.5  8.1  13.5  

   30代 61 19.7  16.4  8.2  6.6  18.0  36.1  8.2  19.7  

   40代 77 18.2  7.8  7.8  6.5  24.7  40.3  9.1  18.2  

   50代 87 20.7  10.3  10.3  6.9  20.7  43.7  6.9  18.4  

   60代 92 14.1  5.4  6.5  4.3  29.3  33.7  7.6  29.3  

   70代以上 96 18.8  6.3  16.7  7.3  13.5  34.4  5.2  33.3  

女性 20代 43 20.9  14.0  23.3  14.0  14.0  39.5  7.0  11.6  

   30代 79 41.8  10.1  21.5  1.3  15.2  27.8  3.8  10.1  

   40代 113 49.6  6.2  15.9  4.4  9.7  23.9  7.1  16.8  

   50代 152 33.6  6.6  20.4  5.3  15.8  19.1  6.6  27.6  

   60代 115 35.7  3.5  14.8  0.0  15.7  20.0  3.5  35.7  

   70代以上 121 27.3  3.3  18.2  5.0  8.3  23.1  1.7  38.0  

 

 

問 20 相談窓口の認知度を向上させるためには、あなたはどのような方法による周知が効果

的だと思いますか。（選択はいくつでも) ※令和２年度調査なし 

「ホームページ・SNS」の割合が 59.6％と最も高く、次いで「ポスター・リーフレット」の割合が

50.3％、「学校における周知」の割合が 45.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・地域回覧板 

・ＴＶＣＭ 

・広報にのせる 

・職場における周知 

・トイレ 

  

回答者数 = 1,097 ％

ポスター・リーフレット

ホームページ・SNS

学校における周知

その他

無回答

50.3

59.6

45.8

3.2

6.9

0 20 40 60
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【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で「ポスター・リーフレット」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ

ッ
ト 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

学
校
に
お
け
る
周
知 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,097 50.3  59.6  45.8  3.2  6.9  

男  性 451 47.5  57.2  46.8  3.8  5.8  

女  性 624 52.6  62.0  45.2  2.7  7.4  

 

 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60代まで年齢が上がるほど「ポスター・

リーフレット」の割合が高く、男性と比較して女性では 70代以上から 30代まで年齢が下がるほど「ホ

ームページ・SNS」の割合が高い傾向にあります。また、女性 40代で「学校における周知」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ

ッ
ト 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

学
校
に
お
け
る
周
知 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,097 50.3  59.6  45.8  3.2  6.9  

男性 20代 37 37.8  59.5  40.5  2.7  2.7  

   30代 61 49.2  65.6  55.7  8.2  0.0  

   40代 77 49.4  68.8  51.9  0.0  2.6  

   50代 87 54.0  66.7  50.6  2.3  4.6  

   60代 92 54.3  44.6  45.7  4.3  3.3  

   70代以上 96 36.5  44.8  37.5  5.2  16.7  

女性 20代 43 46.5  69.8  53.5  0.0  2.3  

   30代 79 54.4  77.2  53.2  5.1  1.3  

   40代 113 50.4  69.0  56.6  3.5  1.8  

   50代 152 55.9  71.1  46.7  3.3  3.3  

   60代 115 53.0  57.4  35.7  0.9  10.4  

   70代以上 121 50.4  35.5  33.1  2.5  20.7  
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問 21 あなたは、性暴力・DVや様々な悩みなどに関する相談窓口などで配慮してほしいと思

うことは何ですか。（選択はいくつでも） 

「匿名で相談ができる」の割合が57.4％と最も高く、次いで「24時間相談ができる」の割合が55.2％、

「弁護士など、法的知識のある相談員がいる」の割合が 47.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「LINE などの SNS による相談ができる」、「通話料が無料」、「24 時間

相談ができる」の割合が増加しています。一方、「電話による相談ができる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・個人情報は第３者には絶対に漏らさない。 

・警察との連携。 

 

 

  

％

メールによる相談ができる

LINEなどのSNSによる相談ができる

電話による相談ができる

通話料が無料

24時間相談ができる

相談内容に関連する、他の相談窓口との連携が行
われる

同性の相談員がいる

匿名で相談ができる

弁護士など、法的知識のある相談員がいる

臨床心理士、公認心理士など、心理専門職の相談
員がいる

その他

特にない

わからない

無回答

25.9

41.7

33.5

43.5

55.2

29.1

43.6

57.4

47.7

35.2

1.5

1.9

5.6

2.5

29.1

31.0

38.8

36.9

43.9

28.5

47.6

54.8

49.7

37.1

1.0

3.7

10.6

5.5

0 20 40 60

令和７年度調査

（回答者数 = 1,097）

令和２年度調査

（回答者数 = 1,145）
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【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「メールによる相談ができる」、「電話による相談ができる」の

割合が高く、男性と比較して女性で「通話料が無料」、「24時間相談ができる」、「同性の相談員がいる」、

「匿名で相談ができる」、「臨床心理士、公認心理士など、心理専門職の相談員がいる」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

が
で
き
る 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
が

で
き
る 

電
話
に
よ
る
相
談
が

で
き
る 

通
話
料
が
無
料 

24
時
間
相
談
が
で
き

る 相
談
内
容
に
関
連
す

る
、
他
の
相
談
窓
口
と

の
連
携
が
行
わ
れ
る 

同
性
の
相
談
員
が
い

る 

全  体 1,097 25.9  41.7  33.5  43.5  55.2  29.1  43.6  

男  性 451 29.9  44.3  37.0  39.5  51.7  27.9  37.7  

女  性 624 23.2  40.4  31.4  46.5  58.2  30.3  48.4  
 

区分 

匿
名
で
相
談
が
で
き

る 弁
護
士
な
ど
、
法
的
知

識
の
あ
る
相
談
員
が

い
る 

臨
床
心
理
士
、
公
認
心

理
士
な
ど
、
心
理
専
門

職
の
相
談
員
が
い
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 57.4  47.7  35.2  1.5  1.9  5.6  2.5  

男  性 53.7  46.3  30.4  2.4  2.2  6.2  2.4  

女  性 60.9  48.9  39.1  0.6  1.6  5.0  2.1  

  



 

 79 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「電話によ

る相談ができる」の割合が高く、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど

「メールによる相談ができる」の割合が高い傾向にあります。また、女性 30代で「LINE などの SNS に

よる相談ができる」、「24時間相談ができる」、「同性の相談員がいる」、「臨床心理士、公認心理士など、

心理専門職の相談員がいる」、女性 30 代、女性 40代で「通話料が無料」、男性 50 代、男性 60代で「相

談内容に関連する、他の相談窓口との連携が行われる」、女性 30 代、女性 50代で「匿名で相談ができ

る」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

が
で
き
る 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
が

で
き
る 

電
話
に
よ
る
相
談
が

で
き
る 

通
話
料
が
無
料 

24
時
間
相
談
が
で
き

る 相
談
内
容
に
関
連
す

る
、
他
の
相
談
窓
口
と

の
連
携
が
行
わ
れ
る 

同
性
の
相
談
員
が
い

る 

全  体 1,097 25.9  41.7  33.5  43.5  55.2  29.1  43.6  

男性 20代 37 29.7  54.1  16.2  32.4  43.2  24.3  45.9  

   30代 61 24.6  52.5  23.0  44.3  50.8  14.8  42.6  

   40代 77 31.2  53.2  31.2  44.2  62.3  18.2  50.6  

   50代 87 34.5  56.3  43.7  50.6  59.8  39.1  39.1  

   60代 92 37.0  37.0  50.0  35.9  54.3  39.1  40.2  

   70代以上 96 21.9  25.0  40.6  29.2  36.5  25.0  17.7  

女性 20代 43 32.6  53.5  23.3  48.8  51.2  23.3  53.5  

   30代 79 27.8  63.3  27.8  58.2  79.7  38.0  65.8  

   40代 113 27.4  59.3  31.0  60.2  61.9  23.0  43.4  

   50代 152 27.0  44.1  25.7  43.4  66.4  36.2  51.3  

   60代 115 15.7  20.0  39.1  40.9  51.3  33.9  41.7  

   70代以上 121 15.7  17.4  37.2  34.7  38.8  24.0  43.0  
 

区分 

匿
名
で
相
談
が
で
き

る 弁
護
士
な
ど
、
法
的
知

識
の
あ
る
相
談
員
が

い
る 

臨
床
心
理
士
、
公
認
心

理
士
な
ど
、
心
理
専
門

職
の
相
談
員
が
い
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 57.4  47.7  35.2  1.5  1.9  5.6  2.5  

男性 20代 45.9  35.1  32.4  0.0  0.0  8.1  0.0  

   30代 63.9  44.3  27.9  0.0  0.0  9.8  0.0  

   40代 57.1  46.8  28.6  2.6  1.3  0.0  2.6  

   50代 60.9  56.3  36.8  2.3  1.1  6.9  2.3  

   60代 51.1  50.0  35.9  3.3  3.3  3.3  0.0  

   70代以上 42.7  39.6  21.9  4.2  5.2  10.4  7.3  

女性 20代 65.1  37.2  34.9  2.3  0.0  2.3  0.0  

   30代 68.4  43.0  49.4  1.3  0.0  1.3  1.3  

   40代 55.8  56.6  40.7  0.9  0.9  0.9  1.8  

   50代 67.8  57.2  44.1  0.0  0.7  4.6  0.0  

   60代 60.0  54.8  35.7  0.0  0.9  8.7  0.9  

   70代以上 51.2  33.1  28.9  0.0  5.8  9.1  7.4  
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９ 災害時について 

問 22 防災分野で男女平等の視点を活かすために、どのようなことが必要だと思いますか。

（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「避難所で性別に応じてプライバシー（更衣・授乳など）が確保できるようにする」の割合が 71.6％

と最も高く、次いで「避難所でのリーダーや炊き出しなど役割を性別で固定せず分担する」の割合が

47.4％、「災害時の備えについて性別によって異なるニーズを反映する」の割合が 37.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・避難所での性犯罪など犯罪防止。 

・避難所を明確に区分する。避難所施設内を区分する（家族用、男性用、女性用など）。 

 

  

回答者数 = 1,097 ％

防災分野の委員会や会議により多くの女性が参加
できるようにする

災害対応や復興においてリーダーとなれる女性を
育成する

地域防災計画や災害に関する各種マニュアル等に
男女平等の視点を入れる

避難所でのリーダーや炊き出しなど役割を性別で
固定せず分担する

災害時の備えについて性別によって異なるニーズ
を反映する

自治体職員（防災担当部署）について防災現場に
女性が十分配置されるよう、採用・登用段階を含
めて留意する

避難所で性別に応じてプライバシー（更衣・授乳
など）が確保できるようにする

その他

わからない

無回答

30.8

24.2

30.4

47.4

37.5

24.2

71.6

2.0

6.2

2.1

0 20 40 60 80
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【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「防災分野の委員会や会議により多くの女性が参加できるよう

にする」の割合が高く、男性と比較して女性で「避難所でのリーダーや炊き出しなど役割を性別で固定

せず分担する」、「避難所で性別に応じてプライバシー（更衣・授乳など）が確保できるようにする」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

防
災
分
野
の
委
員
会
や
会
議
に

よ
り
多
く
の
女
性
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る 

災
害
対
応
や
復
興
に
お
い
て
リ

ー
ダ
ー
と
な
れ
る
女
性
を
育
成

す
る 

地
域
防
災
計
画
や
災
害
に
関
す

る
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
男
女

平
等
の
視
点
を
入
れ
る 

避
難
所
で
の
リ
ー
ダ
ー
や
炊
き

出
し
な
ど
役
割
を
性
別
で
固
定

せ
ず
分
担
す
る 

災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て
性
別

に
よ
っ
て
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
反

映
す
る 

全  体 1,097 30.8  24.2  30.4  47.4  37.5  

男  性 451 35.0  25.9  29.5  43.5  38.8  

女  性 624 27.9  22.6  31.4  50.8  36.5  
 

区分 

自
治
体
職
員
（
防
災
担
当
部
署
）

に
つ
い
て
防
災
現
場
に
女
性
が

十
分
配
置
さ
れ
る
よ
う
、
採
用
・

登
用
段
階
を
含
め
て
留
意
す
る 

避
難
所
で
性
別
に
応
じ
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
（
更
衣
・
授
乳
な
ど
）

が
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 24.2  71.6  2.0  6.2  2.1  

男  性 24.2  62.5  2.4  6.9  2.9  

女  性 24.7  78.2  1.8  5.9  1.1  
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 50 代まで年齢が上がるほど、男性と比

較して女性では 20 代から 40 代まで年齢が上がるほど「地域防災計画や災害に関する各種マニュアル

等に男女平等の視点を入れる」の割合が高くなっています。また、男性 50代で「防災分野の委員会や

会議により多くの女性が参加できるようにする」、「災害時の備えについて性別によって異なるニーズ

を反映する」、女性 70代以上で「避難所でのリーダーや炊き出しなど役割を性別で固定せず分担する」、

女性 60代で「避難所で性別に応じてプライバシー（更衣・授乳など）が確保できるようにする」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

防
災
分
野
の
委
員
会
や
会

議
に
よ
り
多
く
の
女
性
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る 

災
害
対
応
や
復
興
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
女

性
を
育
成
す
る 

地
域
防
災
計
画
や
災
害
に

関
す
る
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
に
男
女
平
等
の
視
点
を

入
れ
る 

避
難
所
で
の
リ
ー
ダ
ー
や

炊
き
出
し
な
ど
役
割
を
性

別
で
固
定
せ
ず
分
担
す
る 

災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

性
別
に
よ
っ
て
異
な
る
ニ

ー
ズ
を
反
映
す
る 

全  体 1,097 30.8  24.2  30.4  47.4  37.5  

男性 20代 37 21.6  16.2  16.2  40.5  35.1  

   30代 61 14.8  14.8  19.7  42.6  34.4  

   40代 77 37.7  31.2  26.0  37.7  40.3  

   50代 87 46.0  31.0  37.9  47.1  49.4  

   60代 92 37.0  23.9  29.3  45.7  37.0  

   70代以上 96 39.6  30.2  36.5  43.8  33.3  

女性 20代 43 30.2  25.6  23.3  44.2  46.5  

   30代 79 39.2  27.8  31.6  45.6  38.0  

   40代 113 25.7  21.2  31.9  50.4  33.6  

   50代 152 28.3  25.0  27.6  49.3  40.8  

   60代 115 25.2  17.4  35.7  49.6  39.1  

   70代以上 121 24.0  21.5  34.7  60.3  27.3  
 

区分 

自
治
体
職
員
（
防
災
担
当

部
署
）
に
つ
い
て
防
災
現

場
に
女
性
が
十
分
配
置
さ

れ
る
よ
う
、
採
用
・
登
用
段

階
を
含
め
て
留
意
す
る 

避
難
所
で
性
別
に
応
じ
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
更
衣
・
授

乳
な
ど
）
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 24.2  71.6  2.0  6.2  2.1  

男性 20代 13.5  62.2  2.7  2.7  0.0  

   30代 21.3  60.7  6.6  11.5  0.0  

   40代 27.3  59.7  2.6  2.6  3.9  

   50代 24.1  62.1  1.1  8.0  1.1  

   60代 25.0  60.9  1.1  8.7  4.3  

   70代以上 27.1  67.7  2.1  6.3  5.2  

女性 20代 27.9  76.7  4.7  2.3  0.0  

   30代 22.8  72.2  3.8  8.9  0.0  

   40代 22.1  71.7  3.5  3.5  0.9  

   50代 26.3  76.3  0.0  9.9  0.0  

   60代 26.1  87.8  0.0  3.5  0.0  

   70代以上 24.0  81.8  1.7  5.0  5.0  
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10 男女共同参画社会について 

問 23 あなたは、次にあげる男女共同参画社会に関する言葉を知っていますか。 

（選択はそれぞれ１つ） 

「言葉も内容も知っている」と回答した人の割合が『⑧ジェンダー（社会的・文化的性別）』で 50.3％、

「言葉だけは知っている」と回答した人は『④配偶者暴力防止法（DV 防止法）』で 51.0％となっていま

す。一方、「言葉も内容も知らない」と回答した人の割合が『⑦オールド・ボーイズ・ネットワーク（組

織の中で男性たちが作ってきた明文化されていないルールや約束事、仕事の進め方）』で 90.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑩ＳＯＧＩ（性的指向及び性自
　認）

⑪ワーク・ライフ・バランス（仕
　事と生活の調和）

⑫アンペイドワーク（家事労働や
　家族労働などの無報酬の労働）

⑦オールド・ボーイズ・ネット
　ワーク（組織の中で男性たちが
　作ってきた明文化されていない
　ルールや約束事、仕事の進め方）

⑨ＬＧＢＴＱ（性的少数者のうち、
　レズビアン・ゲイ・バイセク
　シュアル・トランスジェンダー・
　クエスチョニングの総称）

④配偶者暴力防止法（DV防止法）

⑤育児・介護休業法

⑥リプロダクティブ・ヘルス・ラ
　イツ（性と生殖に関する健康・
　権利）

⑧ジェンダー（社会的・文化的性
　別）

回答者数 = 1,097

①男女共同参画

②男女共同参画社会基本法

③男女雇用機会均等法

20.7

9.1

44.0

23.1

37.5

2.4

1.5

50.3

46.7

6.7

45.8

9.8

46.7

34.8

39.2

51.0

44.1

8.7

5.7

38.2

33.4

14.8

31.1

13.6

30.2

51.6

13.6

23.1

15.3

86.0

90.2

9.5

17.5

75.7

20.8

74.1

2.5

4.5

3.2

2.9

3.1

3.0

2.6

2.0

2.5

2.8

2.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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①男女共同参画 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

20.7

24.7

46.7

46.5

30.2

24.4

2.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

22.2

19.7

46.3

47.3

29.5

30.8

2.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「言葉だけ

は知っている」の割合が高く、男性と比較して女性では 40代から 70代以上まで年齢が上がるほど「言

葉だけは知っている」の割合が高く、「言葉も内容も知らない」の割合が低くなっています。また、男

性 30代、女性 20代で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

29.7

36.1

19.5

21.8

14.1

19.8

37.2

24.1

18.6

16.4

16.5

18.2

35.1

39.3

40.3

42.5

57.6

53.1

44.2

59.5

40.7

44.7

47.0

50.4

35.1

24.6

37.7

33.3

27.2

22.9

18.6

16.5

39.8

37.5

34.8

24.0

2.6

2.3

1.1

4.2

0.9

1.3

1.7

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②男女共同参画社会基本法 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

9.1

10.7

34.8

36.5

51.6

46.9

4.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

10.6

8.2

36.6

34.1

48.6

53.5

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「言葉

も内容も知っている」の割合が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

24.3

24.6

6.5

8.0

5.4

7.3

30.2

16.5

6.2

4.6

6.1

3.3

43.2

36.1

32.5

37.9

34.8

37.5

39.5

48.1

26.5

29.6

31.3

38.0

32.4

39.3

58.4

50.6

56.5

43.8

30.2

35.4

65.5

62.5

58.3

47.1

2.6

3.4

3.3

11.5

1.8

3.3

4.3

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③男女雇用機会均等法 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

44.0

46.6

39.2

38.5

13.6

9.3

3.2

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

46.6

42.3

37.5

40.5

13.1

14.3

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 60 代から 20 代まで年齢が下がるほど「言葉も内

容も知らない」の割合が高い傾向にあり、男性と比較して女性では 40 代から 70 代以上まで年齢が上

がるほど「言葉だけは知っている」の割合が高く、「言葉も内容も知っている」の割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

37.8

44.3

46.8

51.7

47.8

44.8

44.2

35.4

53.1

48.7

40.9

29.8

32.4

32.8

37.7

33.3

41.3

42.7

39.5

44.3

31.9

36.2

43.5

48.8

29.7

23.0

10.4

11.5

7.6

9.4

16.3

19.0

14.2

11.8

13.0

14.9

5.2

3.4

3.3

3.1

1.3

0.9

3.3

2.6

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④配偶者暴力防止法（DV防止法） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知っている」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

23.1

28.3

51.0

48.2

23.1

18.4

2.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

24.4

22.3

49.7

52.7

23.3

22.4

2.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答



 

 91 

【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 20 代から 50 代まで年齢が上がるほど「言葉も内

容も知っている」の割合が高い傾向にあります。また、女性 50代で「言葉だけは知っている」、女性 20

代で「言葉も内容も知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

21.6

23.0

24.7

28.7

25.0

21.9

25.6

22.8

28.3

20.4

20.9

18.2

48.6

44.3

50.6

51.7

53.3

46.9

39.5

55.7

40.7

61.2

54.8

54.5

29.7

32.8

22.1

17.2

19.6

25.0

34.9

21.5

29.2

15.8

21.7

21.5

2.6

2.3

2.2

6.3

1.8

2.6

2.6

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤育児・介護休業法 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

37.5

36.2

44.1

46.1

15.3

12.7

3.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

36.6

38.5

44.1

44.6

16.2

14.4

3.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 40 代から 70 代以上まで年齢が上がるほど「言葉

も内容も知らない」の割合が高く、男性と比較して女性では 20代から 40代まで年齢が上がるほど「言

葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。また、男性 20代、女性 60 代で「言葉だけは知っ

ている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

29.7

42.6

42.9

35.6

37.0

31.3

37.2

43.0

49.6

36.2

30.4

35.5

54.1

37.7

42.9

46.0

46.7

40.6

44.2

39.2

36.3

47.4

53.0

44.6

16.2

19.7

11.7

13.8

15.2

20.8

16.3

17.7

13.3

12.5

15.7

14.0

2.6

4.6

1.1

7.3

2.3

0.9

3.9

0.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 94 

⑥リプロダクティブ・ヘルス・ライツ（性と生殖に関する健康・権利） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

2.4

2.4

8.7

12.6

86.0

80.2

3.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

1.6

2.9

9.3

8.3

86.3

86.2

2.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では 20 代から 60 代まで年齢が上がるほど「言葉も内

容も知らない」の割合が高い傾向にあり、「言葉だけは知っている」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

5.4

3.3

2.6

1.0

7.0

3.8

3.5

2.0

2.6

1.7

21.6

6.6

9.1

10.3

7.6

7.3

16.3

12.7

12.4

8.6

1.7

4.1

73.0

90.2

85.7

86.2

91.3

84.4

76.7

83.5

83.2

85.5

94.8

87.6

2.6

3.4

1.1

7.3

0.9

3.9

0.9

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑦オールド・ボーイズ・ネットワーク（組織の中で男性たちが作ってきた明文化されていないルールや約束事、

仕事の進め方） ※令和２年度調査なし 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全体 1,097

男性 451

女性 624

1.5

1.8

1.3

5.7

6.7

5.1

90.2

88.9

91.5

2.6

2.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 60 代から 20 代まで年齢が下がるほど、男性と比

較して女性では 70 代以上から 30 代まで年齢が下がるほど「言葉だけは知っている」の割合が高い傾

向にあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

3.3

3.9

2.3

1.0

2.3

2.7

1.3

1.7

16.2

8.2

6.5

5.7

4.3

5.2

9.3

10.1

5.3

7.2

1.7

0.8

83.8

88.5

87.0

88.5

94.6

87.5

88.4

89.9

89.4

89.5

97.4

92.6

2.6

3.4

1.1

6.3

2.7

2.0

0.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑧ジェンダー（社会的・文化的性別） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知っている」の割合が増加し、「言葉も内容も知らな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「言葉だけは知っている」の割合が高く、男性と比較して女性

で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

50.3

29.1

38.2

35.4

9.5

30.0

2.0

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

46.3

53.5

42.4

35.7

9.5

9.3

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、年齢が上がるほど、女性と比較して男性では「言葉も内容も知らない」の割

合が高い傾向にあり、男性と比較して女性では「言葉だけは知っている」の割合が高い傾向にありま

す。また、女性 20代で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

54.1

59.0

53.2

51.7

38.0

32.3

79.1

65.8

62.8

53.3

56.5

24.8

40.5

34.4

37.7

37.9

47.8

51.0

14.0

26.6

29.2

38.8

37.4

50.4

5.4

6.6

6.5

8.0

12.0

14.6

7.0

7.6

7.1

6.6

5.2

20.7

2.6

2.3

2.2

2.1

0.9

1.3

0.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑨ＬＧＢＴＱ（性的少数者のうち、レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー・クエスチョ

ニングの総称） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知っている」の割合が増加し、「言葉も内容も知らな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

46.7

36.7

33.4

33.0

17.5

25.6

2.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

45.5

47.8

35.7

32.4

16.4

17.9

2.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では年齢が上がるほど「言葉だけは知っている」の割合

が高く、「言葉も内容も知らない」の割合が高い傾向にあります。また、男性 20 代、女性 20 代で「言

葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

67.6

57.4

48.1

52.9

38.0

28.1

67.4

65.8

61.1

50.7

43.5

16.5

27.0

24.6

32.5

29.9

45.7

44.8

23.3

26.6

27.4

32.9

34.8

41.3

5.4

18.0

16.9

14.9

14.1

21.9

9.3

7.6

10.6

14.5

20.9

36.4

2.6

2.3

2.2

5.2

0.9

2.0

0.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑩ＳＯＧＩ（性的指向及び性自認） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

6.7

3.0

14.8

10.1

75.7

81.6

2.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

8.0

5.9

14.9

14.6

74.3

77.2

2.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性と比較して女性では年齢が上がるほど「言葉も内容も知らない」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

10.8

16.4

6.5

5.7

6.5

6.3

20.9

6.3

12.4

5.3

0.8

18.9

9.8

15.6

17.2

10.9

17.7

20.9

22.8

14.2

13.2

15.7

8.3

70.3

73.8

75.3

73.6

81.5

68.8

58.1

70.9

72.6

78.9

83.5

84.3

2.6

3.4

1.1

7.3

0.9

2.6

0.9

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑪ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知っている」の割合が増加し、「言葉も内容も知らな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

45.8

28.0

31.1

31.3

20.8

35.5

2.4

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

48.8

44.1

29.3

32.4

19.7

21.6

2.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、女性と比較して男性では 70 代以上から 20 代まで年齢が下がるほど「言葉

も内容も知っている」の割合が高く、男性と比較して女性では年齢が上がるほど「言葉も内容も知らな

い」の割合が高くなっています。また、男性 70代以上で「言葉だけは知っている」の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

73.0

67.2

59.7

58.6

37.0

20.8

72.1

63.3

56.6

48.0

32.2

16.5

18.9

23.0

29.9

18.4

31.5

44.8

23.3

22.8

28.3

30.9

40.0

39.7

8.1

9.8

7.8

19.5

31.5

29.2

4.7

13.9

14.2

19.1

27.0

38.0

2.6

3.4

5.2

0.9

2.0

0.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑫アンペイドワーク（家事労働や家族労働などの無報酬の労働） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性と比較して女性で「言葉も内容も知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,097

令和２年度調査 1,145

9.8

6.0

13.6

12.1

74.1

76.6

2.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性 451

女性 624

11.8

8.3

14.4

13.0

71.2

76.8

2.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男性 20代で「言葉だけは知っている」、女性 60代で「言葉も内容も知らな

い」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない

無回答

回答者数 =

男性　20代 37

　　　30代 61

　　　40代 77

　　　50代 87

　　　60代 92

　　　70代以上 96

女性　20代 43

　　　30代 79

　　　40代 113

　　　50代 152

　　　60代 115

　　　70代以上 121

16.2

11.5

14.3

9.2

13.0

9.4

16.3

10.1

13.3

5.3

7.8

4.1

24.3

9.8

18.2

17.2

9.8

12.5

14.0

11.4

15.0

15.8

7.0

14.0

59.5

78.7

64.9

70.1

76.1

71.9

69.8

78.5

70.8

77.0

84.3

76.0

2.6

3.4

1.1

6.3

0.9

2.0

0.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 24 男女共同参画社会を実現していくため、今後、市はどのようなことに力を入れていく

べきだと思いますか。（選択はいくつでも） 

「学校教育の場で、男女平等に関する教育をさらに進める」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「保

育・子育てサービスや施設を充実させる」の割合が 52.9％、「介護サービスや福祉関連の施設を充実さ

せる」の割合が 49.9％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「学校教育の場で、男女平等に関する教育をさらに進める」の割合が

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「男女共同参画に関しての講習会や学習機会を充実させる」、「男女平等に関する情報誌や図書、資料コ

ーナーの充実」、「地域コミュニティでの男女平等に関する啓発をさらに進める」、「女性が働くための機会を増やす、もともと

女性が少なかった分野へ女性が進出できるよう職業教育や訓練を行う」がありませんでした。  

％

男女共同参画に関しての広報を充実させる

男女共同参画に関しての講習会や学習機会を充実
させる

男女平等に関する情報誌や図書、資料コーナーの
充実

学校教育の場で、男女平等に関する教育をさらに
進める

社会教育の場で、男女平等に関する教育をさらに
進める

地域コミュニティでの男女平等に関する啓発をさ
らに進める

審議会委員や管理職など、政策・方針決定の場に
女性を積極的に登用する

民間企業・団体などの管理職に女性の登用が進む
よう支援する

職場における男女の均等な取扱いについて、企業
などに働きかける

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を充
実させる

女性が働くための機会を増やす、もともと女性が
少なかった分野へ女性が進出できるよう職業教育
や訓練を行う

保育・子育てサービスや施設を充実させる

介護サービスや福祉関連の施設を充実させる

生涯を通じた男女の健康づくりのために支援を行
う

その他

無回答

36.6

17.9

11.7

53.9

44.8

25.5

21.2

22.7

34.5

23.9

29.7

52.9

49.9

25.3

2.4

2.7

36.9

－

－

48.4

40.5

－

26.1

27.0

34.6

22.9

－

52.0

50.8

28.1

1.7

4.2

0 20 40 60

令和７年度調査

（回答者数 = 1,097）

令和２年度調査

（回答者数 = 1,145）
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【その他意見】 

・再雇用など、非正規ではない正規雇用を進めるべきである。 

・男性だから女性だからではなくその人物に見合った評価をしてほしい。 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性と比較して男性で「男女共同参画に関しての広報を充実させる」の割合が高く、

男性と比較して女性で「学校教育の場で、男女平等に関する教育をさらに進める」、「女性が働くための

機会を増やす、もともと女性が少なかった分野へ女性が進出できるよう職業教育や訓練を行う」、「介護

サービスや福祉関連の施設を充実させる」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
の
広
報

を
充
実
さ
せ
る 

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
の
講
習

会
や
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ
る 

男
女
平
等
に
関
す
る
情
報
誌
や
図

書
、
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
充
実 

学
校
教
育
の
場
で
、
男
女
平
等
に

関
す
る
教
育
を
さ
ら
に
進
め
る 

社
会
教
育
の
場
で
、
男
女
平
等
に

関
す
る
教
育
を
さ
ら
に
進
め
る 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
男
女
平

等
に
関
す
る
啓
発
を
さ
ら
に
進
め

る 審
議
会
委
員
や
管
理
職
な
ど
、
政

策
・
方
針
決
定
の
場
に
女
性
を
積

極
的
に
登
用
す
る 

民
間
企
業
・
団
体
な
ど
の
管
理
職

に
女
性
の
登
用
が
進
む
よ
う
支
援

す
る 

全  体 1,097 36.6  17.9  11.7  53.9  44.8  25.5  21.2  22.7  

男  性 451 39.9  20.6  12.4  49.4  42.6  27.3  19.1  22.4  

女  性 624 34.8  16.0  11.1  57.5  46.3  24.5  23.2  23.6  
 

区分 

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
取

扱
い
に
つ
い
て
、
企
業
な
ど
に
働

き
か
け
る 

女
性
や
男
性
の
生
き
方
や
悩
み
に

関
す
る
相
談
の
場
を
充
実
さ
せ
る 

女
性
が
働
く
た
め
の
機
会
を
増
や

す
、
も
と
も
と
女
性
が
少
な
か
っ

た
分
野
へ
女
性
が
進
出
で
き
る
よ

う
職
業
教
育
や
訓
練
を
行
う 

保
育
・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

を
充
実
さ
せ
る 

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
関
連
の
施

設
を
充
実
さ
せ
る 

生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
支
援
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 34.5  23.9  29.7  52.9  49.9  25.3  2.4  2.7  

男  性 34.8  22.4  25.1  50.6  42.4  25.9  3.3  2.7  

女  性 34.1  25.0  33.3  55.0  55.6  25.6  1.6  2.2  
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【性別・年代別】 

性別・年代別にみると、男女ともに年齢が上がるほど「介護サービスや福祉関連の施設を充実させる」

の割合が高い傾向にあります。また、男性 60代で「男女共同参画に関しての広報を充実させる」、男性

70 代以上で「男女共同参画に関しての講習会や学習機会を充実させる」、女性 40 代で「学校教育の場

で、男女平等に関する教育をさらに進める」、女性 30代で「女性が働くための機会を増やす、もともと

女性が少なかった分野へ女性が進出できるよう職業教育や訓練を行う」、女性 70 代以上で「生涯を通

じた男女の健康づくりのために支援を行う」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
の
広
報

を
充
実
さ
せ
る 

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
の
講
習

会
や
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ
る 

男
女
平
等
に
関
す
る
情
報
誌
や
図

書
、
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
充
実 

学
校
教
育
の
場
で
、
男
女
平
等
に

関
す
る
教
育
を
さ
ら
に
進
め
る 

社
会
教
育
の
場
で
、
男
女
平
等
に

関
す
る
教
育
を
さ
ら
に
進
め
る 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
男
女
平

等
に
関
す
る
啓
発
を
さ
ら
に
進
め

る 審
議
会
委
員
や
管
理
職
な
ど
、
政

策
・
方
針
決
定
の
場
に
女
性
を
積

極
的
に
登
用
す
る 

民
間
企
業
・
団
体
な
ど
の
管
理
職

に
女
性
の
登
用
が
進
む
よ
う
支
援

す
る 

全  体 1,097 36.6  17.9  11.7  53.9  44.8  25.5  21.2  22.7  

男性 20代 37 21.6  13.5  10.8  35.1  32.4  13.5  8.1  16.2  

   30代 61 29.5  9.8  6.6  45.9  34.4  16.4  13.1  13.1  

   40代 77 37.7  18.2  13.0  45.5  46.8  27.3  13.0  18.2  

   50代 87 36.8  19.5  17.2  59.8  50.6  34.5  26.4  28.7  

   60代 92 52.2  23.9  13.0  48.9  43.5  31.5  19.6  26.1  

   70代以上 96 46.9  30.2  11.5  52.1  40.6  29.2  25.0  25.0  

女性 20代 43 34.9  14.0  7.0  53.5  48.8  23.3  23.3  25.6  

   30代 79 29.1  16.5  19.0  59.5  49.4  20.3  27.8  29.1  

   40代 113 31.9  15.0  8.8  66.4  50.4  23.0  19.5  24.8  

   50代 152 32.9  19.7  11.8  57.9  49.3  30.3  21.1  20.4  

   60代 115 39.1  9.6  8.7  56.5  45.2  21.7  22.6  18.3  

   70代以上 121 39.7  19.0  10.7  49.6  36.4  24.0  26.4  26.4  
 

区分 

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
取

扱
い
に
つ
い
て
、
企
業
な
ど
に
働

き
か
け
る 

女
性
や
男
性
の
生
き
方
や
悩
み
に

関
す
る
相
談
の
場
を
充
実
さ
せ
る 

女
性
が
働
く
た
め
の
機
会
を
増
や

す
、
も
と
も
と
女
性
が
少
な
か
っ

た
分
野
へ
女
性
が
進
出
で
き
る
よ

う
職
業
教
育
や
訓
練
を
行
う 

保
育
・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

を
充
実
さ
せ
る 

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
関
連
の
施

設
を
充
実
さ
せ
る 

生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
支
援
を
行
う 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 34.5  23.9  29.7  52.9  49.9  25.3  2.4  2.7  

男性 20代 32.4  27.0  24.3  51.4  29.7  29.7  5.4  2.7  

   30代 31.1  19.7  19.7  55.7  27.9  18.0  6.6  0.0  

   40代 36.4  28.6  23.4  50.6  37.7  29.9  5.2  2.6  

   50代 35.6  24.1  28.7  42.5  43.7  26.4  3.4  2.3  

   60代 32.6  22.8  25.0  56.5  50.0  25.0  1.1  2.2  

   70代以上 38.5  15.6  26.0  49.0  52.1  26.0  1.0  5.2  

女性 20代 37.2  30.2  32.6  58.1  41.9  23.3  2.3  0.0  

   30代 41.8  30.4  40.5  62.0  41.8  34.2  1.3  0.0  

   40代 29.2  16.8  35.4  51.3  44.2  23.9  1.8  0.9  

   50代 38.2  25.7  29.6  52.0  57.2  18.4  2.6  2.6  

   60代 33.9  24.3  27.8  58.3  61.7  20.9  0.9  3.5  

   70代以上 28.1  26.4  36.4  53.7  72.7  36.4  0.8  4.1  
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問 25 男女共同参画について、何かご意見があればお聴かせください。（自由意見） 

男女共同参画について寄せられた意見を、カテゴリ分類し、抜粋して掲載しています。 

 

※回答いただいた意見を原文のまま掲載しています。 

※複数のカテゴリに係る意見はそれぞれでカウントしているため、意見の数とカテゴリ件数の合計は一致しません。 

※特にない、わからないを除きます。 

 

（１）行政について（22 件） 

・ＳＮＳを活用し、小牧市の方に啓発をすると、目にする機会が増えると思います。コロナの時Ｌｉｎ

ｅを活用していたと思いますが、インスタグラム等のツールを活用してはどうでしょうか？ 

・無理なく参加できるやり方やサポート体制を作れるとよいです。 

・教育や行政の場では、男女共同参画はかなり実現できていると思う。 一方で、一般企業（とくに昔

ながらの中小企業）では男女不平等や差別がいまだに多い。そういった所へ、男女不平等や男女共同

参画の具体例を示す講習が必要。女性の雇用拡大、労働力維持のためにも商工会議所などと連携して

周知してほしい。 

 

（２）アンケートについて（16 件） 

・アンケートだけで終わる事のない様頑張ってください！！ 

・このアンケート自体、主語が女性の回答が多く、男女平等よりも女性に対する対応の話が多く感じ

た。 

・せっかくこのようなアンケートがあるならば、賛成や反対、限られた選択肢の中でのＹＥＳｏｒＮＯ

ではなく、１つ１つの質問に対して、文章で答えられる、個々の意見や考えをもっと書けるようにし

て、作られる方がいいと思います。あらかじめ決められたものの中で、こちらが選ぶだけのアンケー

トではなく、こちらがもっと言葉でたくさんのことを言える、伝えれるものにすると、もっと充実し

たアンケートがとれると思います。でもいろいろと考えさせられる内容で、男女共同参画社会につい

て知るいい機会となりました。ありがとうございました。 

 

（３）教育について（14 件） 

・何事についても、社会はいっぺんには変わらない。変わるとすれば、若い世代からだ。ついては、若

い世代への教育や啓蒙を根気よく続けることが欠かせない。市民全体に訴えつつ、特に若年層への注

力を今後も続けていってほしい。 

・学校や家庭で子どもに教える事が良いのでは。 

・教育、教え込んでジェンダー問題等を納得させるもいいが、子どもは大人のすがたを見てまねすると

思うので、現実の生活の中から自然とジェンダフリーを感じさせるように、頭の固い大人たちがタブ

ーしせず、差別意識も無くすようにそういう人たちこそジェンダー問題に取組み学ぶ、何か感じる

時、場をつくってもらいたい。ＴＶでヨーロッパの取組を見たが取組というより自然な形でジェンダ

フリーの方々も生活されていた。たくさん学ぶ事があると思った。 
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（４）就労について（11 件） 

・子どもがいると、働きたくてもえらべる仕事は少なく、病気等になった場合、早退や休みを女性（母

親）が主にとらざるをえず、職場に対して気まずくなり不公平である。 

・女性が出産や育児において、キャリアが一時的に途絶えることが大きな課題だと思います。産育休中

でも会社との繋がりやキャリアを少しでも保てる仕組みが行政側の支援で出来ると良いと思います。 

・私は以前正社員で働いていましたが、主人の海外転勤への帯同をきっかけに、離職しました。その後

子どもができ、数年後に帰国し、子育てをしながらパートで働いていましたが、同時に私の親の介護

が必要となりました。そして再び主人が海外転勤となった為、今は単身赴任をしてもらっています。

私一人で子育てと介護をする事はあまりに大変なので、今はパートも辞めました。本心では、正社員

での再就職を希望していますが、子育てをするだけでも一人ではサポートが必要な時もあり、その上

介護となれば、私自身の就職は諦めざるを得ません。このような状況の者に対してのサポート(例え

ば、子どもの学校や、年寄りのデイサービスなどでの突破的な体調不良で迎えが必要だったり、看病

が必要だったりする時のサポート等)があれば再就職がてきるのになと思っています。 

 

（５）「男女共同参画」、「男女平等」について（90 件） 

・男性と女性では特性や得意な分野、体力など違いも大きいと思います。男女がどうこうより個人個人

が平等にいられる社会、個人が認められる社会、違いは違いとして認め合う社会が大切だと思いま

す。男女と書いている時点で差別的なものを感じてしまいます。 

・このようなテーマは、女性優位に舵が切られがち。あくまでも共同で社会を作る事を忘れないで欲し

いです。 

・男女それぞれの特長や強みを、互いに尊重し、敬意を持つことが基盤になると考えます。その上で、

全ての要素で平等にすることは原理的に不可能であるし、無理に平等性を追求することで家庭及び

社会が不健康な方向に進むと感じています。日本国内で最大の問題は少子高齢化であり、世界的にみ

ても顕著で（良く言えば先駆的で）女性の社会的活躍と出生率上昇とのトレードオフを強く意識する

必要がある。 

（６）経済について（15 件） 

・女性が経済能力があると男女の平等社会になれると思います。 

・男女共同参画より前に安い賃金で労働力が欲しいという構造がどうにかならない限りどうしようも

ないのではと思ってしまいます。人口減少や移民政策で更に近い将来男女共同参画なんて言ってら

れなくなるのではと不安で、ある程度の治安・経済がなければどれだけ話し合われても実現しないの

ではと思います。 

・社会進出をしたい女性は、しっかりと計画されていくべきだと思うが、そうではなく家庭で頑張りた

いという女性（男性）もいる。無理に共働きを推進するのではなく、そもそも賃金の手取りが少ない

為、しょうがなく共働きをしなくてはならない家庭も多いので、賃金上昇と無駄な出費をおさえ税金

と健康保険、厚生年金、住民税の減少が進めばゆとりある生活ができると思うので、家庭収入を増や

す活動に力を入れてもらいたい。 
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（７）男性の家庭参加（14 件） 

・いくら外で男女平等についての教育を受けても、男性自身が変わろうとしない限り、家庭での家事分

担については変わるとは思えない。周りでは若い子たちは家事をやっているが、オレは無理と簡単に

言うので、それが現実。昭和世代は、恐らく変わる事はないと思う。 

・男女共同参画を実現するためには、まず女性が家事・育児を男性と平等に分担することがなければ、

女性の一方的な負担増になるだけです。 

・家事・育児は男性はお手伝いすると思っている。お手伝いと思っている時点で、主体的に動けていな

いと認識して欲しい。 

 

（８）その他（８件） 

・すべて他人事と思わず自分自身の事として考えてみる事がのぞましい、少し見る方向を変えて見て

みる事をしてみる。 

・男女共同参加社会であれば、性的な問題も必然的にからんでくる。ならば、現在社会での血液の検査

等健康であるという事がお互いに重大な条件であると思う。事が実行されて、１年後の結果でないと

判断できない。こんな大切な事を、事前に実行なされてない事が、私自身には理解出来ない。 

・私たちはコミュニティとして仲良く暮らし、差別や民族の違いなく、お互いの考えを尊重します。 
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Ⅳ 学生 調査結果の概要 

１ 学生の概要について（中学生：中学２年生 小学生：小学５年生） 

・「男子」（中学生：50.2％、小学生：48.9％）、「女子」（中学生：49.0％、小学生：48.5％） 

「答えたくない、わからない、その他」（中学生：0.8％、小学生：2.6％） 

 

２ 学校生活について 

・「重いものを運んだり、力がいる仕事をすること」については「男子ほうが向いていると思う」（中学

生：64.6％、小学生：57.7％） 

 

３ 普段の生活について 

・「男の子／女の子だから○○しなさい」と“言われる”（「よく言われる」＋「ときどき言われる」）（中

学生：28.6％、小学生：24.0％） 

・「男の子／女の子だから○○しなさい」と言われた内容は、「服装・身だしなみ」（中学生：52.6％、

小学生：40.0％）、「言葉づかい」（中学生：45.4％、小学生：39.5％）、「掃除や整理整頓」（中学生：

31.1％、小学生：27.0％） 

・「男の子／女の子だから○○しなさい」と言われた時、「嫌な気持ちがした」（中学生 28.0％、小学生：

40.0％） 

・「男の子／女の子だから○○しなさい」と言ってきたのは「母親」（中学生：64.5％、小学生 61.4％） 

・家の中の手伝いについて、“している”（「よくしている」＋「時々している」）手伝いは「食事の後か

たづけ」（中学生：86.7％、小学生：84.3％） 

・理想の家事分担として、「お金をかせぐこと」については「男性が中心だが、女性も手伝う」（中学生：

27.3％）、“男の人がするのがよい”（「男の人がするのがよい」＋「どちらかといえば男の人がするの

がよい」）（小学生：11.4％） 

また、「料理・そうじ・洗濯など」については「女性が中心だが、男性も手伝う」（中学生：28.6％）、

“女の人がするのがよい”（「女の人がするのがよい」＋「どちらかといえば女の人がするのがよい」）

（小学生：18.2％） 

 

４ 仕事・将来について 

・希望する進路は「４年制大学まで」（中学生：32.0％、小学生：なし） 

・「男性は外で働き、女性は家庭で家事をする」という考え方について、“そう思う”（「そう思う」＋「ど

ちらかといえばそう思う」）（中学生：27.6％、小学生：26.6％）、“そう思わない”（「そう思わない」

＋「どちらかといえばそう思わない」）（中学生：58.5％、小学生：59.8％） 

・“そう思う”理由は、「家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、女性が働き続けることは大変

だと思うから」（中学生：45.9％、小学生：なし） 

・“そう思わない”理由は、「性別によって役割を押し付けるべきではないから」（中学生：67.2％、小

学生：なし）  
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・男性が家事を行うことについては「男性も家事（育児、介護などを含む）を行うことは当然である」

（中学生：49.1％、小学生：36.1％）、「男性が家事（育児、介護などを含む）に参加すると、子ども

にいい影響を与える」（中学生：46.9％、小学生：35.8％）、「家事（育児、介護などを含む）を行う

男性は、時間の使い方が効率的で仕事もできる」（中学生：32.8％、小学生：36.4％） 

・将来つきたい仕事は「会社員」（中学生：9.8％、小学生：4.7％）と「スポーツ選手」（中学生：9.2％、

小学生：17.1％） 

・将来、仕事と家庭をどのようにしたいかについて、「仕事も家庭も大切にした生活」（中学生：なし、

小学生：78.7％） 

・なりたい仕事を実現する際の性別の影響について、“影響する”（「影響する」＋「少し影響する」）（中

学生：33.8％、小学生：32.0％）、“影響しない”（「影響しない」＋「あまり影響しない」）（中学生：

52.7％、小学生：46.7％） 

 

５ 性別・男女の平等意識について 

・自分の出生時の性別について「良かったと思っている」（中学生：60.0％、小学生：66.0％）、「反対

なら良かったと思っている」（中学生：3.0％、小学生：3.0％） 

・性的少数者について悩んだり、考えたりしたことが「（自分の問題として）ある」（中学生：6.4％、

小学生：13.6％）、「（友達や家族のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある」（中学生：

8.6％、小学生：15.6％）、「ない」（中学生：85.0％、小学生：70.7％） 

・性について安心して学べる環境にするために必要な支援は、「相談できる窓口の設置」（中学生：32.4％、

小学生：なし）と「学校で学ぶ機会を増やす」（中学生：22.0％、小学生：なし） 

・自分の悩みの伝え方について「直接会って話す」（中学生：40.2％、小学生：なし）、「自分の悩みを

人に話さない」（中学生：31.4％、小学生：なし） 

・「デートＤＶ」という言葉を「知っている」（中学生：43.4％、小学生：なし）、「聞いたことがある」

（中学生：30.1％、小学生：なし）、「知らない」（中学生：26.5％、小学生：なし） 

・「デートＤＶだと思う」行為は、「殴ったり、叩いたりする」（中学生：82.9％、小学生：なし）と「無

理やり性的な行為をする」（中学生：80.3％、小学生：なし） 

・「社会全体の場で」の男女の地位は「男性のほうが優遇されている」（中学生：21.8％、小学生：なし）、

「学校教育の場で」の男女の地位は「平等」（中学生：59.5％、小学生：なし） 

・男女共同参画について、「学んだことがある」（中学生：46.5％、小学生：なし）、「学んだことはない」

（中学生：15.6％、小学生：なし） 

 

６ 男女共同参画に関する用語について 

・「言葉も内容も知らない」関連用語は、「男女共同参画社会基本法」（中学生：79.1％、小学生：なし）、

「女子差別撤廃条約」（中学生：67.8％、小学生：なし）、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）」（中学生：56.7％、小学生：なし）、「ＬＧＢＴＱ」（中学生：52.6％、小学生：なし）、「ド

メスティック・バイオレンス（ＤＶ）」（中学生：30.2％、小学生：70.6％） 
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Ⅴ 学生 調査結果 

１ あなた自身のことについて 

問 あなたの性別を教えてください。（選択は１つ） 

中学２年生 

「男子」の割合が 50.2％、「女子」の割合が 49.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

「男子」の割合が 48.9％、「女子」の割合が 48.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,023 50.2 49.0 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 895 48.9 48.5 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子 女子 答えたくない、わからない、その他 無回答

男子 女子 答えたくない、わからない、その他 無回答
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２ 学校生活について 

問 学校での生活で、次のものは男女のどちらに向いていると思いますか。 

（選択はそれぞれ１つ）※令和２年度類似設問あり 

中学２年生 

「男子のほうが向いていると思う」の割合が『ウ 重いものを運んだり、力がいる仕事をすること』

で 64.6％、「男女で変わらないと思う」の割合が『ア 学級委員・児童会の会長や委員長』で 86.5％、

「女子のほうが向いていると思う」の割合が『エ そうじや整理整とんをすること』で 26.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和２年度調査 参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 = 1,023

ア　学級委員・生徒会の会長
　　や委員長

イ　副会長や書記

ウ　重いものを運んだり、力
　　がいる仕事をすること

エ　そうじや整理整とんをす
　　ること

4.1

2.2

64.6

0.9

86.5

84.8

30.5

68.8

5.7

8.8

0.7

26.9

3.7

4.2

4.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答

回答者数 = 1,373

ア　学級委員・生徒会長
　　など、皆をまとめる役は
　　男子に向いている

イ　副会長・書記など、
　　細やかな気づかいをする
　　役は女子に向いている

ウ　道具運びなど力のいる
　　仕事は男子に向いている

エ　給食係や教室の掃除
　　などの仕事は女子に
　　向いている

オ　先生は女子にはあまり
　　怒らない

6.3

12.4

31.4

7.7

19.2

18.9

28.2

38.5

15.0

24.3

20.2

15.4

11.5

26.4

16.2

37.2

30.4

12.2

38.4

26.9

0.4

0.6

0.4

0.7

0.6

17.0

13.0

5.9

11.9

12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 118 

小学５年生 

「男子のほうが向いていると思う」の割合が『ウ 重いものを運んだり、力がいる仕事をすること』

で 57.7％、「男女で変わらないと思う」の割合が『ア 学級委員・児童会の会長や委員長』で 76.4％、

「女子のほうが向いていると思う」の割合が『エ 給食係、そうじや整理整とんをすること』で 25.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和２年度調査 参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 = 895

ア　学級委員・児童会の会長
　　や委員長

イ　副会長や書記

ウ　重いものを運んだり、力
　　がいる仕事をすること

エ　給食係、そうじや整理整
　　とんをすること

6.1

4.9

57.7

2.7

76.4

70.8

35.2

66.4

8.4

14.1

1.5

25.5

9.1

10.2

5.7

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答

回答者数 = 1,359

ア　学級委員・生徒会長
　　など、皆をまとめる役は
　　男子に向いている

イ　副会長・書記など、
　　細やかな気づかいをする
　　役は女子に向いている

ウ　道具運びなど力のいる
　　仕事は男子に向いている

エ　給食係や教室の掃除
　　などの仕事は女子に
　　向いている

オ　先生は女子にはあまり
　　怒らない

10.7

33.8

48.9

19.8

15.7

24.5

31.1

28.6

24.7

18.0

22.5

8.7

7.4

18.0

12.2

24.4

14.1

9.6

24.9

38.6

17.4

11.3

4.6

11.1

14.5

0.4

1.1

1.0

1.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ア 学級委員・生徒会の会長や委員長（小学５年生：学級委員・児童会の会長や委員長） 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「男女で変わらないと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、男子で「男子のほうが向いていると思う」の割合が高く、女子で「女子のほうが向い

ていると思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

9.8

2.8

75.3

78.3

60.9

4.8

12.2

4.3

10.0

6.7

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

5.8

2.4

83.7

89.6

75.0

4.9

6.4

12.5

5.6

1.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答
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イ 副会長や書記 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「男女で変わらないと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

6.8

3.2

70.3

71.9

60.9

11.9

16.8

4.3

11.0

8.1

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

3.7

0.8

82.3

87.4

75.0

7.6

10.0

12.5

6.4

1.8

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答
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ウ 重いものを運んだり、力がいる仕事をすること 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、男子で「男子のほうが向いていると思う」の割合が高く、女子で「男女で変わらない

と思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、男子で「男子のほうが向いていると思う」の割合が高く、女子で「男女で変わらない

と思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

65.1

51.4

34.8

27.9

42.6

34.8

1.1

1.8

5.9

4.1

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

69.5

60.3

25.0

25.7

35.5

25.0

0.8

0.4

12.5

4.1

3.8

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答
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エ そうじや整理整とんをすること（小学５年生：給食係、そうじや整理整とんをすること） 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

4.3

1.2

66.0

67.7

47.8

24.9

26.3

21.7

4.8

4.8

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

1.6

0.2

69.6

68.3

50.0

24.7

28.9

37.5

4.1

2.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答

男子のほうが向いていると思う 男女で変わらないと思う

女子のほうが向いていると思う わからない

無回答
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３ 普段の生活について 

問 あなたは、「男の子だから〇〇しなさい」や「女の子だから〇〇しなさい」と言われたこ

とがありますか。（選択は１つ） 

中学２年生 

「ほとんど言われない」の割合が 49.2％と最も高く、次いで「言われたことがない」の割合が 22.2％、

「ときどき言われる」の割合が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「ほとんど言われない」の割合が高く、答えたくない、わからない、その他で

「よく言われる」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

「ほとんど言われない」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「言われたことがない」の割合が 35.1％、

「ときどき言われる」の割合が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

5.4

9.4

37.5

17.3

24.8

25.0

55.1

43.5

25.0

22.2

22.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,023 7.6 21.0 49.2 22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 895 6.5 17.5 40.9 35.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく言われる ときどき言われる ほとんど言われない

言われたことがない 無回答

よく言われる ときどき言われる ほとんど言われない

言われたことがない 無回答

よく言われる ときどき言われる ほとんど言われない

言われたことがない 無回答
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【性別】 

性別にみると、男子で「ほとんど言われない」の割合が高く、女子で「ときどき言われる」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

7.1

5.8

8.7

12.6

22.6

17.4

44.5

37.3

39.1

35.8

34.3

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく言われる ときどき言われる ほとんど言われない

言われたことがない 無回答
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＜前問で「よく言われる」「ときどき言われる」を選択した人に聞きます。＞ 

問 どんなことについて言われましたか。（選択はいくつでも） 

中学２年生 

「服装・身だしなみ」の割合が 52.6％と最も高く、次いで「言葉づかい」の割合が 45.4％、「掃除や

整理整頓」の割合が 31.1％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「服装・身だしなみ」、「友人関係」の割合が増加しています。一方、

「勉強」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「言葉づかい」が「言葉づかいが悪いとき」、「服装・身だしなみ」が「服装・身だしなみが悪いとき」、

「掃除や整理整頓」が「整理整頓ができないとき」、「勉強」が「勉強をしないとき」、「友人関係」が「友人について」、「手伝

い」が「手伝いをしないとき」となっており、「その他」がありませんでした。 

 

【その他意見】 

・姿勢 

・スポーツ  

％

言葉づかい

服装・身だしなみ

掃除や整理整頓

勉強

泣いたとき

友人関係

手伝い

その他

無回答

45.4

52.6

31.1

14.3

16.0

17.1

27.0

6.5

0.0

49.7

41.6

30.7

19.6

16.5

9.1

30.5

－

0.7

0 20 40 60

令和７年度調査

（回答者数 = 293）

令和２年度調査

（回答者数 = 449）
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【性別】 

性別にみると、男子で「手伝い」の割合が高く、女子で「服装・身だしなみ」の割合が高くなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

言
葉
づ
か
い 

服
装
・
身
だ
し
な
み 

掃
除
や
整
理
整
頓 

勉
強 

泣
い
た
と
き 

友
人
関
係 

手
伝
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 293 45.4  52.6  31.1  14.3  16.0  17.1  27.0  6.5  0.0  

男  子 117 17.1  23.1  17.1  20.5  30.8  17.9  38.5  9.4  0.0  

女  子 171 63.7  72.5  40.4  9.4  5.3  15.8  19.9  4.1  0.0  

答えたくない、 

わからない、その他 
5 80.0 60.0 40.0 40.0 40.0 40.0 0.0 20.0 0.0 

 

小学５年生 

「服そう・身だしなみ」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「言葉づかい」の割合が 39.5％、「そう

じや整理整とん」の割合が 27.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「服そう・身だしなみ」、「友人関係」の割合が増加しています。一方、

「手伝い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「言葉づかい」が「言葉づかいが悪いとき」、「服そう・身だしなみ」が「服そう・身だしなみが悪いと

き」、「そうじや整理整とん」が「整理整頓ができないとき」、「勉強」が「勉強をしないとき」、「友人関係」が「友人について」、

「手伝い」が「手伝いをしないとき」となっており、「その他」がありませんでした。 

 

 

【その他意見】 

・座る時の姿勢 

・物を運ぶとき  

％

言葉づかい

服そう・身だしなみ

そうじや整理整とん

勉強

泣いたとき

友人関係

手伝い

その他

無回答

39.5

40.0

27.0

19.1

23.7

18.1

20.0

14.4

0.0

41.6

30.0

30.2

22.2

23.5

8.0

30.0

－

2.2

0 10 20 30 40 50

令和７年度調査

（回答者数 = 215）

令和２年度調査

（回答者数 = 464）
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【性別】 

性別にみると、男子で「泣いたとき」、「手伝い」の割合が高く、女子で「言葉づかい」、「服そう・身

だしなみ」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

言
葉
づ
か
い 

服
そ
う
・
身
だ
し
な
み 

そ
う
じ
や
整
理
整
と

ん 勉
強 

泣
い
た
と
き 

友
人
関
係 

手
伝
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 215 39.5  40.0  27.0  19.1  23.7  18.1  20.0  14.4  0.0  

男  子 86 20.9  14.0  23.3  22.1  44.2  12.8  29.1  17.4  0.0  

女  子 123 52.8  57.7  29.3  16.3  9.8  19.5  14.6  10.6  0.0  

答えたくない、 

わからない、その他 
6 33.3 50.0 33.3 33.3 16.7 66.7 0.0 50.0 0.0 

 

 

 

＜前問で「よく言われる」・「ときどき言われる」を選択した人に聞きます。＞ 

問 あなたは言われたとき、どんな気持ちでしたか。（選択は１つ）※令和２年度類似設問あり 

中学２年生 

「嫌な気持ちがした」、「何とも思わなかった」の割合が 28.0％と最も高く、次いで「なぜそう言わ

れるのか不思議に思った」の割合が 24.9％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「嫌な気持ちがした」、「そのとおりだと思った」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「なぜそう言われるのか不思議に思った」がありませんでした。 

※令和２年度調査では、「嫌な気持ちがした」の選択肢は「嫌な気分だった」となっていました。 

 

【その他意見】 

・考え方が古いなと思った 

・怒りの感情を覚えた 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 293

令和２年度調査 449

28.0

45.7

13.3

20.5

24.9 28.0

28.5

5.8

5.1 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

嫌な気持ちがした そのとおりだと思った

なぜそう言われるのか不思議に思った 何とも思わなかった

その他 無回答
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【性別】 

性別にみると、男子で「何とも思わなかった」の割合が高く、女子で「なぜそう言われるのか不思議

に思った」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

「いやな気持ちがした」の割合が 40.0％、「そのとおりだと思った」の割合が 20.5％、「なぜそう言

われるのかふしぎに思った」の割合が 29.3％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「なぜそう言われるのかふしぎに思った」の割合が増加し、「そのとお

りだと思った」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「なぜそう言われるのかふしぎに思った」がありませんでした。 

※令和２年度調査では、「いやな気持ちがした」の選択肢は「いやな気分だった」となっていました。 

 

【その他意見】 

・男女で差別するとは良くないと思った 

・イライラした 

・何も思わなかった 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 215

令和２年度調査 1,359

40.0

36.6

20.5

36.2

29.3 10.2

7.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 117

女子 171

答えたくない、
わからない、その他

5

23.9

30.4

40.0

16.2

11.7

18.8

29.8

36.8

22.8

4.3

5.3

60.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いやな気持ちがした そのとおりだと思った

なぜそう言われるのかふしぎに思った その他

無回答

嫌な気持ちがした そのとおりだと思った

なぜそう言われるのか不思議に思った 何とも思わなかった

その他 無回答
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【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前問で「よく言われる」・「ときどき言われる」を選択した人に聞きます。＞ 

問 それはだれから言われましたか。（選択はいくつでも） 

中学２年生 

「母親」の割合が 64.5％と最も高く、次いで「父親」の割合が 35.5％、「友だち」の割合が 22.2％

となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「友だち」の割合が増加しています。一方、「母親」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「学校の先生」、「塾や習い事の先生」がありませんでした。 

 

【その他意見】 

・同級生  

回答者数 =

男子 86

女子 123

答えたくない、
わからない、その他

6

43.0

38.2

33.3

22.1

19.5

16.7

27.9

30.9

16.7

7.0

11.4

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

父親

母親

祖父

祖母

兄弟・姉妹

親戚やいとこ

友だち

学校の先生

塾や習い事の先生

近所の人

その他

無回答

35.5

64.5

7.8

15.7

10.2

4.8

22.2

10.6

5.1

1.4

2.4

0.0

37.9

81.7

3.8

15.1

15.2

4.7

16.5

－

－

1.5

1.8

－

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 293）

令和２年度調査

（回答者数 = 449）

いやな気持ちがした そのとおりだと思った

なぜそう言われるのかふしぎに思った その他

無回答
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【性別】 

性別にみると、男子で「父親」、「塾や習い事の先生」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
親 

母
親 

祖
父 

祖
母 

兄
弟
・
姉
妹 

親
戚
や
い
と
こ 

友
だ
ち 

学
校
の
先
生 

塾
や
習
い
事
の
先
生 

近
所
の
人 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 293 35.5  64.5  7.8  15.7  10.2  4.8  22.2  10.6  5.1  1.4  2.4  0.0  

男  子 117 40.2  49.6  6.8  8.5  11.1  1.7  25.6  16.2  9.4  0.9  3.4  0.0  

女  子 171 32.7  74.3  8.2  19.9  9.9  6.4  18.7  5.8  2.3  1.8  1.2  0.0  

答えたくない、 

わからない、その他 
5 20.0 80.0 20.0 40.0 0.0 20.0 60.0 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 

 

小学５年生 

「お母さん」の割合が 61.4％と最も高く、次いで「お父さん」の割合が 32.1％、「友だち」の割合が

25.6％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「友だち」の割合が増加しています。一方、「お父さん」、「お母さん」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「学校の先生」、「じゅくや習い事の先生」がありませんでした。 

 

【その他意見】 

・叔母 

・同級生  

％

お父さん

お母さん

おじいちゃん

おばあちゃん

兄弟・姉妹

親せきやいとこ

友だち

学校の先生

じゅくや習い事の先生

近所の人

その他

無回答

32.1

61.4

7.4

14.0

15.8

5.1

25.6

9.8

7.0

2.3

3.7

0.0

41.8

80.8

8.2

16.4

17.3

4.1

16.2

－

－

1.2

2.4

0.6

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 215）

令和２年度調査

（回答者数 = 464）



 

 131 

【性別】 

性別にみると、男子で「近所の人」の割合が高く、女子で「お母さん」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

お
父
さ
ん 

お
母
さ
ん 

お
じ
い
ち
ゃ
ん 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

兄
弟
・
姉
妹 

親
せ
き
や
い
と
こ 

友
だ
ち 

学
校
の
先
生 

じ
ゅ
く
や
習
い
事
の

先
生 

近
所
の
人 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 215 32.1  61.4  7.4  14.0  15.8  5.1  25.6  9.8  7.0  2.3  3.7  0.0  

男  子 86 34.9  54.7  10.5  10.5  17.4  5.8  23.3  15.1  8.1  5.8  2.3  0.0  

女  子 123 30.1  67.5  5.7  17.1  14.6  4.9  26.8  5.7  6.5  0.0  3.3  0.0  

答えたくない、 

わからない、その他 
6 33.3 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 33.3 0.0 

問 あなたは家の中の手伝いをどれくらいしていますか。（選択はそれぞれ１つ） 

中学２年生 

「よくしている(一週間に１回以上)」の割合が『イ 食事の後かたづけ』で 65.5％、「時々している

(一月に１回以上）」の割合が『エ 自分の部屋の掃除』で 52.5％、「あまりしていない・していない」

の割合が『ケ 親の仕事の手伝い』で 76.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,023

ア　食事を作る

イ　食事の後かたづけ

ウ　ゴミ出し

エ　自分の部屋の掃除

オ　家の中の掃除

カ　フロ洗い

キ　洗濯

ク　買い物やおつかい

ケ　親の仕事の手伝い

32.2

65.5

19.2

27.8

17.4

26.0

21.8

14.7

6.9

35.8

21.2

29.0

52.5

44.6

27.9

28.8

34.0

16.8

32.1

13.3

51.8

19.7

38.0

46.1

49.4

51.3

76.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 132 

小学５年生 

「よくしている(一週間に１回以上)」の割合が『イ 食事の後かたづけ』で 61.3％、「時々している

(一月に１回以上）」の割合が『オ 家の中のそうじ』で 46.0％、「あまりしていない・していない」の

割合が『ケ 親の仕事の手伝い』で 50.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 895

ア　食事を作る

イ　食事の後かたづけ

ウ　ゴミ出し

エ　自分の部屋のそうじ

オ　家の中のそうじ

カ　フロ洗い

キ　せんたく

ク　買い物やおつかい

ケ　親の仕事の手伝い

36.2

61.3

22.3

24.1

22.6

28.7

22.6

20.0

20.0

36.1

23.0

32.7

42.7

46.0

30.9

34.0

32.4

29.9

27.7

15.6

44.9

33.2

31.4

40.3

43.5

47.6

50.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 133 

ア 食事を作る 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「よくしている(一週間に１回以上)」、「時々している(一月に１回以

上）」の割合が増加し、「あまりしていない・していない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「あまりしていない・していない」の割合が高く、女子で「時々している(一

月に１回以上）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

31.9

32.1

50.0

32.5

39.5

12.5

35.6

28.3

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

32.2

14.1

35.8

29.7

32.1

53.8 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 134 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「よくしている(一週間に１回以上)」の割合が増加し、「あまりしてい

ない・していない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「あまりしていない・していない」の割合が高く、女子で「時々している(一

月に１回以上)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

34.2

37.8

43.5

33.6

38.9

30.4

32.2

23.3

26.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

36.2

18.2

36.1

36.9

27.7

41.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 135 

イ 食事の後かたづけ 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「よくしている(一週間に１回以上)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

62.1

69.1

62.5

22.2

20.0

37.5

15.8

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

65.5

61.6

21.2

21.8

13.3

14.8 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 136 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、答えたくない、わからない、その他で「よくしている(一週間に１回以上)」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

57.1

65.0

73.9

23.1

23.7

8.7

19.9

11.3

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

61.3

60.8

23.0

21.4

15.6

15.5 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 137 

ウ ゴミ出し 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「あまりしていない・していない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「よくしている(一週間に１回以上)」の割合が高く、女子で「あまりしていな

い・していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

24.9

13.4

12.5

29.4

28.5

37.5

45.7

58.1

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

19.2

22.9

29.0

30.0

51.8

45.6 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 138 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「あまりしていない・していない」の割合が増加し、「よくしている(一

週間に１回以上)」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「よくしている(一週間に１回以上)」、「時々している(一月に１回以上)」の割

合が高く、女子で「あまりしていない・していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

26.0

18.0

34.8

37.2

28.6

26.1

36.8

53.5

39.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

22.3

27.6

32.7

30.7

44.9

39.1 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 139 

エ 自分の部屋の掃除 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「時々している(一月に１回以上）」の割合が増加し、「よくしている

(一週間に１回以上)」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「時々している(一月に１回以上）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

28.2

27.1

37.5

49.8

55.5

37.5

22.0

17.4

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

27.8

40.1

52.5

43.6

19.7

15.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答
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小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「あまりしていない・していない」の割合が増加し、「よくしている(一

週間に１回以上)」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「あまりしていない・していない」の割合が高く、女子で「よくしている(一

週間に１回以上)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

21.0

27.4

21.7

40.6

44.7

43.5

38.4

27.9

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

24.1

30.8

42.7

39.0

33.2

26.2 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 141 

オ 家の中の掃除 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子と女子で「時々している(一月に１回以上)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

16.9

17.2

62.5

43.4

46.1

25.0

39.7

36.7

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

17.4

22.3

44.6

40.4

38.0

35.5 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 142 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「時々している(一月に１回以上)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

24.2

20.5

30.4

42.5

50.2

34.8

33.3

29.3

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

22.6

25.2

46.0

42.4

31.4

29.7 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 143 

カ フロ洗い 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「時々している(一月に１回以上）」の割合が高く、女子で「あまりしていない・

していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

26.3

25.0

75.0

30.7

25.1

12.5

43.0

49.9

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

26.0

29.0

27.9

27.2

46.1

42.9 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 144 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

30.1

27.0

34.8

29.5

32.9

21.7

40.4

40.1

43.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

28.7

31.1

30.9

28.6

40.3

37.5 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 145 

キ 洗濯 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「あまりしていない・していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

19.8

23.4

50.0

28.0

29.5

37.5

52.1

47.1

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

21.8

24.5

28.8

28.6

49.4

45.7 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 146 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「あまりしていない・していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

19.9

24.9

30.4

32.2

35.3

43.5

47.9

39.9

26.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

22.6

23.2

34.0

29.2

43.5

44.6 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 147 

ク 買い物やおつかい 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

14.4

14.8

25.0

32.3

35.9

25.0

53.3

49.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

14.7

16.5

34.0

31.0

51.3

51.1 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答



 

 148 

小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「時々している(一月に１回以上)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

21.0

18.9

21.7

29.5

35.7

26.1

49.5

45.4

52.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

20.0

17.4

32.4

31.6

47.6

48.1 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答
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ケ 親の仕事の手伝い 

中学２年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

7.4

6.4

12.5

16.5

17.2

12.5

76.1

76.4

75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

6.9

8.4

16.8

17.2

76.2

72.7 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答
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小学５年生 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「時々している(一月に１回以上)」の割合が増加し、「あまりしていな

い・していない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「あまりしていない・していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

21.9

18.2

17.4

30.8

28.3

43.5

47.3

53.5

39.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

20.0

19.5

29.9

20.8

50.1

56.5 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答

よくしている(一週間に１回以上) 時々している(一月に１回以上）

あまりしていない・していない 無回答
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問 次のことについて、あなたの希望としては、男女でどのように分担したいと思いますか。

（選択はそれぞれ１つ) ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「男性が中心だが、女性も手伝う」の割合が『ア お金をかせぐこと』で 27.3％、「男性と女性が同

じくらい分担して行う」の割合が『エ 病気や高齢、障がいのある家族の世話』で 80.6％、「女性が中

心だが、男性も手伝う」の割合が『イ 料理・そうじ・洗濯など』で 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

「男の人がするのがよい」、「どちらかといえば男の人がするのがよい」を合わせた“男の人がするの

がよい”の割合が『ア お金をかせぐこと』で 11.4％、「協力してするのがよい」の割合が『ウ 子ど

もの世話』で 78.7％、「どちらかといえば女の人がするのがよい」、「女の人がするのがよい」を合わせ

た“女の人がするのがよい”の割合が『イ 料理・そうじ・洗たくなど』で 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男の人がするのがよい どちらかといえば男の人がするのがよい

協力してするのがよい どちらかといえば女の人がするのがよい

女の人がするのがよい わからない

無回答

ほとんど男性が行う 男性が中心だが、女性も手伝う

男性と女性が同じくらい分担して行う 女性が中心だが、男性も手伝う

ほとんど女性が行う わからない

無回答

回答者数 = 895

ア　お金をかせぐこと

イ　料理・そうじ・洗たくな
　　ど

ウ　子どもの世話

エ　病気や高れい、障がいの
　　ある家族の世話

4.1

1.3

1.1

2.2

7.3

0.8

1.0

1.7

77.8

72.7

78.7

78.1

1.1

11.8

7.6

3.8

0.2

6.4

4.9

1.7

9.5

6.9

6.7

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,023

ア　お金をかせぐこと

イ　料理・そうじ・洗濯など

ウ　子どもの世話

エ　病気や高齢、障がいのあ
　　る家族の世話

3.3

0.7

0.5

0.2

27.3

1.0

0.6

2.3

62.0

62.7

74.5

80.6

0.5

28.6

18.2

3.3

2.0

0.6

1.1

6.9

5.1

5.7

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ア お金をかせぐこと 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、男子で「男性が中心だが、女性も手伝う」の割合が高く、「男性と女性が同じくらい

分担して行う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、男子で“男の人がするのがよい”の割合が高く、女子で「協力してするのがよい」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

6.8

1.6

8.9

6.0

73.1

82.9

69.6

0.9

1.4

0.5

9.8

8.1

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

5.4

1.0

12.5

33.3

21.6

51.6

72.5

75.0

0.6

0.4

9.1

4.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人がするのがよい どちらかといえば男の人がするのがよい

協力してするのがよい どちらかといえば女の人がするのがよい

女の人がするのがよい わからない

無回答

ほとんど男性が行う 男性が中心だが、女性も手伝う

男性と女性が同じくらい分担して行う 女性が中心だが、男性も手伝う

ほとんど女性が行う わからない

無回答
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イ 料理・そうじ・洗濯など 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、男子で「女性が中心だが、男性も手伝う」の割合が高く、女子で「男性と女性が同じ

くらい分担して行う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「協力してするのがよい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

2.3

0.5

0.9

0.5

4.3

67.4

78.6

65.2

13.2

10.6

8.7

7.8

5.1

4.3

8.4

4.8

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

1.0

0.2

12.5

1.2

0.8

56.6

68.9

62.5

31.9

25.7

2.1

1.8

7.2

2.6

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人がするのがよい どちらかといえば男の人がするのがよい

協力してするのがよい どちらかといえば女の人がするのがよい

女の人がするのがよい わからない

無回答

ほとんど男性が行う 男性が中心だが、女性も手伝う

男性と女性が同じくらい分担して行う 女性が中心だが、男性も手伝う

ほとんど女性が行う わからない

無回答
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ウ 子どもの世話 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「男性と女性が同じくらい分担して行う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「協力してするのがよい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

1.6

0.5

4.3

1.8

0.2

74.7

83.2

69.6

7.5

7.6

8.7

6.2

3.9

8.2

4.6

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

0.8

12.5

0.4

0.8

70.6

78.6

62.5

19.6

16.8

12.5

0.8

0.4

7.8

3.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人がするのがよい どちらかといえば男の人がするのがよい

協力してするのがよい どちらかといえば女の人がするのがよい

女の人がするのがよい わからない

無回答

ほとんど男性が行う 男性が中心だが、女性も手伝う

男性と女性が同じくらい分担して行う 女性が中心だが、男性も手伝う

ほとんど女性が行う わからない

無回答
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エ 病気や高齢、障がいのある家族の世話 

中学２年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「男性と女性が同じくらい分担して行う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

【性別】 

性別にみると、女子で「協力してするのがよい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

4.3

0.2

2.5

0.9

72.6

84.3

65.2

3.4

4.1

4.3

3.0

0.5

14.2

9.9

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

0.4

3.7

1.0

75.7

86.0

62.5

3.3

3.4

1.2

0.8

12.5

15.8

8.8

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人がするのがよい どちらかといえば男の人がするのがよい

協力してするのがよい どちらかといえば女の人がするのがよい

女の人がするのがよい わからない

無回答

ほとんど男性が行う 男性が中心だが、女性も手伝う

男性と女性が同じくらい分担して行う 女性が中心だが、男性も手伝う

ほとんど女性が行う わからない

無回答



 

 156 

４ 仕事・将来について 

問 あなたは将来、どの学校まで行きたいと思いますか。（選択は１つ）※中学生のみ 

中学２年生 

「４年制大学まで」の割合が 32.0％と最も高く、次いで「まだ決めていない」の割合が 31.1％とな

っています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・博士課程 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「４年制大学まで」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

0.4

0.2

15.0

11.4

5.1

14.2

12.5

4.3

7.4

34.4

29.7

12.5

7.8

7.2

37.5

0.4

0.6

32.7

29.3

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校まで 高等学校まで

専門学校（各種学校）まで 短期大学・高等専門学校まで

４年制大学まで 大学院（６年制大学を含む）まで

その他 まだ決めていない

無回答

中学校まで 高等学校まで

専門学校（各種学校）まで 短期大学・高等専門学校まで

４年制大学まで 大学院（６年制大学を含む）まで

その他 まだ決めていない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

0.3

0.3

13.1

14.8

9.6

10.4

5.8

4.8

32.0

31.0

7.7

7.9

0.5

0.5

31.1

28.5 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 「男性は外で仕事をして収入を得て、女性は家庭で家事（育児、介護などを含む）をす

る」という考え方について、どのように思いますか。（選択は１つ） 

※令和２年度類似設問あり 

中学２年生 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 27.6％、「どちらかと

いえばそう思わない」、「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 58.5％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 449

3.3

5.8

24.3

19.5

27.1

17.0

31.4

42.5

13.9

15.1 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

4.9

1.6

12.5

26.5

22.4

12.5

26.1

28.1

25.0

28.0

34.7

37.5

14.6

13.2

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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小学５年生 

「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 26.6％、「どちらかと

いえばそう思わない」、「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 59.8％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、“そう思わない”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

7.5

17.9

19.1

26.6

18.8

11.0

41.0

27.8

13.6

15.7 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

10.0

5.1

4.3

22.4

16.1

13.0

17.8

20.7

34.7

47.5

39.1

15.1

10.6

43.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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問 前問で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を選択した人に聞きます。 

その理由は以下のどれに近いですか。（選択は１つ） 

※中学生のみ ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、女性が働き続けることは大変だと思うから」の割

合が 45.9％と最も高く、次いで「日本の昔ながらの家族のあり方だと思うから」の割合が 19.4％、「女

性が家庭にいた方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・男には男の役割があって女には女の役割があるから。 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、女性が働き続けることは大

変だと思うから」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 161

女子 120

答えたくない、
わからない、その他

2

19.3

19.2

50.0

13.7

4.2

50.0

16.1

18.3

43.5

50.0

5.0

6.7

2.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本の昔ながらの家族のあり方だと思うから

男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから

女性が家庭にいた方が、子どもの成長などにとって良いと思うから

家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、女性が働き続けることは大変だと思うから

わからない

その他

無回答

日本の昔ながらの家族のあり方だと思うから

男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから

女性が家庭にいた方が、子どもの成長などにとって良いと思うから

家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、女性が働き続けることは大変だと思うから

わからない

その他

無回答

回答者数 =

　 283 19.4 9.9 17.0 45.9

5.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 前問で「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」を選択した人に聞きます。 

その理由は以下のどれに近いですか。（選択は１つ） 

※中学生のみ ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「性別によって役割を押し付けるべきではないから」の割合が 67.2％と最も高く、次いで「男女が

ともに外の仕事と家事（育児、介護などを含む）を両方する方が、個人や社会にとって良いと思うから」

の割合が 14.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「性別によって役割を押し付けるべきではないから」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 278

女子 315

答えたくない、
わからない、その他

5

62.9

71.4

40.0

11.9

7.6

14.4

13.7

40.0

7.2

5.4

20.0

3.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 598 67.2 9.5 14.2

6.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性別によって役割を押し付けるべきではないから

男女ともに働いた方が、多くの収入を得られると思うから

男女がともに外の仕事と家事（育児、介護などを含む）を両方する方が、個人や社会にとって良いと思うから

家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、男女が働き続けることは可能だと思うから

わからない

無回答

性別によって役割を押し付けるべきではないから

男女ともに働いた方が、多くの収入を得られると思うから

男女がともに外の仕事と家事（育児、介護などを含む）を両方する方が、個人や社会にとって良いと思うから

家事（育児、介護などを含む）と両立しながら、男女が働き続けることは可能だと思うから

わからない

無回答
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問 男性が家事（育児、介護などを含む）を行うことについて、あなたの考えにあてはまる番

号をすべて選んでください。（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「男性も家事（育児、介護などを含む）を行うことは当然である」の割合が 49.1％と最も高く、次

いで「男性が家事（育児、介護などを含む）に参加すると、子どもにいい影響を与える」の割合が 46.9％、

「家事（育児、介護などを含む）を行う男性は、時間の使い方が効率的で仕事もできる」の割合が 32.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・家事をやるのは当然とまではいかないけど、家事をすることはできると思う。 

・男性も女性も家事（育児、介護などを含む）を行うとお互いの信頼関係が築かれ、あったかい家庭に

なると思う。 

 

  

回答者数 = 1,023 ％

男性も家事（育児、介護などを含む）を行うこと
は当然である

家事（育児、介護などを含む）を行う男性は、時
間の使い方が効率的で仕事もできる

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、男性自身も充実感を得られる

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、子どもにいい影響を与える

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、仕事と両立させることが、現実として難しい

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、周囲から冷たい目で見られる

家事（育児、介護などを含む）は女性の方が向い
ている

男性は、家事（育児、介護などを含む）を行うべ
きではない

その他

特にない

わからない

無回答

49.1

32.8

27.5

46.9

19.1

1.3

7.4

1.0

1.2

5.0

7.9

0.0

0 10 20 30 40 50
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【性別】 

性別にみると、男子で「男性が家事（育児、介護などを含む）に参加すると、仕事と両立させること

が、現実として難しい」の割合が高く、女子で「男性も家事（育児、介護などを含む）を行うことは当

然である」の割合が低くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
性
も
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
を
行
う
こ
と

は
当
然
で
あ
る 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
を
行
う
男
性
は
、
時

間
の
使
い
方
が
効
率
的
で

仕
事
も
で
き
る 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
男
性
自
身
も
充
実
感
を

得
ら
れ
る 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
子
ど
も
に
い
い
影
響
を

与
え
る 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
仕
事
と
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
、
現
実
と
し
て
難
し
い 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
周
囲
か
ら
冷
た
い
目
で

見
ら
れ
る 

全  体 1,023 49.1  32.8  27.5  46.9  19.1  1.3  

男  子 514 54.7  31.7  29.2  45.9  22.8  2.1  

女  子 501 42.9  33.9  25.5  47.7  15.4  0.4  

答えたくない、 

わからない、その他 
8 75.0 37.5 37.5 62.5 12.5 0.0 

 

区分 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
は
女
性
の
方
が
向
い

て
い
る 

男
性
は
、
家
事
（
育
児
、
介

護
な
ど
を
含
む
）
を
行
う
べ

き
で
は
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 7.4  1.0  1.2  5.0  7.9  0.0  

男  子 8.2  1.6  1.2  4.9  8.6  0.0  

女  子 6.4  0.4  1.2  5.0  7.4  0.0  

答えたくない、 

わからない、その他 
25.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 
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小学５年生 

「家事（育児、介護などを含む）を行う男性は、時間の使い方が上手で仕事もできる」の割合が 36.4％

と最も高く、次いで「男性も家事（育児、介護などを含む）を行うことはあたりまえである」の割合が

36.1％、「男性が家事（育児、介護などを含む）に参加すると、子どもにいい影響を与える」の割合が

35.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・男性が家事（育児、介護などを含む）して仕事も両立すれば良い。 

・男性も女性も協力して育児をするべき。 

・男性も家事が上手な人もいるからそれぞれだと思う。 

 

 

 

  

回答者数 = 895 ％

男性も家事（育児、介護などを含む）を行うこと
はあたりまえである

家事（育児、介護などを含む）を行う男性は、時
間の使い方が上手で仕事もできる

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、男性自身も充実感を得られる

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、子どもにいい影響を与える

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、仕事と両立させることが、現実として難しい

男性が家事（育児、介護などを含む）に参加する
と、周囲から冷たい目で見られる

家事（育児、介護などを含む）は女性の方が向い
ている

男性は、家事（育児、介護などを含む）を行うべ
きではない

その他

特にない

わからない

無回答

36.1

36.4

30.1

35.8

20.9

2.6

14.2

1.9

4.6

4.7

10.2

0.0

0 10 20 30 40
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【性別】 

性別にみると、女子で「家事（育児、介護などを含む）を行う男性は、時間の使い方が上手で仕事も

できる」、「男性が家事（育児、介護などを含む）に参加すると、子どもにいい影響を与える」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
性
も
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
を
行
う
こ
と

は
あ
た
り
ま
え
で
あ
る 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
を
行
う
男
性
は
、
時

間
の
使
い
方
が
上
手
で
仕

事
も
で
き
る 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
男
性
自
身
も
充
実
感
を

得
ら
れ
る 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
子
ど
も
に
い
い
影
響
を

与
え
る 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
仕
事
と
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
、
現
実
と
し
て
難
し
い 

男
性
が
家
事
（
育
児
、
介
護

な
ど
を
含
む
）
に
参
加
す
る

と
、
周
囲
か
ら
冷
た
い
目
で

見
ら
れ
る 

全  体 895 36.1  36.4  30.1  35.8  20.9  2.6  

男  子 438 38.6  34.0  29.0  33.1  22.6  2.7  

女  子 434 33.2  39.9  31.1  39.2  19.4  2.3  

答えたくない、 

わからない、その他 
23 43.5 17.4 30.4 21.7 17.4 4.3 

 

区分 

家
事
（
育
児
、
介
護
な
ど
を

含
む
）
は
女
性
の
方
が
向
い

て
い
る 

男
性
は
、
家
事
（
育
児
、
介

護
な
ど
を
含
む
）
を
行
う
べ

き
で
は
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 14.2  1.9  4.6  4.7  10.2  0.0  

男  子 15.1  3.0  3.7  4.3  10.0  0.0  

女  子 13.6  0.5  5.3  5.1  9.4  0.0  

答えたくない、 

わからない、その他 
8.7 8.7 8.7 4.3 26.1 0.0 
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問 あなたは将来、どんな仕事につきたいと考えていますか。（選択は１つ） 

※令和２年度類似設問あり 

中学２年生 

「会社員」の割合が 9.8％と最も高く、次いで「スポーツ選手」の割合が 9.2％となっています（「わ

からない」を除く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・通訳 

・建築士 

・ダンサー 

・テーマパークスタッフ 

 

 

  

回答者数 = 1,023 ％

会社員

スポーツ選手

学者・博士

学校の先生

保育士・幼稚園の先生

政治家

起業家

警察官・刑事

弁護士・検察官・裁判官

消防士・救急隊・レス
キュー隊

医師・歯科医師

看護師

薬剤師

獣医

動物の飼育員

臨床心理士・カウンセラー

公務員

9.8

9.2

0.9

2.6

3.9

0.1

1.0

0.9

0.5

0.6

1.1

2.2

1.6

1.5

1.8

0.3

2.5

0 10 20 30 40

％

調理師・料理人・シェフ

パン屋

パティシエ

電車・バス・車などの乗り
物の運転手

エンジニア

宇宙飛行士

パイロット

キャビンアテンダント

画家・漫画家・イラスト
レーター

デザイナー

美容師・理容師・ヘアメイ
クアップアーティスト

俳優・タレント・声優など
の芸能人

ユーチューバー等の動画投
稿者

わからない

その他

無回答

1.6

0.8

1.2

0.9

1.9

0.0

0.6

0.6

3.3

1.7

4.8

1.6

2.2

31.0

7.6

0.0

0 10 20 30 40
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【性別】 

性別にみると、男子で「スポーツ選手」の割合が高く、女子で「保育士・幼稚園の先生」、「美容師・

理容師・ヘアメイクアップアーティスト」の割合が高く、答えたくない、わからない、その他で「政治

家」、「薬剤師」、「ユーチューバー等の動画投稿者」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

会
社
員 

ス
ポ
ー
ツ
選
手 

学
者
・
博
士 

学
校
の
先
生 

保
育
士
・
幼
稚
園
の
先
生 

政
治
家 

起
業
家 

警
察
官
・
刑
事 

弁
護
士
・
検
察
官
・
裁
判
官 

消
防
士
・
救
急
隊
・
レ
ス
キ
ュ

ー
隊 

医
師
・
歯
科
医
師 

看
護
師 

薬
剤
師 

獣
医 

動
物
の
飼
育
員 

臨
床
心
理
士
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー 

全  体 1,023  9.8 9.2 0.9 2.6 3.9 0.1 1.0 0.9 0.5 0.6 1.1 2.2 1.6 1.5 1.8 0.3 

男  子 514  12.1 16.9 1.0 2.3 1.4 0.0 1.6 1.2 0.2 1.0 0.8 0.2 1.0 1.0 1.9 0.0 

女  子 501  7.4 1.4 0.8 3.0 6.6 0.0 0.4 0.6 0.8 0.2 1.4 4.4 2.0 2.0 1.6 0.6 

答えたくない、

わからない、 

その他 

8 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 

 

区分 

公
務
員 

調
理
師
・
料
理
人
・
シ
ェ
フ 

パ
ン
屋 

パ
テ
ィ
シ
エ 

電
車
・
バ
ス
・
車
な
ど
の
乗
り

物
の
運
転
手 

エ
ン
ジ
ニ
ア 

宇
宙
飛
行
士 

パ
イ
ロ
ッ
ト 

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト 

画
家
・
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー 

デ
ザ
イ
ナ
ー 

美
容
師
・
理
容
師
・
ヘ
ア
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

俳
優
・
タ
レ
ン
ト
・
声
優
な
ど

の
芸
能
人 

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
等
の
動
画

投
稿
者 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2.5 1.6 0.8 1.2 0.9 1.9 0.0 0.6 0.6 3.3 1.7 4.8 1.6 2.2 31.0 7.6 0.0 

男  子 2.9 1.9 0.2 0.4 1.8 3.5 0.0 0.8 0.0 1.2 0.4 0.4 1.0 2.5 32.9 7.8 0.0 

女  子 2.2 1.2 1.4 2.0 0.0 0.2 0.0 0.4 1.2 5.6 3.0 9.4 2.2 1.8 28.9 7.4 0.0 

答えたくない、

わからない、そ

の他 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 37.5 12.5 0.0 
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小学５年生 

「スポーツ選手」の割合が 17.1％と最も高く、次いで「ユーチューバー等の動画投稿者」の割合が

8.2％となっています（「わからない」、「その他」を除く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・農家 

・ダンサー 

・ネイリスト 

・バンドマン 

・建築士 

・漁師 

・プログラマー 

 

  

回答者数 = 895 ％

会社員

スポーツ選手

学者・博士

学校の先生

保育士・幼稚園の先生

政治家

起業家

警察官・刑事

弁護士・検察官・裁判官

消防士・救急隊・レス
キュー隊

医師・歯科医師

看護師

薬剤師

獣医

動物の飼育員

臨床心理士・カウンセラー

公務員

4.7

17.1

1.8

2.2

1.8

0.4

0.4

1.2

0.7

0.8

1.2

1.5

0.7

2.0

3.1

0.3

0.3

0 10 20 30

％

調理師・料理人・シェフ

パン屋

パティシエ

電車・バス・車などの乗り
物の運転手

エンジニア

宇宙飛行士

パイロット

キャビンアテンダント

画家・漫画家・イラスト
レーター

デザイナー

美容師・理容師・ヘアメイ
クアップアーティスト

俳優・タレント・声優など
の芸能人

ユーチューバー等の動画投
稿者

わからない

その他

無回答

2.5

1.1

2.5

0.8

0.7

0.4

0.9

0.0

5.0

1.1

4.6

2.1

8.2

15.2

14.6

0.0

0 10 20 30
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【性別】 

性別にみると、男子で「スポーツ選手」、「ユーチューバー等の動画投稿者」の割合が高く、女子で「画

家・漫画家・イラストレーター」、「美容師・理容師・ヘアメイクアップアーティスト」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

会
社
員 

ス
ポ
ー
ツ
選
手 

学
者
・
博
士 

学
校
の
先
生 

保
育
士
・
幼
稚
園
の
先
生 

政
治
家 

起
業
家 

警
察
官
・
刑
事 

弁
護
士
・
検
察
官
・
裁
判
官 

消
防
士
・
救
急
隊
・
レ
ス
キ
ュ

ー
隊 

医
師
・
歯
科
医
師 

看
護
師 

薬
剤
師 

獣
医 

動
物
の
飼
育
員 

臨
床
心
理
士
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー 

全  体 895  4.7 17.1 1.8 2.2 1.8 0.4 0.4 1.2 0.7 0.8 1.2 1.5 0.7 2.0 3.1 0.3 

男  子 438  6.2 28.5 3.7 0.7 0.2 0.9 0.7 1.8 0.9 0.7 0.7 0.0 0.7 1.1 1.8 0.5 

女  子 434  3.2 6.0 0.0 3.9 3.5 0.0 0.0 0.7 0.5 0.9 1.8 3.0 0.7 3.0 4.6 0.2 

答えたくない、

わからない、 

その他 

23 4.3 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

区分 

公
務
員 

調
理
師
・
料
理
人
・
シ
ェ
フ 

パ
ン
屋 

パ
テ
ィ
シ
エ 

電
車
・
バ
ス
・
車
な
ど
の
乗
り

物
の
運
転
手 

エ
ン
ジ
ニ
ア 

宇
宙
飛
行
士 

パ
イ
ロ
ッ
ト 

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト 

画
家
・
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー 

デ
ザ
イ
ナ
ー 

美
容
師
・
理
容
師
・
ヘ
ア
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

俳
優
・
タ
レ
ン
ト
・
声
優
な
ど

の
芸
能
人 

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
等
の
動
画

投
稿
者 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 0.3 2.5 1.1 2.5 0.8 0.7 0.4 0.9 0.0 5.0 1.1 4.6 2.1 8.2 15.2 14.6 0.0 

男  子 0.5 1.6 0.9 0.2 1.6 1.4 0.9 1.4 0.0 0.9 0.0 0.5 0.7 11.2 16.7 12.6 0.0 

女  子 0.2 3.5 1.4 4.8 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 9.2 2.3 8.8 3.7 5.3 12.2 16.4 0.0 

答えたくない、

わからない、 

その他 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 4.3 0.0 4.3 0.0 4.3 43.5 21.7 0.0 
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問 あなたは将来、仕事と家庭について、どのようにしたいと思いますか。（選択は１つ） 

※小学生のみ ※令和２年度調査なし 

小学５年生 

「仕事も家庭も大切にした生活」の割合が 78.7％と最も高く、次いで「仕事よりも家庭を大切にし

た生活」の割合が 11.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「仕事も家庭も大切にした生活」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

75.8

83.2

47.8

11.9

10.1

17.4

2.1

1.2

0.5

0.7

9.8
4.8

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 895 78.7 11.2

1.6

0.6

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事も家庭も大切にした生活 仕事よりも家庭を大切にした生活

家庭よりも仕事を大切にした生活 仕事はせず、家庭を大切にした生活

わからない 無回答

仕事も家庭も大切にした生活 仕事よりも家庭を大切にした生活

家庭よりも仕事を大切にした生活 仕事はせず、家庭を大切にした生活

わからない 無回答
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問 将来なりたい仕事を実現する上で、「男であること」もしくは「女であること」といった

性別が影響すると思いますか。（選択は１つ）※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「影響する」、「少し影響する」を合わせた“影響する”の割合が 33.8％、「あまり影響しない」、「影

響しない」を合わせた“影響しない”の割合が 52.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で“影響する”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生 

「影響する」、「少し影響する」を合わせた“影響する”の割合が 32.0％、「あまり影響しない」、「影

響しない」を合わせた“影響しない”の割合が 46.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

10.9

4.6

12.5

25.1

27.3

26.1

29.7

12.5

23.0

26.5

50.0

15.0

11.8

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

影響する 少し影響する あまり影響しない 影響しない わからない 無回答

回答者数 =

　 1,023 7.8 26.0 27.8 24.9 13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 895 9.7 22.3 21.6 25.1 21.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

影響する 少し影響する あまり影響しない 影響しない

わからない 無回答

影響する 少し影響する あまり影響しない 影響しない

わからない 無回答

影響する 少し影響する あまり影響しない 影響しない

わからない 無回答
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【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

10.5

9.2

4.3

21.0

23.7

21.7

21.5

22.1

13.0

25.6

24.9

21.7

21.5

20.0

39.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

影響する 少し影響する あまり影響しない 影響しない

わからない 無回答
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５ 性別・男女の平等意識について 

問 あなたは、自分が男性または女性に生まれたことをどう思いますか。（選択は１つ） 

中学２年生 

「良かったと思っている」の割合が 60.0％、「反対なら良かったと思っている」の割合が 3.0％、「ど

ちらともいえない」の割合が 26.3％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「良かったと思っている」の割合が増加し、「反対なら良かったと思っ

ている」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈前問で「反対なら良かったと思っている」と選択した人だけお答えください。〉 

問 理由は何ですか。 

【自由記述】 

・男の子だったら、やりたいこともできるから。恥ずかしさがなくなると思ったから。 

・女子友達と関わりやすいから。 

・筋肉がつきやすい体になりたかったから。 

・女性だときちんとしてないと色々いわれるから。 

・自分のしたい服装が一般的に男性のする服装としてみなされるものが多いから。 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

62.3

58.1

37.5

1.0

4.8

25.0

24.1

28.3

37.5

12.6

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

60.0

53.1

3.0

8.4

26.3

22.7

10.7

9.5 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良かったと思っている 反対なら良かったと思っている

どちらともいえない わからない

無回答

良かったと思っている 反対なら良かったと思っている

どちらともいえない わからない

無回答
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問 あなたは、自分が男性または女性に生まれたことをどう思いますか。（選択は１つ） 

小学５年生 

「良かったと思っている」の割合が 66.0％、「反対なら良かったと思っている」の割合が 3.0％、「ど

ちらともいえない」の割合が 20.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「どちらともいえない」の割合が増加し、「反対なら良かったと思って

いる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、答えたくない、わからない、その他で「反対なら良かったと思っている」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈前問で「反対なら良かったと思っている」と選択した人だけお答えください。〉 

問 理由は何ですか。 

【自由記述】 

・将来の夢が、男子のほうが優遇されるし、男子が大半だから。可愛い系が、あまり好きではないから。普

通に、男子がよかったから。 

・女性が優遇されることが多いから。 

・服装や体つきが男子の方が良いと思っているから。 

・女だからと言うだけで、甘く見られる為。「女は～」や「女だから～」と自分の性別のせいでこんな苦しい

気持ちなのかと思ってしまいもしも反対だったらこんな気持ちをしなくて済むのかと思ってしまうから。  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

68.5

65.2

34.8

1.6

3.9

13.0

19.6

21.7

21.7

10.3

9.2

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

66.0

62.7

3.0

7.9

20.7

15.5

10.3

11.6 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良かったと思っている 反対なら良かったと思っている

どちらともいえない わからない

無回答

良かったと思っている 反対なら良かったと思っている

どちらともいえない わからない

無回答
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問 あなたは、性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴＱ等）のことを、自分や

自分に関わりのある人の問題として、悩んだり、考えたりしたことがありますか。 

（選択は１つ）※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「（自分の問題として）ある」の割合が 6.4％、「（友だちや家族のことなど自分に関わりのある人の

問題として）ある」の割合が 8.6％、「ない」の割合が 85.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「ない」の割合が高くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

2.3

9.8

50.0

6.0

11.2

12.5

91.6

79.0

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,023 6.4 8.6 85.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（自分の問題として）ある

（友だちや家族のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答

（自分の問題として）ある

（友だちや家族のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答
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小学５年生 

「（自分の問題として）ある」の割合が 13.6％、「（友だちや家族のことなど自分に関わりのある人の

問題として）ある」の割合が 15.6％、「ない」の割合が 70.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、答えたくない、わからない、その他で「（自分の問題として）ある」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

14.2

12.0

34.8

14.8

16.6

13.0

71.0

71.4

52.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 895 13.6 15.6 70.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（自分の問題として）ある

（友だちや家族のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答

（自分の問題として）ある

（友だちや家族のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答
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問 自分の身体の性、心の性または恋愛対象の性などで悩んでいる人が、安心して学べる環境

にするためには、どのような支援が必要だと思いますか。（選択は１つ）※中学生のみ  

  ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「相談できる窓口の設置」の割合が 32.4％と最も高く、次いで「学校で学ぶ機会を増やす」の割合

が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・周りの理解。 

・性に関する区別をできるだけ減らす。 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「学校で学ぶ機会を増やす」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

33.1

32.1

16.5

27.7

12.5

2.7

3.0

4.5

7.8

25.0

0.8

1.2

12.3

7.0

25.0

30.2

21.2

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談できる窓口の設置

学校で学ぶ機会を増やす

先生に対する研修の実施

更衣室やトイレなど男女で区別されているものに対する配慮

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

相談できる窓口の設置

学校で学ぶ機会を増やす

先生に対する研修の実施

更衣室やトイレなど男女で区別されているものに対する配慮

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

回答者数 =

　 1,023 32.4 22.0

2.8

6.3

1.0

9.8 25.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 あなたは、ＬＧＢＴＱに限らず、自分の悩みをどのように伝えますか。（選択は１つ） 

※中学生のみ ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「直接会って話す」の割合が 40.2％と最も高く、次いで「自分の悩みを人に話さない」の割合が

31.4％、「LINEなどのコミュニケーションアプリ」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・悩みがない 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、「デートＤＶ」という言葉を知っていますか。（選択は１つ） 

※中学生のみ ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「知っている」の割合が 43.4％、「聞いたことがある」の割合が 30.1％、「知らない」の割合が 26.5％

となっています。 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

38.3

42.5

12.5

5.1

2.8

3.7

4.4

25.0

18.3

15.4

2.7

1.8

1.8

1.0

30.2

32.1

62.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

直接会って話す 電話で話す

X、Instagram、facebookなどのSNS LINEなどのコミュニケーションアプリ

メール その他

自分の悩みを人に話さない 無回答

直接会って話す 電話で話す

X、Instagram、facebookなどのSNS LINEなどのコミュニケーションアプリ

メール その他

自分の悩みを人に話さない 無回答

回答者数 =

　 1,023 40.2

3.9

4.2 16.7

2.2

1.4 31.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,023 43.4 30.1 26.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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【性別】 

性別にみると、女子で「知らない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 交際中の相手から次のようなことが行われた場合、あなたはどう思いますか。 

（選択はそれぞれ１つ)※中学生のみ ※令和２年度調査なし 

中学２年生 

「デート DVだと思う」と回答した人の割合が、『ア 殴ったり、叩いたりする』で 82.9％、「デート

DV ではないと思う」と回答した人は『イ 言うとおりにしないと機嫌が悪くなったり無視したりする』

で 31.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

34.6

52.3

50.0

31.3

29.1

12.5

34.0

18.6

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,023

ア　殴ったり、叩いたりする

イ　言うとおりにしないと機
　　嫌が悪くなったり無視し
　　たりする

ウ　ばかにしたり、暴言を吐
　　いたりする

エ　ものを壊したり、投げる

オ　勝手に電話やメール・
　　SNSのやり取りをチェック
　　したり、友だちなど、人と
　　の付き合いに口出ししたり
　　する

カ　無理やり性的な行為をす
　　る

キ　デート代をいつも払わせ
　　る

82.9

42.5

61.9

79.0

43.1

80.3

36.9

2.6

31.3

16.8

4.6

28.8

3.8

28.3

14.5

26.2

21.3

16.4

28.1

15.9

34.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答
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ア 殴ったり、叩いたりする 

性別にみると、女子で「デート DVだと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 言うとおりにしないと機嫌が悪くなったり無視したりする 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ばかにしたり、暴言を吐いたりする 

【性別】 

性別にみると、男子で「デート DVだと思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

58.9

64.7

75.0

16.1

17.6

12.5

24.9

17.8

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

41.6

43.5

37.5

31.3

31.3

25.0

27.0

25.1

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

78.6

87.4

75.0

2.7

2.4

12.5

18.7

10.2

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答
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エ ものを壊したり、投げる 

【性別】 

性別にみると、女子で「デート DVだと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 勝手に電話やメール・SNSのやり取りをチェックしたり、友だちなど、人との付き合いに口出ししたりす

る 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 無理やり性的な行為をする 

【性別】 

性別にみると、女子で「デート DVだと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

76.7

84.4

50.0

3.7

3.4

37.5

19.6

12.2

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

43.2

42.9

50.0

27.6

30.1

25.0

29.2

26.9

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

74.3

83.8

75.0

4.5

4.6

12.5

21.2

11.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答
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キ デート代をいつも払わせる 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、次の場面で男女は平等になっていると思いますか。（選択はそれぞれ１つ） 

※中学生のみ 

中学２年生 

「男性のほうが優遇されている」の割合が『ウ 社会全体の場で』で 21.8％、「平等」の割合が『イ 

学校教育の場で』で 59.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 家庭生活の場で 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「平等」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

38.3

35.5

25.0

26.8

30.1

12.5

34.8

34.3

62.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,023

ア　家庭生活の場で

イ　学校教育の場で

ウ　社会全体の場で

9.5

4.4

21.8

55.6

59.5

34.8

12.5

14.7

11.7

22.4

21.4

31.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

9.5

5.0

55.6

66.2

12.5

11.1

22.4

16.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートDVだと思う デートDVではないと思う わからない 無回答

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答
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【性別】 

性別にみると、男子で「平等」の割合が高く、女子で「男性のほうが優遇されている」の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学校教育の場で 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「平等」の割合が増加しています。一方、「女性のほうが優遇されてい

る」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「女性のほうが優遇されている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

3.7

5.0

12.5

58.9

60.5

37.5

18.7

10.6

12.5

18.7

24.0

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

6.0

13.0

12.5

61.5

49.7

50.0

12.5

12.8

20.0

24.6

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

4.4

2.8

59.5

47.0

14.7

29.0

21.4

19.7 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答
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ウ 社会全体の場で 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「男性のほうが優遇されている」の割合が増加しています。一方、「女

性のほうが優遇されている」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「平等」、「女性のほうが優遇されている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは小・中学校で、これまでに「男女共同参画」（以下のような内容）について、学

んだことはありますか。（選択は１つ）※中学生のみ ※令和２年度調査なし 

・自分らしさを大切にすること 

・性別に関わりなく、個性を発揮することの大切さ 

・自分の意思で将来の進路を選択すること 

中学２年生 

「学んだことがある」の割合が 46.5％、「学んだことはない」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

特に記述はありませんでした。  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

21.0

22.6

25.0

38.7

30.9

25.0

15.0

8.6

25.3

37.9

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,023 46.5 15.6 37.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学んだことがある 学んだことはない わからない その他 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

21.8

10.3

34.8

36.9

11.7

17.5

31.7

33.9 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答

男性のほうが優遇されている 平等

女性のほうが優遇されている わからない

無回答
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【性別】 

性別にみると、女子で「学んだことがある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

39.7

54.1

12.5

19.6

11.2

37.5

40.7

34.1

37.5

0.6

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学んだことがある 学んだことはない わからない その他 無回答
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６ 男女共同参画に関する用語について 

問 あなたは、次の言葉とその内容を知っていますか。（選択はそれぞれ１つ) 

中学２年生 

「言葉も内容も知っている」の割合が『オ セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）』で 72.1％、

「言葉は聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が『ウ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）』で 31.1％、「言葉も内容も知らない」の割合が『ア 男女共同参画社会基本法』で 79.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 男女共同参画社会基本法 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,023

ア　男女共同参画社会基本法

イ　女子差別撤廃条約

ウ　ワーク・ライフ・バラン
　　ス（仕事と生活の調和）

エ　ドメスティック・バイオ
　　レンス（ＤＶ）

オ　セクシュアル・ハラスメ
　　ント（セクハラ）

カ　ＬＧＢＴＱ

2.8

7.4

12.2

49.8

72.1

25.3

18.1

24.7

31.1

20.0

18.4

22.1

79.1

67.8

56.7

30.2

9.5

52.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

2.8

6.6

18.1

19.9

79.1

72.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 女子差別撤廃条約 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知らない」の割合が増加し、「言葉も内容も知ってい

る」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

8.6

6.2

12.5

22.2

27.1

37.5

69.3

66.7

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

3.5

2.2

15.8

20.4

25.0

80.7

77.4

75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

7.4

16.1

24.7

24.0

67.8

58.3 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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ウ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉は聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が増加し、「言葉

も内容も知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

12.5

12.2

31.3

30.7

37.5

56.2

57.1

62.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

12.2

9.3

31.1

23.0

56.7

65.3 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

49.8

54.5

20.0

16.2

30.2

27.7 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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【性別】 

性別にみると、男子で「言葉も内容も知っている」の割合が低く、女子で「言葉は聞いたことがある

が内容は知らない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

67.9

76.4

75.0

20.4

16.2

25.0

11.7

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

45.3

54.1

62.5

22.6

17.4

25.0

32.1

28.5

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

72.1

68.9

18.4

15.3

9.5

14.3 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答



 

 189 

カ ＬＧＢＴＱ 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉は聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男子で「言葉も内容も知らない」の割合が高く、女子で「言葉は聞いたことがあるが

内容は知らない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 514

女子 501

答えたくない、
わからない、その他

8

18.5

31.5

75.0

23.9

20.6

57.6

47.9

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,023

令和２年度調査 1,373

25.3

28.7

22.1

12.9

52.6

57.1 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答



 

 190 

小学５年生 

「言葉も内容も知っている」の割合が『ア 男女平等』で 70.8％、「言葉は聞いたことがあるが内容

は知らない」の割合が『イ ハラスメント』で 43.6％、「言葉も内容も知らない」の割合が『ウ ドメ

スティック・バイオレンス（ＤＶ）』で 70.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 男女平等 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知っている」の割合が増加し、「言葉は聞いたことがあ

るが内容は知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

67.4

74.7

65.2

20.5

15.4

26.1

12.1

9.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 895

ア　男女平等

イ　ハラスメント

ウ　ドメスティック・バイオ
　　レンス（ＤＶ）

70.8

36.5

14.7

18.2

43.6

14.6

10.9

19.9

70.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

70.8

60.8

18.2

24.3

10.9

13.0 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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イ ハラスメント 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉は聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が増加し、「言葉

も内容も知っている」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女子で「言葉は聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「言葉も内容も知らない」の割合が増加し、「言葉も内容も知ってい

る」、「言葉は聞いたことがあるが内容は知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

40.9

30.6

65.2

36.8

51.6

21.7

22.4

17.7

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

36.5

53.9

43.6

31.5

19.9

12.4 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 895

令和２年度調査 1,359

14.7

25.5

14.6

22.1

70.6

50.0 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男子 438

女子 434

答えたくない、
わからない、その他

23

14.6

14.5

21.7

14.8

14.7

8.7

70.5

70.7

69.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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Ⅵ 事業所 調査結果の概要 

１ 事業所の概要について 

・管理職の割合について、いずれの役職も女性は「０人」が多い（28.3％） 

・管理職に女性が少ない理由は、「必要な知識や経験、判断力などを有する女性が少ないから」（23.3％）、

「女性自身が、管理職になることを望んでいないことが多いから」（16.7％） 

・女性従業員が活躍することで得られる効果は、「男女を問わず優秀な人材が活躍できるようになる」

（66.7％）、「女性の視点を企業が取り入れることにより、多様なニーズに応えられる」（48.3％） 

 

２ 従業員の育児・介護などとの両立支援について 

・育児との両立支援で「実施予定なし」のものは、「事業所内託児施設の設置」（80.0％）、「保育料など

育児に要する経費の援助」（76.7％）、「育児休業取得者にプラスの評価を行う制度の導入」（75.0％） 

・介護との両立支援で「実施予定なし」のものは、「再雇用制度の充実」（48.3％）、「介護期間中の深夜

労働・所定外労働・転勤などの免除」（45.0％） 

・取り組みによる効果や変化は、「女性従業員の定着率の上昇」（44.7％）、「従業員同士が助け合う雰囲

気や一体感の醸成」（34.0％）、「仕事の進め方の効率化や業務改善」（27.7％） 

・育児休業中の従業員の業務は、「代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した」（27.3％） 

・育児休業の取得可能期間は「子どもの年齢が１歳まで」（28.3％）、「規定がない」（26.7％） 

・介護休業を取得した従業員数は、男女ともに「０人」（男性：83.3％、女性：80.0％）、次いで「１人」

（男性：6.7％、女性：5.0％） 

・介護休業中の従業員の業務は、「代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した」（38.5％） 

・「一般事業主行動計画」は「今のところ策定の予定はない」（75.0％）、「策定している」（15.0％） 

 

３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

・ワーク・ライフ・バランスに関して行っている取組みは、「長時間残業の削減や労働時間の短縮など

働き方の見直しを行っている」（41.7％）、「年休を取りやすい環境を整えている」（36.7％） 

・ワーク・ライフ・バランスを推進する上で特に重要なことは、「企業トップの意識」（55.0％）、「両立

に取り組みやすい職場の雰囲気づくり」（46.7％）、「管理職への周知・理解の促進」（38.3％） 

 

４ 各種ハラスメントの防止について 

・ハラスメントの防止について行っている取組みは、「ハラスメントの防止や対処の内容を就業規則等

で明確化している」（48.3％）、「ハラスメントについての相談・苦情窓口の設置」（33.3％） 

・問題が発生したことが「ある」ものは、「パワー・ハラスメント」（20.0％）、「セクシュアル・ハラス

メント」（10.0％） 

・ハラスメントへの対応で特に難しいと感じたことは、「どこまでがハラスメントに該当するか、線引

きが難しい」（75.0％）、「加害者の可能性のある者に、ハラスメント問題を理解させること」（58.3％） 
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５ 男女共同参画社会について 

・小牧市が今後力を入れていくべきことは、「保育施設や保育サービスの充実」（60.0％）、「在宅介護サ

ービスや介護施設の充実」（53.3％）  
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Ⅶ 事業所 調査結果 

１ 事業所の概要について 

問１ 主な業種について、お答えください。（選択は１つ） 

「製造業」の割合が 31.7％と最も高く、次いで「建設業」の割合が 15.0％、「卸売・小売業」の割合

が 11.7％となっています（「その他」を除く）。 

令和２年度調査と比較すると、「建設業」の割合が増加し、「運輸業」、「不動産業」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「電気・ガス・水道業」が「電気・ガス・水道・熱供給・水道業」となっていました。 

 

【その他意見】 

・人材派遣業 

・貸倉庫業 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「製造業」の割合が高く、「卸売・小売業」の割合

が低い傾向にあり、従業員規模が小さいほど「建設業」の割合が高い傾向にあります。また、10 人未

満で「卸売・小売業」、「飲食店・宿泊業」、「教育・学習支援業」の割合が高く、10～99人で「建設業」、

「医療・福祉業」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

建設業 製造業 電気・ガス・水道業

情報通信業 運輸業 卸売・小売業

金融・保険業 不動産業 飲食店・宿泊業

医療・福祉業 教育・学習支援業 娯楽業

その他 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

25.8

20.0

21.1

25.8

80.0

100.0

3.2

21.1

9.7

5.3

9.7

5.3 31.6

22.6

15.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

15.0

8.6

31.7

34.6

1.7

8.6

11.7

7.4

2.5

6.2

1.7

6.2

5.0

4.9

1.7

1.2

23.3

12.3

8.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建設業 製造業 電気・ガス・水道業

情報通信業 運輸業 卸売・小売業

金融・保険業 不動産業 飲食店・宿泊業

医療・福祉業 教育・学習支援業 娯楽業

その他 無回答
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問２ 貴事業所の従業員数について、お答えください（令和７年９月１日現在）。 

正規従業員 

男性（人） 

「１～５人」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「21人以上」の割合が 20.0％、「６～10人」の割

合が 15.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「16～20人」の割合が増加し、「１～５人」、「21人以上」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「１～５人」の割合が高い傾向にあり、10 人未満

から 100～299 人まで従業員規模が大きいほど「21人以上」の割合が高くなっています。また、10人未

満で「０人」、「１～５人」の割合が高く、10～99人で「６～10人」、「11～15人」、「16～20 人」、「21人

以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5 63.2

16.1

10.5

22.6 19.4 19.4 19.4

100.0

15.8

3.2

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

3.3

1.3

28.3

42.9

15.0

11.7

10.0

10.4

10.0

3.9

20.0

28.6

13.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答
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女性（人） 

「１～５人」の割合が 36.7％と最も高く、次いで「６～10 人」の割合が 20.0％、「０人」の割合が

11.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「０人」、「６～10人」の割合が増加し、「１～５人」、「21人以上」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、100～299人から 10人未満まで従業員規模が小さいほど「０人」、「１～５人」

の割合が高く、「11～15 人」の割合が低く、100～299 人で「21 人以上」の割合が高くなっています。

また、10 人未満で「０人」、「１～５人」の割合が高く、10～99人で「６～10人」、「11～15 人」、「16～

20 人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

31.6

3.2

47.4

41.9 35.5 6.5

40.0

6.5

60.0

50.0

21.1

6.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

11.7

6.5

36.7

58.4

20.0

7.8

6.7

2.6

3.3

3.9

6.7

13.0

15.0

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答



 

 198 

パートタイム従業員（アルバイト含む） 

男性（人） 

「１～５人」の割合が 26.7％と最も高く、次いで「０人」の割合が 20.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「０人」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「21 人以上」の割合が高く、300 人以上から 10～

99 人まで従業員規模が小さいほど「１～５人」の割合が高くなっています。また、100～299 人で「６

～10 人」、「16～20人」の割合が高く、10～99人で「１～５人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

21.1

25.8

26.3

32.3

20.0

10.5

3.2

40.0

3.2

5.3

20.0

3.2

20.0

50.0

36.8

32.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

20.0

27.3

26.7

24.7

8.3

5.2

1.7

3.9

3.3

1.3

6.7

3.9

33.3

33.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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女性（人） 

「１～５人」の割合が 31.7％と最も高く、次いで「０人」の割合が 15.0％、「６～10 人」の割合が

10.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「21 人以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高い傾向にあり、10～99 人から

300 人以上まで従業員規模が大きいほど「11～15 人」の割合が高くなっています。また、10 人未満で

「０人」の割合が高く、100～299人で「６～10人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

21.1

16.1

36.8

32.3

40.0

5.3

12.9

20.0

10.5

3.2

20.0

50.0

3.2

20.0

26.3

32.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

15.0

18.2

31.7

35.1

10.0

9.1

8.3

5.2

1.3

5.0

11.7

30.0

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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契約社員 

男性（人） 

「０人」の割合が 36.7％と最も高くなっています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「21 人以上」の割合が高く、「０人」の割合が低い

傾向にあり、100～299人で「１～５人」、「６～10人」の割合が高くなっています。また、10人未満で

「０人」の割合が高く、10～99人で「11～15人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

52.6

38.7 12.9

20.0

6.5

40.0

6.5

20.0 20.0

50.0

47.4

35.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

36.7

41.6

8.3

11.7

6.7

2.6

3.3

3.9

1.7

1.3

3.3

5.2

40.0

33.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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女性（人） 

「０人」の割合が 41.7％と最も高く、次いで「１～５人」の割合が 11.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「０人」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高い傾向にあり、100～299 人ま

でで「１～５人」、「６～10人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

47.4

48.4

20.0

16.1

40.0

3.2

20.0

3.2

20.0

50.0

52.6

29.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

41.7

62.3

11.7

10.4

3.3

1.3

3.3

2.6

1.7

3.9

38.3

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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派遣社員 

男性（人） 

「０人」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「１～５人」の割合が 11.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「１～５人」の割合が増加しています。一方、「０人」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「21 人以上」の割合が高く、従業員規模が大きい

ほど「１～５人」の割合が高い傾向にあります。また、10～99 人で「０人」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

42.1

51.6

5.3

9.7

60.0

5.3

3.2

5.3

40.0

50.0

42.1

35.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

40.0

49.4

11.7

5.2

3.3

1.3

1.3

1.7

6.7

7.8

36.7

35.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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女性（人） 

「０人」の割合が 36.7％と最も高く、次いで「１～５人」の割合が 10.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「１～５人」の割合が増加し、「０人」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「１～５人」、「21 人以上」の割合が高い傾向にあ

ります。また、10 人未満で「６～10人」、10～99 人で「０人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

36.8

48.4 9.7

60.0

5.3

3.2

3.2

5.3

40.0

50.0

52.6

35.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～５人 ６～10人 11～15人

16～20人 21人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 77

36.7

68.8

10.0

2.6

3.3

1.3

2.6

1.7

8.3

5.2

40.0

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３ 貴社全体（本社・支店・営業所などの合計）の従業員数（正規従業員のみ）は、次のど

れに該当しますか（令和７年９月１日現在）。（選択は１つ） 

「10～49人」の割合が 45.0％と最も高く、次いで「10人未満」の割合が 31.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「10～49人」の割合が増加し、「10人未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 貴事業所の管理職等の状況について、お答えください（令和７年９月１日現在）。 

   ※令和２年度調査なし 

役員・事業主相当職 

男性（人） 

「１人」の割合が 30.0％と最も高く、次いで「２人」の割合が 26.7％、「３～４人」の割合が 16.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「１人」の割合が高く、従業員規模が大きいほど「５

人以上」の割合が高い傾向にあります。また、10人未満で「１人」の割合が高く、100～299 人で「３

～４人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10人未満 10～49人 50～99人 100～299人 300～499人

500～999人 1,000人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

31.7

37.0

45.0

33.3

6.7

8.6

8.3

9.9

3.7

1.7

1.2

1.7

1.2

5.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 60 6.7 30.0 26.7 16.7 10.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

5.3

9.7

42.1

25.8

20.0

31.6

32.3

5.3

19.4

60.0

10.5

3.2

20.0

100.0

5.3

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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女性（人） 

「０人」、「１人」の割合がともに 35.0％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「０人」の割合が高い傾向にあります。300人以上

で「１人」、「３～４人」の割合が高くなっています。また、10～99 人で「２人」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 35.0 35.0

5.0

5.0 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

26.3

35.5

100.0

36.8

41.9

50.0

6.5

5.3

3.2

50.0

31.6

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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合計（人） 

「３～４人」の割合が 35.0％と最も高く、次いで「２人」の割合が 23.3％、「１人」の割合が 15.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「２人」の割合が高く、従業員規模が大きいほど「５

人以上」の割合が高い傾向にあります。また、10 人未満で「１人」、「２人」の割合が高く、100～299

人で「３～４人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 6.7 15.0 23.3 35.0 10.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

5.3

9.7

26.3

9.7

20.0

36.8

22.6

15.8

48.4

60.0

10.5

3.2

20.0

100.0

5.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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部長相当職 

男性（人） 

「０人」、「１人」の割合がともに 21.7％と高く、次いで「２人」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「５人以上」の割合が高く、「０人」の割合が低い

傾向にあります。また、10人未満で「０人」の割合が高く、10～99 人で「１人」、「３～４人」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（人） 

「０人」の割合が 53.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 21.7 21.7 13.3 6.7 5.0 31.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 60 53.3

1.7

5.0 40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

31.6

22.6

21.1

29.0 12.9

60.0

12.9

40.0

50.0

47.4

22.6

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「０人」、「２人」の割合が高い傾向にあります。ま

た、100～299人で「０人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計（人） 

「１人」の割合が 25.0％と最も高く、次いで「０人」の割合が 20.0％、「２人」の割合が 10.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「５人以上」の割合が高く、「０人」の割合が低い

傾向にあり、100～299人で「２人」の割合が高くなっています。また、10 人未満で「０人」の割合が

高く、10～99人で「１人」、「３～４人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 20.0 25.0 10.0 8.3 5.0 31.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

47.4

61.3

80.0

3.2

3.2

20.0

50.0

52.6

32.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

31.6

19.4

21.1

35.5 9.7

60.0

16.1

40.0

50.0

47.4

19.4

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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課長相当職 

男性（人） 

「０人」の割合が 25.0％と最も高く、次いで「１人」の割合が 20.0％、「５人以上」の割合が 15.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高い傾向にあり、従業員規模が大

きいほど「５人以上」の割合が高くなっています。また、10 人未満で「０人」の割合が高く、10～99

人で「２人」、「３～４人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（人） 

「０人」の割合が 45.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 25.0 20.0 6.7 8.3 15.0 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 60 45.0 8.3

5.0

5.0 36.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

36.8

25.8

21.1

25.8 9.7 16.1 3.2

100.0

100.0

42.1

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「５人以上」の割合が高く、従業員規模が小さいほ

ど「０人」の割合が高い傾向にあります。また、100～299 人で「１人」、「２人」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計（人） 

「０人」の割合が 23.3％と最も高く、次いで「１人」の割合が 20.0％、「５人以上」の割合が 15.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高く、従業員規模が大きいほど「５

人以上」の割合が高い傾向にあります。また、10人未満で「０人」の割合が高く、10～99人で「１人」、

「２人」、「３～４人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 23.3 20.0 10.0 5.0 15.0 26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

47.4

51.6

40.0

12.9

20.0

6.5

20.0 20.0

100.0

52.6

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

36.8

22.6

15.8

29.0 19.4 9.7 6.5

100.0

100.0

47.4

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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係長相当職 

男性（人） 

「０人」の割合が 31.7％と最も高く、次いで「５人以上」の割合が 18.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「１人」の割合が高い傾向にあり、従業員規模が大

きいほど「５人以上」の割合が高く、「０人」の割合が低い傾向にあります。また、10人未満で「０人」、

「１人」の割合が高く、10～99人で「２人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（人） 

「０人」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「３～４人」の割合が 6.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 31.7 8.3

6.7

1.7 18.3 33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 60 40.0

5.0

3.3

6.7

5.0 40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

42.1

35.5

15.8

6.5 12.9 3.2 12.9

100.0

100.0

42.1

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「３～４人」、「５人以上」の割合が高く、「０人」

の割合が低い傾向にあります。また、10～99人で「１人」、「２人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計（人） 

「０人」の割合が 30.0％と最も高く、次いで「５人以上」の割合が 16.7％、「３～４人」の割合が

10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高く、10 人未満から 100～299人

まで従業員規模が大きいほど「５人以上」の割合が高い傾向にあります。また、10 人未満で「０人」

の割合が高く、10～99人で「２人」、「３～４人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 30.0 6.7 5.0 10.0 16.7 31.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

42.1

45.2

40.0

9.7

6.5

5.3

3.2

20.0

50.0

40.0

50.0

52.6

35.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

42.1

32.3

5.3

9.7 9.7

5.3

16.1 9.7

100.0

100.0

47.4

22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３～４人 ５人以上 無回答
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管理職等の合計 

男性（人） 

「10 人以上」の割合が 35.0％と最も高く、次いで「７～９人」の割合が 20.0％、「４～６人」の割

合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」、「１～３人」、「４～６人」の割合が高い傾

向にあります。従業員規模が大きいほど「10人以上」の割合が高い傾向にあり、「７～９人」の割合が

低い傾向にあります。また、10人未満で「１～３人」、「４～６人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（人） 

「０人」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「１～３人」の割合が 23.3％、「４～６人」、「７～９人」

の割合が各々10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60 6.7 11.7 16.7 20.0 35.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 60 28.3 23.3 10.0 10.0 8.3 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～３人 ４～６人 ７～９人 10人以上 無回答

０人 １～３人 ４～６人 ７～９人 10人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5

6.5

21.1

9.7

26.3

16.1

26.3

22.6

10.5

38.7

100.0

50.0

5.3

6.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～３人 ４～６人 ７～９人 10人以上 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「１～３人」、「７～９人」の割合が高く、300人以

上から 10～99 人まで従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高い傾向にあります。また、10人未満

で「７～９人」の割合が高く、10～99人で「０人」、「４～６人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計（人） 

「10 人以上」の割合が 43.3％と最も高く、次いで「７～９人」の割合が 25.0％、「４～６人」の割

合が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「４～６人」の割合が高く、10 人未満から 100～

299 人まで従業員規模が大きいほど「10人以上」の割合が高い傾向にあります。また、10人未満で「０

人」、「１～３人」、「４～６人」の割合が高く、10～99 人で「７～９人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 60
3.3

3.3 15.0 25.0 43.3 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～３人 ４～６人 ７～９人 10人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

26.3

35.5

20.0

26.3

25.8

20.0

16.1

15.8

9.7 3.2

60.0

50.0

31.6

9.7

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5 10.5 26.3

12.9

26.3

32.3

15.8

51.6

100.0

50.0

10.5

3.2

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １～３人 ４～６人 ７～９人 10人以上 無回答

０人 １～３人 ４～６人 ７～９人 10人以上 無回答
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問５ 問４で女性管理職の人数が、男性管理職より少ない事業所に伺います。女性管理職が少

ないのはどのような理由からですか。（選択は１つ）※令和２年度類似設問あり 

「必要な知識や経験、判断力などを有する女性が少ないから」の割合が 23.3％と最も高く、次いで

「女性自身が、管理職になることを望んでいないことが多いから」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・女性従業員がいないため。 

・パートしかいないため。 

 

＜令和２年度調査 参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要な知識や経験、判断力などを有する女性が少ないから

役職に就くための在職年数を満たす女性がいないから

勤続年数が短く、管理職になるまでに退職するから

業務の内容（体力を要する仕事など）に制約があるから

上司や同僚、部下となる従業員が女性管理職を希望しないから

出産・育児・介護などによる一時休職が予想されるから

女性自身が、管理職になることを望んでいないことが多いから

その他

無回答

回答者数 =

　 60 23.3 5.0 8.3

3.3

1.7 16.7 15.0 26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 67 ％

必要な知識や経験、判断力などを有する女性が少
ない

役職に就くための在職年数を満たす女性がいない

女性の勤続年数が短く、管理職になるまでに退職
する

時間外労働が多い、もしくは深夜業がある

体力を要する仕事で、女性には難しい

出張、全国転勤がある

女性本人が希望しない(打診したが辞退した)

顧客が女性管理職を嫌がる

上司や同僚、部下となる従業員が女性管理職を希
望しない

出産・育児・介護などによる一時休職が予想され
る

男性を管理職に登用するのが慣例である

既に女性管理職が十分在籍している

その他

無回答

28.4

25.4

14.9

4.5

11.9

1.5

17.9

6.0

6.0

10.4

7.5

1.5

13.4

17.9

0 10 20 30
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「勤続年数が短く、管理職になるまでに退職するか

ら」の割合が高い傾向にあり、従業員規模が大きいほど「必要な知識や経験、判断力などを有する女性

が少ないから」の割合が高くなっています。また、10 人未満で「業務の内容（体力を要する仕事など）

に制約があるから」の割合が高く、10～99 人で「女性自身が、管理職になることを望んでいないこと

が多いから」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要な知識や経験、判断力などを有する女性が少ないから

役職に就くための在職年数を満たす女性がいないから

勤続年数が短く、管理職になるまでに退職するから

業務の内容（体力を要する仕事など）に制約があるから

上司や同僚、部下となる従業員が女性管理職を希望しないから

出産・育児・介護などによる一時休職が予想されるから

女性自身が、管理職になることを望んでいないことが多いから

その他

無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5

22.6

80.0

5.3

6.5

10.5

6.5

10.5

20.0

10.5

25.8

31.6

6.5

50.0

21.1

32.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６ 女性従業員が活躍することで、どのような効果があると思いますか。 

（選択はいくつでも）※令和２年度調査なし 

「男女を問わず優秀な人材が活躍できるようになる」の割合が 66.7％と最も高く、次いで「女性の

視点を企業が取り入れることにより、多様なニーズに応えられる」の割合が 48.3％、「女性の声が反映

されるようになり、女性従業員の働く意欲が向上する」の割合が 35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

特に記述はありませんでした。 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「男女を問わず優秀な人材が活躍できるようにな

る」、「企業のイメージアップにつながる」、「女性の声が反映されるようになり、女性従業員の働く意欲

が向上する」の割合が高い傾向にあり、100～299人から 10人未満まで従業員規模が小さいほど「企業

の生産性が向上する」の割合が高くなっています。また、300 人以上で「男女を問わず優秀な人材が活

躍できるようになる」、「女性の視点を企業が取り入れることにより、多様なニーズに応えられる」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

男
女
を
問
わ
ず
優
秀
な
人
材

が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る 

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る 

企
業
の
生
産
性
が
向
上
す
る 

女
性
の
視
点
を
企
業
が
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る 

女
性
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
女
性
従
業
員
の
働

く
意
欲
が
向
上
す
る 

労
働
時
間
の
短
縮
等
、
職
場
風

土
の
改
善
で
組
織
が
活
性
化

さ
れ
る 

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
労

働
力
の
確
保
に
つ
な
が
る 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

効
果
は
な
い
と
思
う 

無
回
答 

全  体 60 66.7  20.0  10.0  48.3  35.0  3.3  23.3  5.0  0.0  1.7  5.0  

10人未満 19 42.1  15.8  10.5  42.1  31.6  0.0  21.1  10.5  0.0  0.0  10.5  

10～99人 31 80.6  16.1  9.7  51.6  32.3  3.2  22.6  3.2  0.0  3.2  0.0  

100～299人 5 80.0  40.0  0.0  40.0  40.0  0.0  20.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

300人以上 2 100.0  50.0  50.0  100.0  100.0  50.0  50.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

回答者数 = 60 ％

男女を問わず優秀な人材が活躍できるようになる

企業のイメージアップにつながる

企業の生産性が向上する

女性の視点を企業が取り入れることにより、多様
なニーズに応えられる
女性の声が反映されるようになり、女性従業員の
働く意欲が向上する
労働時間の短縮等、職場風土の改善で組織が活性
化される

少子高齢化社会の中で労働力の確保につながる

わからない

その他

効果はないと思う

無回答

66.7

20.0

10.0

48.3

35.0

3.3

23.3

5.0

0.0

1.7

5.0

0 20 40 60 80
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２ 従業員の育児・介護などとの両立支援について 

問７ 貴事業所では、仕事と家事（育児、介護などを含む）との両立を支援するために、どの

ような取り組みを行っていますか。（取り組みそれぞれについて１つずつ選択） 

育児 

「実施している」の割合が『ア 育児休業制度の導入』で 60.0％、「今後実施予定」の割合が『ケ 再

雇用制度（子育てなどを理由に退職した人を再び雇用することで、定年退職後の再雇用は含めません）

の充実』で 20.0％、「実施予定なし」の割合が『エ 事業所内託児施設の設置』で 80.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ケ　再雇用制度（子育てなどを理
　　由に退職した人を再び雇用す
　　ることで、定年退職後の再雇
　　用は含めません）の充実

コ　育児休業取得者にプラスの評
　　価を行う制度の導入

サ　その他

エ　事業所内託児施設の設置

オ　フレックスタイムの導入・短
　　時間勤務など、勤務時間の柔
　　軟な対応

カ　有給休暇の半日未満単位での
　　取得（両立支援策としてでは
　　ない場合も含む）

キ　保育料など育児に要する経費
　　の援助

ク　育児期間中の深夜労働・所定
　　外労働・転勤などの免除

回答者数 = 60

ア　育児休業制度の導入

イ　子の看護休暇制度の導入

ウ　妊娠中の通院休暇制度や妊娠
　　障害がある場合の休暇制度

60.0

50.0

28.3

8.3

48.3

53.3

10.0

45.0

25.0

5.0

3.3

10.0

15.0

15.0

1.7

11.7

10.0

5.0

8.3

20.0

10.0

25.0

28.3

46.7

80.0

35.0

31.7

76.7

38.3

46.7

75.0

50.0

5.0

6.7

10.0

10.0

5.0

5.0

8.3

8.3

8.3

10.0

46.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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ア 育児休業制度の導入 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「今後実施予定」、「実施予定なし」の割合が高く、

「実施している」の割合が低い傾向にあります。また、10人未満で「今後実施予定」、「実施予定なし」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 子の看護休暇制度の導入 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

60.0

58.0

10.0

9.9

25.0

25.9

5.0

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

31.6

67.7

100.0

100.0

15.8

9.7

47.4

19.4

5.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

50.0

45.7

15.0

13.6

28.3

34.6

6.7

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高く、「実施予定なし」

の割合が低い傾向にあります。また、10人未満で「実施予定なし」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 妊娠中の通院休暇制度や妊娠障害がある場合の休暇制度 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加し、「実施している」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「今後実施予定」の割合が高い傾向にあり、「実施

予定なし」、「実施している」の割合が低い傾向にあります。また、100～299 人で「実施予定なし」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

26.3

54.8

100.0

100.0

15.8

19.4

52.6

19.4

5.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

28.3

37.0

15.0

18.5

46.7

34.6

10.0

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

15.8

35.5

20.0

50.0

21.1

12.9

20.0

57.9

41.9

60.0

5.3

9.7

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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エ 事業所内託児施設の設置 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施している」の割合が増加しています。一方、「実施予定なし」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高くなっています。また、

10 人未満で「今後実施予定」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ フレックスタイムの導入・短時間勤務など、勤務時間の柔軟な対応 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施している」、「実施予定なし」の割合が増加し、「今後実施予定」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

8.3

1.2

1.7

1.2

80.0

90.1

10.0

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

6.5

20.0

100.0

5.3 84.2

83.9

80.0

10.5

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

48.3

42.0

11.7

23.5

35.0

27.2

5.0

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高く、「実施予定なし」

の割合が低くなっています。また、10人未満で「実施予定なし」の割合が高く、10～99人で「今後実

施予定」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 有給休暇の半日未満単位での取得（両立支援策としてではない場合も含む） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施している」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高い傾向にあります。ま

た、100～299 人で「実施予定なし」の割合が高く、300 人以上で「実施している」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

26.3

51.6

100.0

100.0

10.5

16.1

57.9

29.0

5.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

53.3

44.4

10.0

14.8

31.7

34.6

5.0

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

36.8

64.5

40.0

100.0

10.5

12.9

47.4

19.4

60.0

5.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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キ 保育料など育児に要する経費の援助 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施している」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高くなっています。また、

10 人未満で「実施予定なし」の割合が高く、300 人以上で「実施している」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク 育児期間中の深夜労働・所定外労働・転勤などの免除 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加しています。一方、「実施している」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

10.0

2.5

5.0

8.6

76.7

81.5

8.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

12.9

20.0

50.0

5.3

6.5

89.5

74.2

80.0

5.3

6.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

45.0

50.6

8.3

11.1

38.3

32.1

8.3

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高く、「実施予定なし」

の割合が低い傾向にあります。また、10人未満で「実施予定なし」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 再雇用制度（子育てなどを理由に退職した人を再び雇用することで、定年退職後の再雇用は含めません）

の充実 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加しています。一方、「実施している」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高くなっています。また、

100～299人で「実施予定なし」の割合が高く、300 人以上で「実施している」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

26.3

41.9

100.0

100.0

10.5

9.7

57.9

38.7

5.3

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

25.0

32.1

20.0

21.0

46.7

38.3

8.3

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

15.8

29.0

40.0

50.0

26.3

22.6

52.6

41.9

60.0

5.3

6.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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コ 育児休業取得者にプラスの評価を行う制度の導入 ※令和２年度調査なし 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高い傾向にあり、「実施

予定なし」の割合が低い傾向にあります。また、100～299人で「実施予定なし」の割合が高く、300 人

以上で「実施している」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ その他 

【その他意見】 

・託児所の設置や窓口の設置など 

・子どもの学校行事等、子どもに関わることはそちら優先にするルール。 

 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

6.5

50.0

10.5

12.9

84.2

71.0

100.0

5.3

9.7

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

3.3

1.2

1.2

50.0

25.9

46.7

71.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施予定なし」の割合が高い傾向にあります。ま

た、300人以上で「実施している」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

5.3

50.0

52.6

54.8

60.0

42.1

45.2

40.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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介護 

「実施している」の割合が、『ア 介護休業制度の導入』で 45.0％、「今後実施予定」の割合が『ウ 

有給休暇の半日未満単位での取得（両立支援策としてではない場合も含む）』で 18.3％、「実施予定な

し」の割合が、『オ 再雇用制度（子育てなどを理由に退職した人を再び雇用することで、定年退職後

の再雇用は含めません）の充実』で 48.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 介護休業制度の導入 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

45.0

40.7

13.3

12.3

31.7

39.5

10.0

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

エ　介護期間中の深夜労働・所定
　　外労働・転勤などの免除

オ　再雇用制度（子育てなどを理
　　由に退職した人を再び雇用す
　　ることで、定年退職後の再雇
　　用は含めません）の充実

カ　その他

回答者数 = 60

ア　介護休業制度の導入

イ　フレックスタイムの導入・短
　　時間勤務など、勤務時間の柔
　　軟な対応

ウ　有給休暇の半日未満単位での
　　取得（両立支援策としてでは
　　ない場合も含む）

45.0

43.3

43.3

35.0

23.3

1.7

13.3

10.0

18.3

11.7

15.0

1.7

31.7

36.7

30.0

45.0

48.3

51.7

10.0

10.0

8.3

8.3

13.3

45.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「今後実施予定」、「実施予定なし」の割合が高く、

「実施している」の割合が低くなっています。また、10 人未満で「今後実施予定」、「実施予定なし」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ フレックスタイムの導入・短時間勤務など、勤務時間の柔軟な対応 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施している」の割合が増加し、「今後実施予定」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「今後実施予定」、「実施予定なし」の割合が高く、

「実施している」の割合が低くなっています。また、10 人未満で「今後実施予定」、「実施予定なし」

の割合が高く、300 人以上で「実施している」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

15.8

48.4

100.0

100.0

21.1

12.9

52.6

29.0

10.5

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

43.3

37.0

10.0

21.0

36.7

33.3

10.0

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

15.8

51.6

80.0

100.0

15.8

9.7

57.9

29.0

20.0

10.5

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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ウ 有給休暇の半日未満単位での取得（両立支援策としてではない場合も含む） 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施している」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高い傾向にあります。ま

た、100～299 人で「実施予定なし」の割合が高く、300 人以上で「実施している」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 介護期間中の深夜労働・所定外労働・転勤などの免除 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加し、「実施している」、「今後実施予定」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

43.3

38.3

18.3

19.8

30.0

34.6

8.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

26.3

51.6

40.0

100.0

21.1

22.6

42.1

19.4

60.0

10.5

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

35.0

42.0

11.7

17.3

45.0

33.3

8.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高く、「実施予定なし」

の割合が低くなっています。また、10人未満で「実施予定なし」の割合が高く、10～99人で「今後実

施予定」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

オ 再雇用制度（子育てなどを理由に退職した人を再び雇用することで、定年退職後の再雇用は含めません）

の充実 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加し、「実施している」、「今後実施予定」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「実施している」の割合が高く、「今後実施予定」

の割合が低い傾向にあります。また、10人未満で「今後実施予定」の割合が高く、300 人以上で「実施

している」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5

35.5

100.0

100.0

10.5

16.1

68.4

41.9

10.5

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

23.3

30.9

15.0

23.5

48.3

37.0

13.3

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

15.8

25.8

40.0

50.0

21.1

16.1

52.6

45.2

60.0

10.5

12.9

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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カ その他 

【その他意見】 

・窓口の設置など 

 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、「実施予定なし」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、300 人以上で「実施している」の割合が高くなっています。また、100～299

人で「実施予定なし」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

1.7

1.7

1.2

51.7

29.6

45.0

69.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2 50.0

5.3 57.9

54.8

60.0

36.8

45.2

40.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答

実施している 今後実施予定 実施予定なし 無回答
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＜問７でどれか１つでも「実施している」と答えた事業所にお聞きします。＞ 

問８ 上記取り組みを実施したことにより、どのような効果や変化がありましたか。 

（選択はいくつでも） 

「女性従業員の定着率の上昇」の割合が 44.7％と最も高く、次いで「従業員同士が助け合う雰囲気

や一体感の醸成」の割合が 34.0％、「仕事の進め方の効率化や業務改善」の割合が 27.7％となっていま

す。 

令和２年度調査と比較すると、「従業員同士が助け合う雰囲気や一体感の醸成」、「就職希望者の増加」

の割合が増加しています。一方、「女性従業員の定着率の上昇」、「女性従業員の責任感の向上」、「仕事

の進め方の効率化や業務改善」、「外部の評価・企業イメージの向上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・制度利用者なし。 

  

％

女性従業員の定着率の上昇

意欲や能力のある女性の人材活用

従業員同士が助け合う雰囲気や一体感の醸成

女性従業員の責任感の向上

仕事の進め方の効率化や業務改善

外部の評価・企業イメージの向上

就職希望者の増加

総合的な経営面での効果

その他

無回答

44.7

23.4

34.0

12.8

27.7

6.4

19.1

12.8

10.6

8.5

52.4

27.0

19.0

31.7

38.1

12.7

7.9

7.9

4.8

4.8

0 20 40 60

令和７年度調査

（回答者数 = 47）

令和２年度調査

（回答者数 = 63）
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「女性従業員の定着率の上昇」、「就職希望者の増

加」、「総合的な経営面での効果」の割合が高い傾向にあります。また、300人以上で「女性従業員の定

着率の上昇」、「意欲や能力のある女性の人材活用」、「女性従業員の責任感の向上」、「仕事の進め方の効

率化や業務改善」、「就職希望者の増加」、「総合的な経営面での効果」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

女
性
従
業
員
の
定
着

率
の
上
昇 

意
欲
や
能
力
の
あ
る

女
性
の
人
材
活
用 

従
業
員
同
士
が
助
け

合
う
雰
囲
気
や
一
体

感
の
醸
成 

女
性
従
業
員
の
責
任

感
の
向
上 

仕
事
の
進
め
方
の
効

率
化
や
業
務
改
善 

外
部
の
評
価
・
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上 

就
職
希
望
者
の
増
加 

総
合
的
な
経
営
面
で

の
効
果 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 47 44.7  23.4  34.0  12.8  27.7  6.4  19.1  12.8  10.6  8.5  

10人未満 12 25.0  16.7  8.3  8.3  16.7  8.3  16.7  16.7  33.3  8.3  

10～99人 26 50.0  26.9  53.8  15.4  34.6  3.8  15.4  7.7  3.8  3.8  

100～299人 5 60.0  0.0  0.0  0.0  20.0  0.0  20.0  20.0  0.0  0.0  

300人以上 2 100.0  100.0  50.0  50.0  50.0  50.0  100.0  50.0  0.0  0.0  

 

 

問９ 貴事業所では令和６年４月１日から令和７年３月 31日までの間に、出産した従業員

（男性の場合、配偶者が出産した者）は何人いましたか。 

出産した女性従業員（人） 

「０人」の割合が 73.3％と最も高く、次いで「１人」の割合が 6.7％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

73.3

71.6

6.7

7.4

1.7

2.5

3.3

3.3

1.7

2.5

10.0

12.33.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高く、従業員規模が大きいほど「１

人」の割合が高い傾向にあります。また、10 人未満で「０人」の割合が高く、100～299 人で「１人」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者が出産した男性従業員（人） 

「０人」の割合が 65.0％と最も高く、次いで「１人」の割合が 10.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高く、従業員規模が大きいほど「１

人」の割合が高い傾向にあります。また、10 人未満で「０人」の割合が高く、100～299 人で「１人」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

65.0

69.1

10.0

11.1

1.7

1.2

1.7

1.7

3.7

20.0

13.61.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

84.2

64.5

60.0

5.3

12.9

20.0

3.2

20.0

50.0

10.5

19.4

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

89.5

77.4

20.0

9.7

20.0

3.2

40.0

5.3

20.0

50.0

5.3

9.7

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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うち育児休業を取得した女性従業員（人） 

「１人」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「０人」、「３人」の割合が 20.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「０人」、「３人」の割合が増加し、「１人」、「２人」、「４人」、「６人以

上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うち育児休業を取得した男性従業員（人） 

「０人」が４件、「６人以上」が２件、「１人」、「３人」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数が少ないため、件数表記で記載しています。  

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 9

令和２年度調査 14

44.4

78.6

11.1

21.4

11.1 22.2 11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 1

10～99人 4

100～299人 4

300人以上 1

50.0 50.0

50.0

100.0

50.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 10

令和２年度調査 13

20.0 40.0

46.2

10.0

23.1

20.0

15.4

10.0

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業の平均取得期間（女性従業員） 

「１年以上」が５件となっています。また、「１週間未満」、「１ヶ月未満」、「１年未満」が各々１件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数が少ないため、件数表記で記載しています。 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１週間未満 １ヶ月未満 ３ヶ月未満 ６ヶ月未満

１年未満 １年以上 無回答

回答者数 =

10人未満 1

10～99人 2

100～299人 4

300人以上 1

25.0

50.0

25.0

100.0

50.0

50.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１週間未満 １ヶ月未満 ３ヶ月未満 ６ヶ月未満

１年未満 １年以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 8

令和２年度調査 13

12.5 12.5 12.5

30.8

62.5

46.2 23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 1

10～99人 5

100～299人 2

300人以上 1

60.0

50.0

100.0

50.0

20.0

100.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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育児休業の平均取得期間（男性従業員） 

「３ヶ月未満」、「６ヶ月未満」、「１年未満」が各々１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数が少ないため、件数表記で記載しています。 

 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１週間未満 １ヶ月未満 ３ヶ月未満 ６ヶ月未満

１年未満 １年以上 無回答

回答者数 =

10人未満 1

10～99人 1

100～299人 1

300人以上 1

100.0

100.0

100.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１週間未満 １ヶ月未満 ３ヶ月未満 ６ヶ月未満

１年未満 １年以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 4

令和２年度調査 3 33.3

25.0

33.3

25.0 25.0

33.3

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 10 問９で育児休業を取得した従業員がいる場合にお答えください。休業中の従業員の業

務に関して、どのように対応しましたか。（選択は１つ）※令和２年度類似設問あり 

「代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した」の割合が 27.3％と最も高く、次い

で「派遣社員やアルバイト等を代替要員として雇用した」の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

特に記述はありませんでした。 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、10～99人で「新たに正規従業員を雇用した」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 22 4.5 18.2 4.5 27.3 4.5 40.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たに正規従業員を雇用した

派遣社員やアルバイト等を代替要員として雇用した

事業所内の他の部門等から、人員を異動させた

代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した

その他

無回答

回答者数 =

10人未満 3

10～99人 12

100～299人 4

300人以上 1

8.3 16.7

50.0

8.3

33.3

16.7

50.0

100.0

33.3 33.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たに正規従業員を雇用した

派遣社員やアルバイト等を代替要員として雇用した

事業所内の他の部門等から、人員を異動させた

代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した

その他

無回答
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問 11 貴事業所における育児休業は、どの程度の期間取得できますか。「子どもの年齢が１歳

６ヶ月以上」を選択された場合、具体的な年齢をお教えください。（選択は１つ） 

「子どもの年齢が１歳まで」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「規定がない」の割合が 26.7％、

「子どもの年齢が１歳６ヶ月以上」の割合が 20.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「子どもの年齢が１歳まで」の割合が増加し、「子どもの年齢が１歳６

ヶ月未満」、「規定がない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・相談 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「子どもの年齢が１歳６ヶ月以上」の割合が高くな

っています。また、「規定がない」の割合が低い傾向にあり、「子どもの年齢が１歳まで」の割合が高い

傾向にあります。一方、10人未満で「規定がない」の割合が高く、10～99人で「子どもの年齢が１歳

６ヶ月未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

28.3

12.3

8.3

21.0

20.0

16.0

26.7

38.3

3.3

1.2

13.3

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの年齢が１歳まで 子どもの年齢が１歳６ヶ月未満

子どもの年齢が１歳６ヶ月以上 規定がない

その他 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5

35.5

60.0

16.1

10.5

16.1

40.0

100.0

36.8

29.0

10.5 31.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの年齢が１歳まで 子どもの年齢が１歳６ヶ月未満

子どもの年齢が１歳６ヶ月以上 規定がない

その他 無回答
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育児休業は何歳まで取得できますか 

「２歳」の割合が 75.0％と最も高く、次いで「３歳以上」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・要相談。 

 

 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 貴事業所では令和６年４月１日から令和７年３月 31日までの間に、介護休業を取得し

た人は何人いましたか。 

男性（人） 

「０人」の割合が 83.3％と最も高くなっています。 

令和２年度調査と比較すると、「１人」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

83.3

85.2

6.7

1.2

1.2

1.7

1.7

6.7

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 12 8.3 75.0 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳未満 １歳 ２歳 ３歳以上 無回答

回答者数 =

10人未満 2

10～99人 5

100～299人 2

300人以上 2

20.0

50.0

60.0

100.0

100.0

50.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳未満 １歳 ２歳 ３歳以上 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高く、従業員規模が大きいほど「１

人」の割合が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（人） 

「０人」の割合が 80.0％と最も高くなっています。 

令和２年度調査と比較すると、介護休業を取得した人の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「０人」の割合が高く、300 人以上で「２人」、100

～299 人で「３人」の割合が高くなっています。また、10 人未満で「０人」の割合が高く、10～99 人

で「１人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

94.7

80.6

60.0

9.7

50.0

20.0

5.3

9.7

20.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

80.0

85.2

5.0

1.2

1.7

1.7

11.7

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

89.5

90.3

60.0

5.3

6.5

20.0 20.0

50.0

5.3

3.2

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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平均取得期間（男性）※令和２年度調査なし 

「10 日未満」と「30日未満」がともに 20.0％で、最も高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均取得期間（女性）※令和２年度調査なし 

「90 日以上」の割合が 16.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10日未満 30日未満 50日未満 70日未満

90日未満 90日以上 無回答

回答者数 =

10人未満 1

10～99人 6

100～299人 2

300人以上 2

16.7 16.7 16.7

50.0

50.0

100.0

50.0

50.0

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10日未満 30日未満 50日未満 70日未満

90日未満 90日以上 無回答

回答者数 =

　 12 8.3 8.3 8.3 16.7 58.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10日未満 30日未満 50日未満 70日未満

90日未満 90日以上 無回答

回答者数 =

10人未満 2

10～99人 3

100～299人 2

300人以上 2

33.3

50.0

33.3

50.0

50.0

50.0 50.0

33.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10日未満 30日未満 50日未満 70日未満

90日未満 90日以上 無回答

回答者数 =

　 10 20.0 20.0 10.0 10.0 40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13 問 12で介護休業を取得した従業員がいる場合にお答えください。休業中の従業員の業

務に関して、どのように対応しましたか。（選択は１つ）※令和２年度類似設問あり 

「代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した」の割合が 38.5％と最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

特に記述はありませんでした。 

 

 

【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 13 7.7 7.7 38.5 7.7 38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たに正規従業員を雇用した

派遣社員やアルバイト等を代替要員として雇用した

事業所内の他の部門等から、人員を異動させた

代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した

その他

無回答

回答者数 =

10人未満 2

10～99人 6

100～299人 2

300人以上 2

16.7

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0 50.0

33.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たに正規従業員を雇用した

派遣社員やアルバイト等を代替要員として雇用した

事業所内の他の部門等から、人員を異動させた

代替要員の補充等を行わず、同じ部門の他の社員で対応した

その他

無回答
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問 14 女性活躍推進法に基づいた一般事業主行動計画を策定していますか。（選択は１つ） 

「策定している」の割合が 15.0％、「現在策定中、または策定を予定している」の割合が 3.3％、「今

のところ、策定の予定はない」の割合が 75.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「策定している」、「今のところ、策定の予定はない」の割合が増加し、

「現在策定中、または策定を予定している」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・労働者 50人以下。 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「策定している」の割合が高い傾向にあります。ま

た、10 人未満で「現在策定中、または策定を予定している」、10～99人で「今のところ、策定の予定は

ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

15.0

9.9

3.3

9.9

75.0

43.2

1.7

2.5

5.0

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

策定している 現在策定中、または策定を予定している

今のところ、策定の予定はない その他

無回答

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

5.3

3.2

100.0

100.0

5.3 84.2

90.3

5.3

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

策定している 現在策定中、または策定を予定している

今のところ、策定の予定はない その他

無回答
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３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

問 15 貴事業所では、ワーク・ライフ・バランスについて、どのような取組みを行っていま

すか。（選択はいくつでも） 

「長時間残業の削減や労働時間の短縮など働き方の見直しを行っている」の割合が 41.7％と最も高

く、次いで「年休を取りやすい環境を整えている」の割合が 36.7％、「管理職の意識改革を行っている」

の割合が 30.0％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「管理職以外の従業員の意識改革を行っている」、「長時間残業の削減

や労働時間の短縮など働き方の見直しを行っている」、「年休を取りやすい環境を整えている」、「ノー残

業デーを設定している」、「育児休暇・介護休暇を取りやすい環境を整えている」、「在宅勤務を行うこと

ができるようになっている」、「フレックスタイムの導入や時間短縮勤務を行うことができるようにな

っている」、「ワーク・ライフ・バランスを推進するための責任者を定めている」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

特に記述はありませんでした。 

  

％

管理職の意識改革を行っている

管理職以外の従業員の意識改革を行っている

長時間残業の削減や労働時間の短縮など働き方の
見直しを行っている

年休を取りやすい環境を整えている

ノー残業デーを設定している

育児休暇・介護休暇を取りやすい環境を整えてい
る

在宅勤務を行うことができるようになっている

フレックスタイムの導入や時間短縮勤務を行うこ
とができるようになっている

ワーク・ライフ・バランスを推進するための責任
者を定めている

その他

無回答

30.0

11.7

41.7

36.7

18.3

20.0

11.7

21.7

1.7

3.3

6.7

30.0

35.0

60.0

90.0

40.0

50.0

25.0

35.0

10.0

0.0

－

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 60）

令和２年度調査

（回答者数 = 20）
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「管理職の意識改革を行っている」、「長時間残業の

削減や労働時間の短縮など働き方の見直しを行っている」、「育児休暇・介護休暇を取りやすい環境を整

えている」、「管理職以外の従業員の意識改革を行っている」、「年休を取りやすい環境を整えている」、

「ノー残業デーを設定している」、「在宅勤務を行うことができるようになっている」、「フレックスタイ

ムの導入や時間短縮勤務を行うことができるようになっている」、「ワーク・ライフ・バランスを推進す

るための責任者を定めている」の割合が高い傾向にあります。また、300人以上で「管理職の意識改革

を行っている」、「長時間残業の削減や労働時間の短縮など働き方の見直しを行っている」、「年休を取り

やすい環境を整えている」、「ノー残業デーを設定している」、「育児休暇・介護休暇を取りやすい環境を

整えている」、「在宅勤務を行うことができるようになっている」、「フレックスタイムの導入や時間短縮

勤務を行うことができるようになっている」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

管
理
職
の
意
識
改
革
を
行
っ
て
い
る 

管
理
職
以
外
の
従
業
員
の
意
識
改
革
を
行
っ
て

い
る 

長
時
間
残
業
の
削
減
や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど

働
き
方
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る 

年
休
を
取
り
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る 

ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
定
し
て
い
る 

育
児
休
暇
・
介
護
休
暇
を
取
り
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
る 

在
宅
勤
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
や
時
間
短
縮
勤
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
た

め
の
責
任
者
を
定
め
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 60 30.0  11.7  41.7  36.7  18.3  20.0  11.7  21.7  1.7  3.3  6.7  

10人未満 19 21.1  10.5  26.3  21.1  5.3  10.5  5.3  15.8  0.0  5.3  10.5  

10～99人 31 32.3  12.9  41.9  45.2  22.6  19.4  12.9  25.8  0.0  0.0  3.2  

100～299人 5 40.0  0.0  80.0  20.0  20.0  40.0  0.0  0.0  0.0  20.0  0.0  

300人以上 2 100.0  50.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  50.0  0.0  0.0  
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問 16 ワーク・ライフ・バランスを推進する上で、特に重要なことは何だと思いますか。 

（選択は３つまで） 

「企業トップの意識」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「両立に取り組みやすい職場の雰囲気づ

くり」の割合が 46.7％、「管理職への周知・理解の促進」の割合が 38.3％となっています。 

令和２年度調査と比較すると、「企業トップの意識」の割合が増加し、「行政の経費援助」、「保育園な

ど、社会環境の整備」、「育児・介護休業法などの法律の知識の普及」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・労働効率化 

  

％

企業トップの意識

管理職への周知・理解の促進

人事担当者への周知・理解の促進

従業員への両立支援制度についての情報提供

行政の経費援助

両立に取り組みやすい職場の雰囲気づくり

保育園など、社会環境の整備

育児・介護休業法などの法律の知識の普及

事業所内の相談窓口の設置

その他

無回答

55.0

38.3

5.0

15.0

11.7

46.7

13.3

3.3

5.0

5.0

5.0

33.3

33.3

6.2

18.5

23.5

50.6

21.0

9.9

0.0

3.7

9.9

0 20 40 60

令和７年度調査

（回答者数 = 60）

令和２年度調査

（回答者数 = 81）
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「行政の経費援助」の割合が高い傾向にあり、従業

員規模が大きいほど「従業員への両立支援制度についての情報提供」の割合が高く、「両立に取り組み

やすい職場の雰囲気づくり」の割合が低い傾向にあります。また、10 人未満で「行政の経費援助」の

割合が高く、10～99 人で「両立に取り組みやすい職場の雰囲気づくり」、「保育園など、社会環境の整

備」、「育児・介護休業法などの法律の知識の普及」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

企
業
ト
ッ
プ
の
意
識 

管
理
職
へ
の
周
知
・
理
解

の
促
進 

人
事
担
当
者
へ
の
周
知
・

理
解
の
促
進 

従
業
員
へ
の
両
立
支
援
制

度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供 

行
政
の
経
費
援
助 

両
立
に
取
り
組
み
や
す
い

職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り 

保
育
園
な
ど
、
社
会
環
境

の
整
備 

育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど

の
法
律
の
知
識
の
普
及 

事
業
所
内
の
相
談
窓
口
の

設
置 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 60 55.0  38.3  5.0  15.0  11.7  46.7  13.3  3.3  5.0  5.0  5.0  

10人未満 19 63.2  15.8  10.5  26.3  21.1  31.6  10.5  0.0  5.3  10.5  5.3  

10～99人 31 48.4  48.4  0.0  3.2  9.7  61.3  19.4  6.5  3.2  0.0  3.2  

100～299人 5 40.0  40.0  0.0  20.0  0.0  40.0  0.0  0.0  20.0  0.0  0.0  

300人以上 2 100.0  100.0  50.0  50.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
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４ 各種ハラスメントの防止について 

問 17 貴事業所では、ハラスメントの防止について、どのような取組みを行っていますか。

（選択はいくつでも）※令和２年度類似設問あり 

「ハラスメントの防止や対処の内容を就業規則等で明確化している」の割合が 48.3％と最も高く、

次いで「ハラスメントについての相談・苦情窓口の設置」の割合が 33.3％、「ハラスメント防止につい

ての研修などの実施」、「社内報や啓発資料などを活用し、従業員の意識啓発を図る」の割合が各々

21.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・特にしていない 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「ハラスメントの防止や対処の内容を就業規則等で

明確化している」、「ハラスメントについての相談・苦情窓口の設置」、「ハラスメント防止についての研

修などの実施」の割合が高くなっています。100～299 人で、「社内報や啓発資料などを活用し、従業員

の意識啓発を図る」、「実態把握のための調査の実施」の割合が低くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
や

対
処
の
内
容
を
就
業
規
則

等
で
明
確
化
し
て
い
る 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

の
相
談
・
苦
情
窓
口
の
設

置 ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ

い
て
の
研
修
な
ど
の
実
施 

社
内
報
や
啓
発
資
料
な
ど

を
活
用
し
、
従
業
員
の
意

識
啓
発
を
図
る 

実
態
把
握
の
た
め
の
調
査

の
実
施 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 60 48.3  33.3  21.7  21.7  16.7  8.3  10.0  

10人未満 19 42.1  10.5  5.3  21.1  10.5  15.8  15.8  

10～99人 31 45.2  29.0  19.4  16.1  19.4  6.5  6.5  

100～299人 5 100.0  100.0  40.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

300人以上 2 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  0.0  0.0  

  

回答者数 = 60 ％

ハラスメントの防止や対処の内容を就業規則等で
明確化している

ハラスメントについての相談・苦情窓口の設置

ハラスメント防止についての研修などの実施

社内報や啓発資料などを活用し、従業員の意識啓
発を図る

実態把握のための調査の実施

その他

無回答

48.3

33.3

21.7

21.7

16.7

8.3

10.0

0 20 40 60 80
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問 18 貴事業所では、ハラスメントと思われる問題が生じたことがありますか。 

（選択は１つ） 

『ア パワー・ハラスメント』で「ある」、「わからない」が、『エ パタニティ・ハラスメント』で

「ない」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア パワー・ハラスメント 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が小さいほど「ない」の割合が高くなっています。また、100～

299 人で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 60

ア　パワー・ハラスメント

イ　セクシュアル・ハラスメ
　　ント

ウ　マタニティ・ハラスメン
　　ト

エ　パタニティ・ハラスメン
　　ト

オ　ＳＯＧＩハラ・アウティ
　　ング

20.0

10.0

61.7

76.7

81.7

83.3

81.7

13.3

8.3

11.7

10.0

11.7

5.0

5.0

6.7

6.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

20.0

21.0

61.7

60.5

13.3

13.6

5.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

10.5

16.1

60.0

50.0

68.4

67.7

40.0

15.8

16.1

5.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

ある ない わからない 無回答
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イ セクシュアル・ハラスメント 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「ある」の割合が高い傾向にあります。また、10～

99 人で「ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ マタニティ・ハラスメント 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

10.0

9.9

76.7

74.1

8.3

11.1

5.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

5.3

3.2

40.0

50.0

73.7

90.3

60.0

15.8

6.5

5.3

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

81.7

86.4

11.7

6.2

6.7

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

ある ない わからない 無回答

ある ない わからない 無回答
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、10 人未満で「わからない」の割合が高く、100～299 人で「ない」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ パタニティ・ハラスメント 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、10 人未満で「わからない」の割合が高く、100～299 人で「ない」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

73.7

90.3

100.0

50.0

15.8

9.7

10.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

83.3

79.0

10.0

13.6

6.7

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

73.7

93.5

100.0

50.0

15.8

6.5

10.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

ある ない わからない 無回答

ある ない わからない 無回答
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オ ＳＯＧＩハラ・アウティング 

【経年比較】 

令和２年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、10 人未満で「わからない」の割合が高く、100～299 人で「ない」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和７年度調査 60

令和２年度調査 81

81.7

79.0

11.7

13.6

6.7

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10人未満 19

10～99人 31

100～299人 5

300人以上 2

73.7

87.1

100.0

50.0

15.8

12.9

10.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答

ある ない わからない 無回答
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＜問 18 で１つでも「ある」と答えた事業所にお聞きします。＞ 

問 19 貴事業所において、実際にハラスメントの事案が起こった際、対応として特に難しい

と感じたのはどのようなことですか。（選択はいくつでも） 

「どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが難しい」の割合が 75.0％と最も高く、次いで「加

害者の可能性のある者に、ハラスメント問題を理解させること」の割合が 58.3％、「当事者のプライバ

シーの保護」、「当事者の言い分の食い違いなど、事実確認が困難」の割合が各々50.0％となっていま

す。 

令和２年度調査と比較すると、「当事者のプライバシーの保護」、「相談対応者のスキル・知識の不足」、

「相談を受けた後の対処の調整」の割合が増加し、「加害者の可能性のある者に、ハラスメント問題を

理解させること」、「被害者の精神的なケア」、「当事者の言い分の食い違いなど、事実確認が困難」、「日

常の業務が忙しく、対応するための時間が取れない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが難しい」、「相談窓口の整備等に経費がかかるため難

しい」がありませんでした。 

 

【その他意見】 

特に記述はありませんでした。 

 

  

％

当事者のプライバシーの保護

加害者の可能性のある者に、ハラスメント問題を
理解させること

相談対応者のスキル・知識の不足

被害者の精神的なケア

当事者の言い分の食い違いなど、事実確認が困難

相談を受けた後の対処の調整

日常の業務が忙しく、対応するための時間が取れ
ない

どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが
難しい

相談窓口の整備等に経費がかかるため難しい

その他

特にない

無回答

50.0

58.3

33.3

41.7

50.0

33.3

0.0

75.0

0.0

0.0

0.0

0.0

41.2

70.6

17.6

47.1

64.7

23.5

5.9

－

－

0.0

0.0

－

0 20 40 60 80

令和７年度調査

（回答者数 = 12）

令和２年度調査

（回答者数 = 17）
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【従業員規模別】 

有効回答数が少ないため、コメントは記載しておりません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

当
事
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護 

加
害
者
の
可
能
性
の
あ
る
者
に
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
を
理
解
さ
せ
る
こ
と 

相
談
対
応
者
の
ス
キ
ル
・
知
識
の
不
足 

被
害
者
の
精
神
的
な
ケ
ア 

当
事
者
の
言
い
分
の
食
い
違
い
な
ど
、

事
実
確
認
が
困
難 

相
談
を
受
け
た
後
の
対
処
の
調
整 

日
常
の
業
務
が
忙
し
く
、
対
応
す
る
た

め
の
時
間
が
取
れ
な
い 

ど
こ
ま
で
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当

す
る
か
、
線
引
き
が
難
し
い 

相
談
窓
口
の
整
備
等
に
経
費
が
か
か

る
た
め
難
し
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 12 50.0  58.3  33.3  41.7  50.0  33.3  0.0  75.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

10人未満 2 0.0  50.0  50.0  100.0  0.0  0.0  0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

10～99人 5 60.0  40.0  40.0  20.0  80.0  20.0  0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

100～299人 3 66.7  66.7  0.0  33.3  33.3  66.7  0.0  33.3  0.0  0.0  0.0  0.0  

300人以上 1 0.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
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５ 男女共同参画社会について 

問 20 貴事業所において男女共同参画を進めるにあたって、今後、小牧市が力を入れていく

べきだと思うことは、どのようなことですか。（選択はいくつでも） 

「保育施設や保育サービスの充実」の割合が 60.0％と最も高く、次いで「在宅介護サービスや介護

施設の充実」の割合が 53.3％、「男性の家事・育児・介護などへの参画を促す啓発」の割合が 25.0％と

なっています。 

令和２年度調査と比較すると、今後力を入れていくべきだと思う項目については、「保育施設や保育

サービスの充実」、「在宅介護サービスや介護施設の充実」、「男性の家事・育児・介護などへの参画を促

す啓発」の順となっており、令和２年度と同じ傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見】 

・補助金などの拡充。 

・認可外保育園の保育料助成。 

  

％

保育施設や保育サービスの充実

在宅介護サービスや介護施設の充実

女性従業員の雇用管理などについて参考となる事
例の紹介

男性の家事・育児・介護などへの参画を促す啓発

広報紙やパンフレットなどによる啓発

結婚や育児退職後の再就職に向けた支援や能力開
発の機会の提供

男女共同参画に関する事業者間のネットワークづ
くりや情報交換の機会の提供

男女がともに活躍できる職場づくりを行う優良企
業の表彰、顕彰

その他

無回答

60.0

53.3

11.7

25.0

8.3

20.0

13.3

6.7

6.7

5.0

56.8

50.6

8.6

27.2

13.6

23.5

8.6

11.1

1.2

6.2

0 20 40 60

令和７年度調査

（回答者数 = 60）

令和２年度調査

（回答者数 = 81）
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【従業員規模別】 

従業員規模別にみると、従業員規模が大きいほど「在宅介護サービスや介護施設の充実」の割合が高

く、「男女がともに活躍できる職場づくりを行う優良企業の表彰、顕彰」の割合が低くなっています。

従業員規模が大きいほど「女性従業員の雇用管理などについて参考となる事例の紹介」の割合が高く、

「保育施設や保育サービスの充実」の割合が低い傾向にあります。また、10 人未満で「男女がともに

活躍できる職場づくりを行う優良企業の表彰、顕彰」の割合が高く、10～99 人で「保育施設や保育サ

ービスの充実」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
施

設
の
充
実 

女
性
従
業
員
の
雇
用
管
理
な
ど

に
つ
い
て
参
考
と
な
る
事
例
の

紹
介 

男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
な

ど
へ
の
参
画
を
促
す
啓
発 

広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
啓
発 

結
婚
や
育
児
退
職
後
の
再
就
職

に
向
け
た
支
援
や
能
力
開
発
の

機
会
の
提
供 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
業

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
情
報
交
換
の
機
会
の
提
供 

男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
職

場
づ
く
り
を
行
う
優
良
企
業
の

表
彰
、
顕
彰 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 60 60.0  53.3  11.7  25.0  8.3  20.0  13.3  6.7  6.7  5.0  

10人未満 19 52.6  47.4  15.8  26.3  10.5  31.6  21.1  15.8  5.3  10.5  

10～99人 31 67.7  54.8  3.2  22.6  9.7  16.1  9.7  3.2  3.2  0.0  

100～299人 5 60.0  60.0  40.0  20.0  0.0  0.0  20.0  0.0  20.0  0.0  

300人以上 2 50.0  100.0  50.0  50.0  0.0  50.0  0.0  0.0  50.0  0.0  
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問 21  男女共同参画について、何かご意見があればお聴かせください。（自由意見） 

・パワーカップルという言葉がよく聞かれるようになり、教育系に携わっていると、子への関わりが減

ってきているように感じる。親子間での会話などは、子の教育にとって、大きな力となる。男女が社

会で活躍できる社会と同時に、子への関心も低下せず、未来ある社会となってほしいと思う。 

・駅やバス停、企業の近くに託児所を設ける。 

・人口を増加させ、公共サービスを手厚くする。 

・女性管理職がいる企業への助成金制度。 

・再就職をハローワークで行うのは難しい。細かい説明や知りたい事が書いていない。時間がかかりす

ぎる。面接までなど。求人をする側も、市など協力してほしい。 

・「男女共同参画」という言葉が「立派」で、レベルの高いことをしなくてはいけない、という感覚が

ある。できれば、心理的なハードルの低い表現での広報活動、些細な意識転換から始められるとよい。

会社や社会はいろいろと施策を頑張っているがそれを活用する社員や市民に伝わっていないと感じ

る。超えることができない性差もあるが、性差を超えて協力し合えるようになることを願う。 

・男女共同参画という事柄自体が既に男女を区別していると思う。 
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Ⅷ 調査票 

１ 一般 
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２ 中学生 
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３ 小学生 
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４ 事業所 
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